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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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第十章　爆誕！　雷いかずちの姫ひめ巫み女こ







　貴重な経験となった旅から数日。

　いや、ここ数日は結構忙しかったよ。シャンプーとかシャンプーとかシャンプーとか目当ての客が溜たまってて。

　だいぶ噂うわさが広がってきたかな。ライナー子爵家のメイド軍団、いい仕事をしてくれる！　ボーゼス伯爵様が何かしてくれたのか、あれからおかしな貴族関係も現れない。よしよし。




　ちりりん

　お、お客さんだ。小さな女の子。この子もシャンプーか。シャンプーなのかッッ！

「あの、ここが雑貨屋ミツハさん、でしょうか？」

　おおう、そういえば、看板出してないや！　それか、客足が伸びなかった原因は!!　クンツさん、アドバイスしてよ、そのあたり！

　くそ、今度作って貰もらおう。

「はい、そうですよ。よろしくお願い致します」

　ぺこりと頭を下げる。

　いや、なんかこの子、貴族っぽいよ。10歳前後で、ふわふわの金髪クルクル、可愛くてお上品。如い何かにも姫様かッ、と言わんばかりの美少女っぷり。何か、こっちで縁のある女の子って、美少女ばかりのような……。

　まぁ、貴族は美人と結婚する、すると美男美女が生まれ、という、トップブリーダーの仕業か。決してフリーメイソンやニャントロ星人の仕業ではない。と思う。
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「では、少し見せて戴きますね」

　微ほほ笑えんで、少女は陳列棚の方へ。いやぁ、腐女子店長が見たら鼻血噴ふきそうだな。でも、鼻血は噴いても店長は決して倒れない。倒れたら脳に映像を刻み込むことができないからだ。それが店長クオリティ。そこには痺しびれないし、憧あこがれない。

　あ、アデレートちゃんのデビュタント・ボール編集ブルーレイディスク、貰いましたよ。スチル画をクリアシートに入れたやつも。

　流石さすがの出来でした。子爵様にいくらで売ろうかな。１枚あたり金貨１枚くらい出しそう……、いかんいかん、私が嫌いなマニア商法みたいな考えになってるよ！




　何か、凄く嬉うれしそうだね、女の子。次々と買い物カゴに入れてるけど、もう結構な金額になってるよ、総計。あ、そろそろお会計かな。

「これと、あと、しゃんぷー下さい！」

　はいはい。布製の買い物袋はサービスね。あ、喜んでる喜んでる。うん、キャラクターのプリント入りは珍しいよね、このあたりじゃ。

　ほほう、金貨でお支払い、と。護衛の人とかいないの、本当に。

「楽しかったですわ！　また来ます！」

「ありがとうございました～！」

　上客である。ドアの外までお見送り。にこやかに歩き去る女の子。

　……って。

　ピキーン！

　道の反対側のあれって……。

　用事もなさそうなのに路地へはいる角に立ち、こっちをじっと見ている不審な男。日本ならば間違いなく通報されそうな、『お巡りさん、コイツです！』という感じの、ストーカーっぽい薄汚い男。目当ては私か、この店か？

　と思ったら、歩き出した。何だ、気のせい……って、さっきの女の子の方かよ！

　雑貨屋ミツハを最後に足取りが途絶えた貴族令嬢、なんて噂になったら大変だよ！

　私は急いで店に飛び込み、会計台の下の隠し物入れから迎撃用バッグを引っ張り出した。カウンターの下から迎撃カウンターバッグ、って、うるさいわ！

　肩かた紐ひもを斜めにかける。ドアを閉め、施錠。

　見ると、女の子はまだそう離れてはおらず、とてとてと歩いている。護衛らしき姿はなく、あの男は……、道を渡って少女の後方へ。私は男に気付かれないよう静かに早足で接近する。

　少女が路地への入り口前を通過する瞬間、男は後ろから少女に飛びつき、口を塞ふさいで路地に引き込んだ。ビンゴ！

　私は急いで走り出した。路地にはいり全力疾走。交差路のひとつに消えるふたりの姿。そこを曲がって少し進むと……、女の子に猿さる轡ぐつわを嚙かませ、縛り上げる４人の男達。その側には大きなずだ袋が置いてある。これに入れて誘拐、か。用意周到なことで。

「何をしている！」

　私の怒鳴り声に一瞬慌てた賊達であったが、相手が小娘ひとりと知ると、安心したような顔でにやにや笑いを浮かべた。

「ほほぅ、勇敢なこった。だが、金かね蔓づるがひとり増えただけだな。こっちとしちゃ、大歓迎だ」

　男のひとりがそう言って、私に向かって歩み寄る。私はバッグから鞘さやごとナイフを取り出して、ベルトの左サイドに差し込んだ。

「へぇ、抵抗するつもりか？　しかしいくら強がっても、お嬢ちゃんに人が殺せるのかい？　人を殺すっていうのはな、」

　再びバッグに手を入れてアレを摑つかみ出し、それを近付く男に向けて突き出した。

　パァン！

　軽い音が鳴り、男は地面に倒れ伏し、びくびくと痙けい攣れんしていた。

「殺せるよ？　何か、クズを殺しちゃいけない理由でもあるの？」

「なっ！」

　拳銃型スタンガン。細いコードをつけたまま飛ぶ電極により高圧電流を流す。犯罪に使用されることを防止するため、発射時にはカートリッジに封入されたシリアルナンバーが記された数百枚の小さな紙片が散乱するようになっている。

　勿もち論ろん、非合法に入手した場合や、異世界においてはそれは何の意味もない。

　日本においては、発売後すぐに販売も所持も禁止されたが、外国においては普通に購入できるそれを、傭よう兵へい部隊経由で入手しておいたのである。一応、なるべく人は殺したくないので。

「お前、何モンだぁ！」

　うん、よくぞ聞いてくれた！　この場は勢いとハッタリで突っ切る！　蘇よみがえれ、私の暗黒歴史!!

「……私か？　私は……、姫巫女だ」

　尊敬する栗くり塚づか旭あさひ様の、あの渋い声を意識して低い声で喋しやべる。頭の中では、『姫巫女』は『用心棒』に変換されていた。

「はあァ？」

　ワケが分からないよ、という顔の男達。うん、自分でもワケが分からない。今はただ、『いつか言ってみたいセリフ集』をこなせるかもという期待でいっぱいだ。

「我は雷の姫巫女である。刃向かう者は容赦せぬ！」

　今度はベレッタ93Ｒを取り出して、路地に放置してある壊れた甕かめに向け３点バースト。いや、セレクトレバーを操作するのはカッコ良くないので、そのままで。

　パパパン！

　響く銃声、割れてはじけ飛ぶ甕の破片。

「「「う、うわあぁぁぁぁ！」」」

　悲鳴をあげて男達が逃げ出そうとしたその時、路地の向こうから、何やら物々しい様子の兵士らしき集団が……。

「姫様、ご無事ですか～～っっ！」

　ああ、ホントに姫様だったのですか、そうですか。

　兵士の集団が男達と女の子……、お姫様に群がっている間に、そろりそろりと後ずさり、路地を曲がって逃げ……、

「お待ち下さい、姫巫女様」

　ぎゃああぁ～!!

　反対側にも人がいたよ！　それも、一般の兵士よりちょっと偉そうな感じの、年配の男性。

　あ、ちょっと渋い。

「あの～、どのへんから聞いてました？」

　恐る恐る聞く私に、本日最大の悲しいお知らせ。

「何をしている、のあたりでしょうか……」

　最初からですか、そうですか。ありがとうございました。

　私はガックリと崩れ落ち、地面に両手をついた。

「姫巫女様？」

　勘弁して下さい。すみません、調子に乗りました……。

「是非、城へ」

　そうなりますよね～。お姫様には正体バレてるし、逃げられないか。

　そんなにキラキラした瞳で見ないで、お姫様。

「その前に、ちゃんと閉店処理させて下さい……」

　まだ会計締めてないし、カーテンも閉めてないし、防犯システムも閉店モードに切り替えていない。いったんお店に戻らなきゃ。

　そしてお姫様は兵士たちと城へ。私は渋いおじさまと若手兵士２名と共にお店へと。

　いや、そんなに警戒しなくても、逃げないって。




　う～ん、どうしようかな……。

　お店の方は閉店処理を終えたけど、どんな感じでお城に行くか……。

　ドレス？　いや、その設定はまだ早い。伯爵様との兼ね合いもある。今はあくまでもただの商店主として行動しよう。

　装備は？　発砲を見られた。脇の護身用のワルサーＰＰＳはそのままとして、93Ｒは必要か？　使うことはないだろうけど……。

　銃撃戦でお城から脱出、って、流石にそれはない。そもそも、そうなれば転移だろう。

　しかし、そうするとせっかくのお店と貴族のコネが……。

　結局、脇のワルサー、バッグに93Ｒ。３発撃ったけど、補弾する時間はない。このままで。

　ナイフは無し。銃は『神具』とか言い張れても、ナイフ持って王族の前に、ってのはないわ～。

　あと、思いついて商品棚からちょちょいと選んでバッグに。棚は常に商品でいっぱい！

　いや、ちゃんと補充しているからだよ。それに、うちは銀貨１枚で10個売るより銀貨10枚で１個売る、って方針だから。どんどん売れたら忙しいじゃない。ま、女性の幸せのためなら、ちょっとくらいは妥協するけど。

　あ、今度生理用品とか売ろうかな。

　でも、うちの商品、安くないせいもあるけど、みんな用途や便利さが分からないから、全然売れないんだよねぇ。シャンプーみたいに、歩く広告塔が実物見本付きで宣伝してくれたら、一発なんだけどなぁ……。

　でも、忙しくなるから、無理に宣伝しなくてもいいや、やっぱり。

　結局、店員服のまま、バッグに93Ｒとお土産だけ入れて、準備完了。

　あ、若手の護衛さん、閉店モードの時に店内歩くと危ないよ。雷当たっても知らないよ。

　おお、真っ青になって固まった。うん、そのまままっすぐね、絶対に棚に触っちゃダメだからね、うん。





＊　　　＊　　　






　城ろい天井だ。

　いや、城と、白と、知らないを掛けて、って、それはもういいか。とにかくお城に到着。別に白馬が牽ひく馬車とかじゃなく、普通に歩いて。平民は徒歩で充分ですか、そうですか。徒と歩ほほ……。

　時間待ちの待機室でも、あの渋いおじさまが付きっきり。うん、渋いおじさまは良いねぇ。伯爵様とか、執事のシュテファンさんとか。

　ライナー子爵様は、まだちょっと熟成が足りないよね。あと10年くらい経てば……。

　あ、お呼びですか、そうですか。




「その方が、ミツハと申す者か」

「はは～っ！」

　うん、出たな王様！

「構わん、頭を上げて近くへ。そこへ座ってくれ。娘の恩人だ、作法など構わん。儂わしも面倒な喋り方はせん、普通に話してくれ」

　ああ、王様もいつも王様喋りをしているわけじゃないか。まぁ、家族同士でそんな喋り方、やってらんないよね。それに、生まれた時から王様やってたわけじゃなし。たまには予定外に王様になっちゃう人とかもいるだろうし……。

　ここも、別に大臣がずらりと並んだ謁えつ見けんの間、ってわけじゃない。別に正規の拝謁とか叙じよ勲くんされたりするわけじゃないし、急なことだし。ごくプライベートな、ただの『助けて貰った少女の父親』として礼が言いたいだけの、簡単な顔合わせらしい。

　なんだ、色々と考えて損したよ。ここ、テーブルとその周りに椅子があるだけの、普通の部屋だものね。まぁ、王宮での普通であって、充分贅ぜい沢たくではあるけど。折り畳み机にパイプ椅子、とかだったら、逆に凄いよね。

　王様の横には王妃様らしき人と、王女様。あと、王子様みたいなのがひとり座ってる。王女様より小さいね。８歳くらい？　なんか興味いっぱい、って感じで……。王女様、なに言った？

　その後ろの方にはお年寄りがひとり。侍従長とかかな？　渋いおじさまは私の後ろに立っている。

　だから逃げないってば！

「で、雷の姫巫女、ミツハ殿」

「雑貨屋の店主、ミツハです」

「で、雷の姫巫女、ミツハ殿」

「雑貨屋の店主、ミツハです」

「で、雷の姫巫女、ミツハ殿」

「雑貨屋の店主、ミツハです」

「で、雷の姫巫女、ミツハ殿」

「雑貨屋の店主、ミツハです」

「雑貨屋の店主、ミツハ殿」

　遂ついに王様が根負けした。

　いや、そこで私が「雷の姫巫女、ミツハです」って返すなんてボケはないよ。

「はい、当店で色々とお買い上げ戴いた王女様をお見送りしました時、怪しい男が目に入ったので、心配でついて行きました。すると、何と誘拐が！　勇気を振り絞って声を掛けましたが、所詮は小娘、危ういところを、駆けつけて来られた兵士の皆様にお助け戴き……」

「ふむ、聞いた話とだいぶ違うな」

「はい、当店で色々とお買い上げ戴いた王女様をお見送りしました時、」

「いや、良い！　それはもう良いから！」

　ふふふ、勝った！




　結局、『え、雷の姫巫女？　お伽とぎ噺ばなしですか？　え、頭大丈夫？』と言わんばかりの私の態度にあきらめたのか、話はうやむやに。

　途中ではいった報告によると、賊は政治的な背景はなく、単に可愛い少女を誘拐して売る人身売買組織の下っ端だったらしい。たまたま侍女から雑貨屋ミツハの噂を聞いて城を抜け出した第３王女が必死であとを追う護衛を振り切ったところを、王女と知らずに目を付けてあとをつけて誘拐、ということらしい。

　人身売買組織は有力貴族の息がかかっており中々手が出せなかったが、今回は、理由はともあれ『王女殿下の誘拐未遂』。どんな有力貴族が何を言おうが、『王女殿下誘拐犯捜査の邪魔をすると？　誘拐犯の仲間か！　逆賊だぁ！』と言われれば何もできない。恐らく組織は壊滅、裏の貴族も潰せるだろうとのこと。いやぁ、王女様、お手柄だね。

　あ、王女様は第３王女サビーネちゃん10歳、王子様は第２王子ルーヘン君８歳、とのこと。他の王子様や王女様は少し歳が離れており、一番下のふたりはかなりの仲良しさんらしい。

　いや、他の王子王女も可愛がってはくれてるらしいよ。ただ、一緒に走り回ったり転げ回ったりはしてくれない、というだけで。

　王様に『これからも娘達と仲良くしてやってくれ』と言われ、サビーネ王女に満面の笑みで見つめられてはどうしようもない。『は、はぁ……』と引ひき攣つる顔で答えた。

　え、ちょっと待って。王様、今、何て言った？

　娘『たち』？　王様、なにか企んでない？

　あ、そうだ。

「王様、若い時に較くらべて眼が見えにくくなった、とかいうことはないですか？」

「ああ、しばらく前から書類の小さな文字が少し読みにくくなったから、レンズを使っておるが……」

　え！　老眼鏡、あるの？　思っていたより進歩してるよ！

　でも、眼鏡掛けてる人なんて、見たことが……、って、そうか！　凸レンズを使う老眼鏡の方が、凹レンズを使う近視用よりずっと早く普及したんだ、地球の歴史では。それに、初期の眼鏡は、手持ちの単眼レンズか、鼻眼鏡だ。

　鼻眼鏡といっても、宴会に使うやつじゃないよ。耳に掛けるツルの部分が無くて、鼻に乗せて支えるやつだ。

　とにかく、近視と違って、老眼ならば外で掛ける必要はあまりないし、鼻眼鏡は色々な欠点があるし、落としやすい。書類仕事をする時には使っても、街を歩く時にはあまり使わないか。まぁ、どんなのが、どれくらい普及しているのかも分からないし、考えても無駄か。

　でも、いくらこの世界にも老眼鏡があっても、現代地球のものには太刀打ちできまい！

「ちょっと、これを試してみて貰えませんか？」

　私は、バッグから眼鏡を取り出した。その数、５個。

「こういうふうに掛けてみて下さい。それぞれ違うので、一番よく見えるのを探してみて下さい」

「ん、こうか？　え、おおお？　軽いぞ！　それに、よく見える！　両眼用で、両手が自由に使えるのか。おまけに、下を向いても頭を振ってもずれないから、いちいち見えやすい位置に直さずに済む！」

　そして、次々と眼鏡を掛け替える王様。

　あれ、手持ちレンズだけじゃなくて、鼻眼鏡もあるのか……。でも、ツルで耳に掛けるタイプのは無さそうだな。

「おいザール、ちょっとこっちへ来い！　これを掛けてみろ」

　ザールと呼ばれた王様の後ろの老人が何事かと近寄り、言われるままに眼鏡を試す。

「お？　おお、おおおおお！」

「どうだ、お前、手持ちレンズも眼鏡も使いにくくて困る、と言っていただろう。これでどうだ？」

「見える、今までの眼鏡とは段違いに、はっきりと見えますぞ！　しかも、軽くて安定していて、両手が使えて……。これなら、長時間の事務仕事も楽になりますぞ！」

　大喜びの老人。どうやら王様よりも、この老人の役に立ったらしい。まぁ、侍従長に恩を売っておいて損はないよね。王様も喜んでくれるだろうし。

「これでは、このザール、まだまだ宰相の座を退しりぞくわけには参りませんな」

　あ、侍従長ではなく、宰相様でしたか、そうですか。

　残った３個の眼鏡を回収し、バッグに戻す。うん、広告塔、ゲットだぜ！　大臣とか大貴族相手なら吹っ掛けられそう。

　え、マニア商法？　何のこと？　足元見るんじゃないよ、ただ単に『売値がすごく高い』というだけだよ。

「ミツハ、他にも何かないか？　良いモノがあれば見せてくれ！　勿論、ちゃんとカネは支払う」

「そりゃ、商売ですからね。お金が戴けるなら、何でもお売りしますよ、雑貨屋ミツハは。但し、女の子以外なら、ですが」

「女の子はダメか」

「ダメですねぇ」

「そうか、ははは」

「「あはははは」」

　いや、王女誘拐の件に掛けてあるように聞こえても、これ、『いくらカネを積んでも、私は自由にできないぞ』って意味だからね。勿論、王様には分かってる。宰相さんも。王妃様は全然分かってないよね、多分。




　帰りも徒歩だった。いくら気に入っても、馬車で送ってはくれないのね、王様。

　まぁ、王家の紋章が付いた馬車で裏通りの店に送りつけられても困るけどね。キャロルやメンフィスじゃあるまいし……。





第十一章　悪い商人叩たたいて砕け！







　ちりりん

　あ、これ、ダメなやつだ……。

　はいってきたお客さんを見た瞬間、私はそう思った。

　３人のお供を引き連れた、でっぷり太った如い何かにも悪人ですと言わんばかりの男性。

「お前が店主か？」

　ほらね。

「この店の権利と仕入れルートを寄よ越こせ。ふむ、お前は儂わしが引き取ってやろう」

　うひゃ～、何コレ！　法も何もあったもんじゃないね！　いくら子供に見えるからって、それはないでしょ。余りの大胆さに感心するね。どんだけ世間をナメてるのか。カネか権力で何でも通せる、余程の有力者かな？

「あの、失礼ですが、どちら様で？」

　一応、聞いてみる。

「何だと、儂を知らんのか！　小娘などが商売に手を出すとこれだから……。まぁ良い、教えてやろう。儂がアドラー商会会頭のネルソン・アドラーだ！」

「おお、あのアドラー商会の！」

　全然知らない。

「そうだ。この店は魚、しゃんぷーとやら、その他の珍しいものを扱うらしいな。若いなりに多少は見所がありそうだ。儂が面倒を見てやるからありがたく思え」

　はいはい、そこが欲しいわけね。伯爵様の抑えは商人までは届いていないか。

「あの、取引先とのこともありますので、明日、同じ頃に来て戴けませんか。取引先の方を呼んでおきますので……」

「うむ、分かった」

　ムチャクチャな要求が簡単に通って機嫌が良いのか、ネルソンとやらは上機嫌で帰っていった。どうせ断れば色々なところに圧力をかけて、とでも考えていたんだろうけど。アドラー商会に目をつけられたらもうダメだと思い、さっさと観念したとでも思ったのか、私を余程の馬鹿だと思ったか……。ハン、そんなに簡単にいくわけないでしょ。

　それに、「取引先の方を呼ぶ」とは言ったけど、「仕入れ先の」とは誰も言ってないからね。




　ちりりん

「ミツハ姉様、来たよ～」

「来たか～」

　うん、今日も来たか、定期便。

　いや、毎日来るんだよね、サビーネちゃん。

　最初は『ミツハ様』なんて言うもんだから、やめて、王女様に様付けさせてるの聞かれたら首が飛ぶ、と説得した結果、紆う余よ曲きよく折せつの末に『ミツハ姉様』に落ち着いた。『姉様』はそれでひとつの言葉であって、その『様』は問題ない、というのがサビーネ理論であった。

　サビーネちゃんは、さっさと会計台のこちら側へと回り込んできた。

　ここには小型テレビとＤＶＤ再生機が置いてある。もちろん客側からは見えないし、お客さんが来たらすぐに停止させる。作品がいいところで入店してきたお客さんは、サビーネちゃんの『殺すぞテメェ！』といわんばかりの視線で睨にらみつけられる。理不尽である。

　毎日来るサビーネちゃんに、あまり日本のことを話すこともできず話題が尽きて困っていた時、ついうっかり操作をミスって会計台のテレビとＤＶＤの存在がバレてしまったのだ。そして、『なにこれなにこれなにこれなにこれっっっ!!』と大興奮のサビーネちゃんを誤魔化し切れず、なりゆきで一緒に視聴することになってしまったのである。

　但し、『これは遠見の魔法の鏡であり、誰かに秘密を喋しやべると壊れる』とクギを刺し、念のためにと最初に見せる作品は『正体がばれて魔法を失う魔女っ子モノ』とか、『約束を破って全てを失う話』ばかりをチョイスした。いやもう、効いた効いた！

　しかし、当然ながら日本語が分からないサビーネちゃんのために私が翻訳してアテレコしなければならない。これ、メチャメチャしんどい。翻訳せずに済む、変身シーンや必殺技のシーンになるとホッとする。

「あ、サビーネちゃん、これ、帰ったらすぐに宰相様に渡してね。とっても大事な手紙だから、忘れちゃダメだよ」

　サビーネちゃんは、お転てん婆ばだけど聡そう明めいでしっかりした子だ。こういう頼み事で失敗するような子ではない。何か察したのか、真剣そうな表情でうん、と言って手紙を受け取り、大事そうにポケットに仕舞い込んだ。





＊　　　＊　　　






　ちりりん

「娘、譲渡契約書を持ってきたぞ、さっさとサインしろ」

　初っぱなから飛ばしてますねぇ、ネルソンさん！

「ミツハ姉様、こちらの方は？」

　サビーネちゃんが私の後ろから現れて、そう尋ねかける。

　まだ10歳になったばかりのサビーネちゃんは、まだあまり国民の目には触れていない。そしてお忍び用の質素な服装をしているためもあって、美少女ではあるが、まさか王族とは思われない。

「うん、大きな商会の偉い人で、私を引き取りたいって言われているの……」

「え～っ、ミツハ姉様と離れるの、いやだぁ～！」

　サビーネちゃん、役者やのぅ……。

　いや、ここは『サビーネ、恐ろしい子！』かな。

　貴族の標準を遥はるかに超える美少女の登場に、ネルソンさんの顔がいやらしく緩む。

「ほぉ、そんなに姉と離れたくないなら、お嬢ちゃんもお姉さんと一緒に来てもいいんだよ？」

「ほんと！」

　ネルソンさんの誘いに、飛び上がって喜ぶサビーネちゃん。

　そしてネルソンさんのにやにや笑いが強まって来た時……。




　ちりりん

「すみません、お待たせしましたかな」

「なっ、宰相様！」

　驚きよう愕がくするネルソンさん。

　うん、役者が揃そろったね。

「わざわざお呼びしてすみません、ザールさん」

「いやいや、ミツハ殿のお呼びとあらば、いつでも飛んで来ますぞ！」

（なっ！　宰相様を名前呼びだと！　しかも、宰相様のこの腰の低さは何だ！）

　ネルソンさんは、どうやら悪い予感に包まれ始めた様子。

「実は、こちらの方がこの店を無償で譲れと。そして私とこの子を引き取りたいと言われまして……。そのため、王様からの御依頼はお断りせざるを得なくなりそうでして……」

「ほぅ？　それはいったい、どういうことですかな、アドラー殿？」

　ぎろりと氷点下の視線が突き刺さる。

「な、いや、その……」

　噴き出す汗が止まらないらしい、ネルソンさん。

「国王陛下が直接御依頼なされた商人にちょっかいを出して妨害、それも無償で店を譲れという無法、幼い少女に自分のものになれと強要、ですかな……」

「え……、あ……、いや、そ、そんなことは……」

　真っ青を通り越し、もはや血の気が失せて白くなったネルソンさん。体調、大丈夫かなぁ。

「そんなことはない、と？」

「は、はい、勿もち論ろんですとも！」

「では、今後この店にも店の関係者にも、直接、間接を問わず一切の手出しはなさらないと？」

「はい、女神に誓って！」

「では、もし今後この店に何らかの妨害があった場合、その始末は全てアドラー殿にお任せ致しましょうかな。各部にはしっかり御指導戴きたい」

「は、はい!!」

　これで、アドラー商会は自分の傘下だけでなく、王都の全ての商業関係者が雑貨屋ミツハに手出ししないよう監視し、責任を持つ義務を背負った。もし妨害を見過ごしたり放置したりしたら、宰相さんからどのような処分が下されることになるか……。

　しかし、多少の重荷は背負ったけれど、人生最大の危機からは何とか逃げ切れた、とネルソンさんが安心し、やや顔色が戻りかけたその瞬間。

「ああ、アドラー殿。アドラー商会の方は明日から王宮には来て戴かなくとも結構です。商会の方の常時立ち入り許可は全て取り消しますので」

「なっ……」

　再び蒼そう白はくになるネルソンさん。

　王宮立ち入り禁止とは、王宮御用達、御用商人であるアドラー商会にとっては、売り上げ減少どころの話ではない。信用の失墜。商人仲間の笑い者。いくら王都一、いや王国一の大商人といっても、受けるダメージは計り知れないだろう。

「な、なぜそのような……」

　この店のことは、他の商人も責任を持って抑える、ということで償いのケジメはつけたではないか、と思っていたであろうネルソンさん。でも……。

「ああ、それですか。流石さすがに温厚な国王陛下も、幼い自分の娘を手に入れようとした男とその仲間達は、顔も見たくないだろうと思いましてね」

「え？」

「さぁ、帰りますよ、サビーネ王女殿下」

「え～、もっとミツハ姉様と遊ぶ～」

　嫌がるサビーネちゃんを引ひき摺ずり、宰相様が去ったあとには、床に崩れ落ちたひとりの男性が残されていた。なむなむ……。










　アドラー商会の会頭が引退し、全てを息子に任せたのは、それからしばらく後のことであった。

　雑貨屋ミツハには手を出すな。

　王都中の、いや、王国全ての商人に、ネルソンの血を吐くようなその叫びが届いた、少し後のことであった。







「……ねぇ、サビーネちゃん。私の『くれない検尿』の称号を継ぐつもりはない？」

「やだ！　何か嫌な感じがする。ミツハ姉様、その称号を手放して私に押し付けたいだけでしょ！」

　何と優れたカン！　サビーネ、恐ろしい子!!





第十二章　ヤマノ料理







　眼鏡の売り上げが順調に伸びている。この前のこともあるし、宰相様には感謝だね。その他の品も、少しずつ売れている。こんなに高いのにね。

　あ、リヤカーも売った。スヴェンさん達、だいぶ悩んだ末の御購入。一時的にたまたま稼げたお金もそのうち無くなる。それならば、その前に未来に投資しよう、と決断したらしい。一応、レンタルやリースのことも説明したんだけど、仕組みを充分理解した上で、それじゃダメだ、との判断だった。うん、漢おとこだねぇ。

　売値は、ほぼ原価。大サービスだよ。絶対購入価格を漏らすな、と厳命しといた。他の者にもその価格で売れと迫られたら店が潰れる、と脅して。

　みんな、真剣な顔をして頷うなずいてくれた。多分、大赤字だと思ったんだろうね。広告塔となって、需要を掘り起こしてくれたまえ！

　品物には、満足してくれているらしい。

　今までは、輸送力の関係で軽くて嵩かさ張ばらない薬草を加えざるを得ず、それに時間を取られていた。たくさん運べるなら、狩猟中心にして、薬草や山菜の採取はやめる。帰りの移動速度も速く、身体へのダメージも少ない。うん、木の枝であの重量担いだら、肩もその他もボロボロ、しばらくは仕事にならないからね。

　既に何度か狩猟中心で森へ行き、かなりの成果を挙げているらしい。狩猟に充てる時間が２倍近くになったわけだもんね。もうハンター専業でいいんじゃないかな。

　ただ、イルゼちゃんがどうもクロスボウが気になって仕方ないらしくて、たまに出会う度に、何か言いたそうな顔をして葛藤してる。う～ん、クロスボウってかなり昔からあったよね、地球では。どうしようかなぁ……。

　リヤカー、一般販売はどうしようか……。注文取り寄せかな。値段はどうしよう。お金のない傭よう兵へいや猟師だとあまり高くできないし。うん、要、熟考。

　あ、遂ついに貯金穴を使ったよ。初めて金貨を投入する時、すごく期待した。投入と同時にパイプに耳を当てて……。

　でも、音がしなかった。そーですよね、先にある程度の金貨がはいっていないとしませんよね、あの、ちゃり～ん、って音。ちくせう。




　最近、サビーネちゃんが御機嫌斜め。お客さんが増えてきて、ＤＶＤの中断が多いのが原因。もっと客を減らせ、って、いや、それはちょっと……。

　３階への立ち入りを認めるか？　いや、あそこに入れると、ここに住む、とか言い出しそうで怖過ぎる。

　あと、ルーヘン王子を連れてくるのはやめて下さい、お願いします。

　あ、この前、ベアトリスちゃんが来て、サビーネちゃんと鉢合わせ。凄く驚いてた。知り合いだとか。社交界へのデビュー前でも交流あったんだ。

　あ、序列が低い王女様と伯爵家長女とでお遊び友達に指定された？　御学友のようなものですか、そうですか。少し年上の方が王女様に気遣いできますもんね。同年齢だと、諍いさかいとかが起こる可能性があるし。

　あ、サビーネちゃん、ベアトリスちゃんにＤＶＤの話をするのはやめて下さい！　見せようとしないで！　秘密を喋しやべると壊れるって言ったでしょ！





＊　　　＊　　　






　ちりりん

　17～18歳くらいの女の子が、店にはいると、商品棚の方へは行かずに真っ直ぐにこちらへ向かってきた。え、何？

「すみません、相談所はここでいいですか？」

　おお、完成した木札を下げておいた甲か斐いがあったよ！　久し振りの相談依頼！

　あ、店名の看板も作ったよ、勿もち論ろん。

　女の子からの相談の内容は、大体こんな感じだった。

　少女の家は食堂で、両親と少女、そして雇いの料理人ふたりの計５名で切り盛りしていた。父親がチーフ、28歳の男性雇い人がセカンド、19歳の男性が見習い兼下働き。母親と少女がウェイトレス兼会計係で、少女は料理の勉強もしているらしい。店は問題なく回っていた。

　ところが、街の大きな料理店の次男が少女に目を付けたところから状況は悪化する。

　元気で明るい少女は人を惹ひきつける魅力があり、次男は一方的に少女に言い寄った。若い見習い料理人に惹かれていた少女がいくら断っても、しつこくつきまとう次男。

　そのうち、次男の父親である料理店の店主が、店を継げない次男を少女と結婚させて食堂を乗っ取り、次男に継がせようと画策。次男に継がせるつもりの食堂の信用を落とすわけにはいかないため露骨な妨害や嫌がらせはできないものの、一時的に経営を悪化させて借金による搦からめ手てを使おうとして、まずは年長の料理人を好条件を提示して引き抜いた。

　そしてそれに続いて起きた、少女の父親が『謎の暴漢にいきなり襲いかかられ、わざわざ右腕だけを狙って綺き麗れいに骨折させられる』という事件。時間が経てば完全に治るが、しばらくの間料理はできない。そして営業不能に陥った食堂は、数日前から店を閉めたままである。

　料理店店主の企みについては、父に恩があるという料理店の従業員のひとりがこっそりと伝えてくれたものらしい。

　依頼内容は、極めてシンプルであった。

『助けて！』




「ちょっと待ってて下さいね」

　そう言うと、私はドアの外側に『特別依頼請負中のため、しばらく閉店します』という札を下げてドアの鍵を掛け、カーテンを閉めた。

　雑貨屋ミツハ相談依頼部門、久々の大仕事だよ！

　でも、そんな重い話、どうして11～12歳に見える私に相談する気になったのだろう？

　あ、ライナー家の使用人さんとお友達ですか、そうですか。

「ではまず、状況を確認します。とりあえずの目標は、店の再開、営業の継続。そして経営状況悪化の防止。更に料理店からの干渉の排除と以後の手出しの防止。そしてできれば見習いさんとのゴールイン。これでいいですか」

「は、はい……」

　少女は、自分より遥はるかに若い（と思っている）私の冷静な言葉に驚き、そして最後の項目に少し赤くなった。

「とりあえず、現時点での新規の料理人採用は難しいですね。不慣れな者は入れても即戦力にはなりませんし、腕が良くて求職中のベテラン料理人なんかそうそういるはずがありません。下手をすると料理店の息のかかった料理人が送り込まれてきて、足を引っ張られますよ」

「え……」

　そんなことは考えてもいなかったらしい少女は、愕がく然ぜんとした様子。

「で、問題解決に必要なことは、知らない人は採用せず、手元の人員で店を再開し営業を継続すること、閉店期間中の損失分も取り戻せるだけの利益をあげること、以後も安定した利益が出せるよう対策すること、料理店店主の思惑を潰して焦じらせて自滅を誘うこと、以後の手出しを諦めさせるだけのダメージと恐怖を刷り込むこと。そんな感じですかね」

「そんな無茶な！　いったい、どうやって……」

「それをやるのが、雑貨屋ミツハ相談依頼部門のお仕事ですよ。ミツハにお任せを！」

　私の自信に満ちた言葉を聞き、少女は言った。

「あの、ゴールイン、という部分が抜けていますが……」

　この少女、なかなかの大物であった。










　21時、食堂『楽園亭』客席テーブル。

　ランプが１つ灯ともされただけの薄暗いそこには、５人の人影があった。食堂の経営者夫妻ベルントさんとシュテラさん、その娘アリーナさん、雇われの見習い料理人アネルさん、そして私である。

　私は、みんなに昼間アリーナさんに言ったことを説明した。

「無理だ！」

　ベルントさんがそう断言した。

「まず、俺がこの状況。アネルは下した拵ごしらえはできるが、ひとりで厨ちゆう房ぼうを回すことなんか絶対に無理だ。アリーナは簡単な手伝い程度。それに３人が厨房にはいると接客がシュテラひとりになる。ひとりで給仕と会計をこなすのは無理だ」

　ベルントさんは私の言葉を斬きって捨てた。

「ベルントさん、どうして見習い料理人が一人前になるのに何年もかかると思いますか？」

　私がベルントさんにそう尋ねると。

「え、そりゃまぁ、基礎から鍛えて、先輩料理人の技を見て覚えて、空き時間に練習して……」

「そこです！　見習いは、誰にも何も教えて貰もらえず、下働きで忙しい中で僅かな時間を見つけて、廃棄するようなクズ材料を使って自分で少しずつ試行錯誤しながら腕を磨く。そうですよね？」

「ああ、料理人はみんな、そうやって一人前になる」

「じゃあ、ベルントさんが朝から晩まで一日中付きっきりで、手取り足取りで１つの料理の作り方のコツを教え込めば、下拵えの基礎はできているアネルさん、ベルントさんの９割くらいの出来のものが作れませんか？　ベルントさんと全く同じでなくていいんです、９割程度あれば」

「あ、ああ、料理は、その最後の１割が大変なんだ。９割でいいなら、アネルだったら２つか３つはいけるかも知れん」

「一週間、アネルさんとアリーナさんに叩たたき込んで貰います。なに、本番でもベルントさんが後ろで眼を光らせて、時々助言や味の調整に手出しすればいいんですよ。片手でもそれくらいは可能でしょう？」

「う、まぁ……」

　それを聞いて、驚愕に眼を見開くアネルさん。師匠に直接指導して貰えるなど、店を継ぐ者か暖の簾れん分けをして貰う者くらいしかいないのだ、料理人の世界では。それも最後の最後に、ほんの少しだけである。それを、見習いに一週間付きっきりなど、到底信じられるような話ではないのだろう。

「しかし、それだけでは……。多少でも味は落ちるし、他の店と較くらべて特に何か優れたところがあるわけじゃない。しばらくの閉店で他の店に流れた客がすぐに戻るとは思えないし、常連は味の違いに気付くだろう。

　それに、さっき言った通り、シュテラひとりでは接客も……」

　ベルントさんの言葉に、私はにやりと笑みを浮かべた。

「大丈夫。我に秘策あり、ですよ。泥舟に乗った気持ちで安心して下さい！」

「全然、安心できねーよ!!」










　そして７日後。食堂『楽園亭』は営業を再開した。

「はい、おむらいす一丁、うどん一丁！」

「こちら、はんばーぐ定食あがり！」

　活気に溢あふれた『楽園亭』店内。料理を運ぶのは、４人の女性達。メンバーは、ベルントさんの奥さんのシュテラさんと、傭兵のグリットさん、イルゼちゃん達である。

　傭兵のふたりには、私が指名依頼を出したのである。依頼料と賄まかない食の食べ放題に惹かれ、狩猟続きで疲れが溜たまり数日間の休養を取っていたグリットさんとイルゼちゃんは、私の依頼に飛びついた。何しろ、『楽園亭』からは日給と賄い食が、私からは依頼金と『指名依頼』という美お味いしい実績が手に入り、しかも、貰ったチップもそのまま自分達のものになるのだ。貧乏ハンターが食い付かないわけがない。

　あ、依頼は女性陣だけ。男は要らないよ。

　厨房では、後ろから飛ぶベルントさんと私の指示を受けて、アネルさんとアリーナさんが必死で腕を動かしている。ベルントさんは元々の『楽園亭』のメニューの指導。そして私は、『ヤマノ料理』の指導であった。




『ヤマノ料理』。

　暫しばらく前から貴族の間で囁ささやかれるようになった、謎の料理である。

　かなりの数の貴族達の間で突然話題にあがるようになったその料理は、あり得ない素材、信じられない美味しさ、想像もできない調理法と、謎に包まれた料理であった。

　多くの料理人が貴族から聞いた話を基にその再現に挑戦したが、そのことごとくが駄目出しを受けた。数人の、ある貴族邸の料理長に教えを乞こうた者達を除いて。

　教えを受けた者達は、その料理長に料理の名を問うた。料理長は答えて曰いわく、『ヤマノ料理』。

　ひとつひとつの料理には勿論個別の名はある。しかし、それら全てを纏まとめての、ひとつのジャンルとしての料理名、ヤマノ料理。

　ヤマノ料理とは、ひとつの料理の名にあらず。ヤマノの技を使うもの、これ皆すなわち、ヤマノ料理なり。まるで、猿飛の術である。

　賞賛する料理人達に、料理長は首を横に振った。この料理は自分が創り出したものではない。全て師匠から教えられたものに過ぎない、と。そして教えを受けたその料理の数々に師匠の名を戴き名付けたのが『ヤマノ料理』である、と。

『ヤマノ料理』。

　その名は、貴族や富裕層、更にはそれらの使用人等を経由して平民層にもしだいに広まりつつあった。




　クチコミを使った。ライナー家の使用人さんとスヴェンさん達にお願いして、『楽園亭』でヤマノ料理が食べられるらしい、との噂うわさを流して貰ったのだ。

　チラシはやめた。ここ、平民は識字率が低いらしいから。お店の開店時にチラシの効果が無かったのは、そのせいか！

　というわけで、学習効果というものがあるのだ、私には。それで、今回はクチコミ作戦。

　あまり派手にはやらないよ。お客さんが殺到しても捌さばききれなくてメチャクチャになるから。

　開店直後だけ客を集めればいいってわけじゃない。長期に亘わたって安定してお客さんに来て貰うことが大切なんだから。

　で、ヤマノ料理は、うちの雑貨屋方式ね。そう、『多利薄売』。

　だって料理店だよ。捌ける客の数に限界があるんだから。

　裕福な人、たまには贅ぜい沢たくをしたいという人、女の子にいいとこを見せたいと見栄を張る女連れの男性、何かの記念日を祝う小金を貯ためてる老夫婦、とかが主なターゲット。

　あ、一応は安めのも用意してある。素早く簡単に作れて原価の低いやつ。明らかに高くなさそうな見た目だからムチャな値付けはできないし、まぁ、回転率のいい料理だし。うん、うどんとかね、そういうの。値段は小銀貨５～６枚。

　他のも、高いって言っても雑貨屋みたいな暴利、げふんげふん、高価格帯じゃないよ。せいぜい銀貨２枚以下、日本円でなら１８００円くらいの感覚。

　勿論、元々メニューにあった料理は、据え置き価格。

　初日は、クチコミが効いたのか、満席とはならないまでも大半の席は埋まり、盛況であった。途中で、店内を覗のぞき苦々しい顔をして去っていった男がいたらしいが、シュテラさんによると、例の料理店の店主らしい。

　あ、『ヤマノ料理』って名前だけど。マルセルさんが『ミツハ料理』って名付けようとしていたから、止めた。もう、必死で止めたよ。

　で、色々考えたんだけど。『日本料理』は、ちょっと違うだろう。私自身が混乱するし。『地球料理』も、何か違う。そしてみんなで検討した結果、『ヤマノ料理』に決まっちゃったよ！

　まぁ、姓の方はごく一部の人にしか名乗っていないから、いいか……。

　バイトの女性陣は、７日間契約。それだけあれば、アネルさんとアリーナさんもひとりでやれるようになるだろうし、そうなればベルントさんが接客に廻まわれる。片手でもある程度の給仕や会計はできるだろうし、ウェイトレスなら安く雇えるだろう。




　２日目。

　お客さんの中に、裕福そうな人や貴族っぽい人がちらほら混じっているような気がする。

　うん、貴族がこんな庶民の店にはいるのは体面が保てないからか、皆さん質素な服で平民ぽい格好してるけど。バレバレなんですが……。

　いや、計画通りなんで大歓迎だよ。貴族や有力者が馴な染じみで、『ここでしか味わえない料理』が出る店。うん、そのへんの料理店が手出ししたら警告や圧力がかかりそうだよね。有力者の常連客作って、贔ひい屓きにして貰うよ！

　でも、ちょっとお客さん多過ぎない？　外に列ができてるよ。

　いや、これはちょっと計算違い。７日で落ち着くのだろうか……。

　あ、アリーナ、カツ丼はそうじゃない！




　３日目。

　客の増加が止まらないよ……。

　調理の方は順調。料理人のふたりも慣れてきたのか、かなり手際が良くなった。

　ヤマノ料理は、メニューの選択に苦労したよ。

　私が何かの事情でいつ転移できなくなっても支障がないように、食材はこちらで常続的に安価で手にはいるもののみ。つまり香辛料チートとかは使わない。事前に仕込みさえしておけば、営業中の調理は初心者でも簡単迅速に行えること。これらの条件を満たすものとして、オムライス、ハンバーグ、うどん等いくつかのメニューを決めた。

　あ、マヨネーズの作り方は教えた。卵と油と酢、その他ちょいちょいと混ぜるだけだからね。料理は発達させても構わないよね。電子レンジとか普及させるわけじゃないし。

　自分用には持ち込んでるよ、勿論。冷凍食品に必要だもん。
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　５日目。

　開店直後の食堂『楽園亭』に、５人の男達がはいってきた。並んだ客の列を無視しての、横入りである。

「あ、お客さん、ちゃんと並んで……」

　言いかけたシュテラは、驚いて口を止めた。

「ご盛況のようですな、楽園亭さん」

　そこに立っていたのは、例の料理店店主、見知らぬ小太りの男、先日引き抜かれて辞めた元店員、そしてふたりの衛兵達であった。

「何の御用で？」

　シュテラに呼ばれて厨房から出てきたベルントが、不機嫌そうにそう尋ねた。

「いやいや、今日は、善良な国民としての義務を果たすために参った次第でしてね」

「いったい何のお話で？」

「お前の不正行為を告発し、正義を行うために来たんですよ！」

　ベルントに、店主は得意満面の顔で指を差して叫んだ。

　どうやら、状況の変化に対応して方針を変えたらしい。直接攻撃に転じた模様であった。

「不正行為？　いったい何のことですかな？」

「惚とぼけるな！　ちゃんと衛兵の方にも来て戴いてるんだぞ！」

「いや、何のことだか……。まずは説明して戴けませんかな」

　ベルントの言葉に、店主は壁に貼られた品書きを指し示した。

「あれだ！　あれこそ、動かぬ証拠！」

「え？」

「今、巷ちまたで評判の『ヤマノ料理』を騙かたり、客を騙だましての悪徳行為！　さ、衛兵のおふたり様、こやつをすぐにひっ捕らえて牢ろうに！」

　ぽかんとするベルントとシュテラ。心配そうに見つめるバイトの３人。そして、食事の手を止めて、固かた唾ずを吞のんで見守る客達。

　ようやく状況を理解したベルントが店主に尋ねた。

「あの、うちのヤマノ料理が偽物であるという根拠はどのようなもので？」

「そう言い逃れすると思っていましたよ」

　店主は、にやりと笑った。

「ここにおられる方こそが、あのヤマノ料理の創始者、かのライナー子爵家料理長のマルセル氏である！」

　客席から、おお、との声があがった。貴族らしき人達は、マルセルをガン見である。

「さあ、マルセルさん、証言を！」

「いや、証言も何も、食べてみないと判わからないだろう。とにかく料理を出して貰おうか」

　マルセルのあまりにも真っ当な主張に、衛兵の手前もあり、店主はやむなくそれを了承した。どうせ僅かな時間に過ぎない。

「では、スープと、おむらいす、とやら。それと、はんばーぐ、を貰おう」

　店主は笑顔である。マルセルが知らないらしいメニュー名。これで、偽物確定だ。

　ベルントが調理場に向かって叫び、注文を通したあとは、ただ待つのみ。客達も食事を再開しつつ、静かに見守っていた。

　そしてしばらく経ち、テーブルに料理が運ばれてきた。

　静かにスープを飲むマルセル。その顔が顰しかめられる。

　はんばーぐを口にするマルセル。不機嫌そうな顔。

　おむらいすを食べるマルセル。今にも怒鳴りそうな……。

「これを作った人を呼んでこい！」

　あ、怒鳴った。




「なに騒いでるの、うるさいなぁ……」

　厨房から出てきたミツハ。
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「これはいったいどういうことですか！」

　怒鳴るマルセルを見て、店主はほくそ笑む。

「どうして私に教えてくれていない料理を、こんなところで教えてるんですか、師匠！」

「「「「えええええ～～っっっ!!」」」」

「だって、あの時はパーティー用の料理だったじゃない。これは仕込みはともかくとして、一人前ずつ作る料理だから、あの場で教えるはずないでしょう」

「い、いえ、でも、普段旦那様方にお出しするには、このような料理も……」

「あ～。じゃ、厨房行って教えて貰いながら手伝う？　マルセルさんも色々教えてあげてよ。一応はマルセルさんの弟妹弟子、ってわけだし」

「承知！」

　厨房へと飛んで行くマルセル。アゴが外れそうな店主。困惑する衛兵。

「で、何の用だって？」

　ミツハの声が静寂に包まれた店内に響いた。







「ミツハの料理が食べられるというのは、ここですか！」

　料理店店主が固まり、衛兵達もどうしようかと困惑する中、突然乱暴にドアが開けられ、飛び込んできた少女。

「あ、ミツハ！」

「ベアトリスちゃん……」

　そしてベアトリスちゃんに続き、店内にはいってくるボーゼス伯爵様とイリス様、アレクシス様にテオドール様。

　みんな、ちゃんと並ばないと……、って、無理か。他の貴族っぽい人達は平民を装っているけど、伯爵様たちはギンギンの貴族服だもんね。誰も文句言えないわ、そりゃ。

　あ、貴族っぽい人、顔を背けた。伯爵家のみなさんとお知り合いですか、そうですか。

「あ～、ベルントさん、すみません。知り合いなんで、先に案内していいですか？」

　カクカクと頷く、ベルントさん。




「娘が働いているのはここか？」

　再び開けられたドアからはいって来たのは……。

「あ、王様」

　私の声を聞いて、ベルントさんが倒れた。

　右腕、大丈夫？

　いや、接客４人って言ったでしょ。シュテラさん、グリットさん、イルゼちゃんと、あとひとり。

　うん、あのサビーネちゃんが、何日も遊びに来ずに我慢できるとでも？

　毎日来てたよ、この店に。忙しいから料理を運ぶお手伝いとかして貰ってた。結構楽しんでたみたい。気に入ったお客さんの席に座り込んで話したり、料理分けて貰ったりと、もう、やりたい放題。お客さんも喜んでたからいいんだけど。

　まぁ、あんな可愛い女の子に『おじさま～』なんて甘えられて、嫌がる男はいないわな。

　やっぱり顔か！　女は顔なのか!!

　しかしサビーネちゃん、貴族っぽい人とお話した後になんかメモしてるけど、あれ何？　ちょっと怖いよ、お姉ちゃん。

　そして、流石さすがは衛兵さん！　お城の衛兵さんと違って、街中の警備や治安維持の衛兵さん達はみんな平民で、立場も低く練度も低い、と聞いていたけど、バッと王様の左右に走って警護位置についたよね。宰相様と一緒に王様のあとに続いてはいって来た渋い王宮衛兵のおじさんが、うんうんと頷いてるよ。これが機会で出世できるといいね。

　あ、そうだ。

「ねえ、衛兵さん。前にベルントさんが襲われたんだけど、なんかただの暴漢じゃないかも。調べて貰えませんか？」

　そう言って、視線を街の衛兵さんから床にへたり込んだ店主へと移す。私の言葉に、王様は逆に店主を見てから衛兵さんへと視線を移し、軽く頷いた。

「はっ、直ちに！」

　緊張して答える、街の衛兵さん。

　そりゃ、拒否できないよね～。うん、出世のチャンスが更に広がったよ！　ガンバ!!

　店主は、元店員と一緒にふたりの衛兵さんが連れて帰った。多分、自宅ではなく、衛兵詰所の方へ。王様の護衛はちゃんと店の外で待機してたし、渋いおじさんがそう指示したので。

　元店員、料理人として絶対にやってはならないことをやっちゃったらしい。

『師匠への恩、仲間との絆きずな、後輩への慈愛』というやつ。この中でも最も重視される、『師匠への恩』。これを裏切っては、少なくとももう王都ではまともな料理店や貴族邸には雇って貰えないとか。料理人の間のネットワーク、すげぇ。

　まぁ、これで少なくとも連中が『楽園亭』に手出しすることはもうないだろう。貴族が贔屓にしていて、王様が時々顔を出して、王女様が給仕をしている店……、ねぇよ！　そんな店、どこにあるんだよ!!　……ここですか、そうですか。

　いや、ここまでの予定はなかったよ、本当だよ！

　オーバーキルですか、そうですか……。

　死刑にならなきゃいいね、あの料理店の店主さん。

　え、料理は私が作ったのでないとダメですか、ベアトリスちゃん。アレ・テオコンビもそうですか。サビーネちゃんは、王様達と一緒にお客様としての御注文ですか、そうですか。ちゃんとお金取りますよ、王様から。特別に、オムライスとハンバーグ使ってお子様ランチ作ってあげましょうかね。




　……失敗した。それを見たみんなが、お子様ランチの注文を始めた。原価率悪いし、作るの面倒なんだよ、お子様ランチ！　それに、そもそもメニューに載ってないでしょうが！




「で、依頼は失敗、ということですかね？」

　アリーナさんの言葉に、呆ぼう然ぜん。

「な、何で……」

「ゴールインはどうしたんですか、ゴールインは！」

「あ……」

　忘れてた。

「王様、ちょっと仲人なこうど一件お願いできませんか？」

「やめろおぉ～～！」

　必死で止める、ベルントさん。

　うんうん、父親は娘を嫁に出したくないもんだよねぇ。

　え、違う？　婿取りだからそれはいい？　止める理由はそんな平和な理由じゃねぇ？　何ですか、いったい……。

　ヤマノ料理が出て、貴族がお忍びで通い、たまに王様が様子を見に来たり王女様が給仕をしたりするだけの、ごく普通の街の食堂、『楽園亭』。

　今日も満員御礼、長蛇の列。早く店員雇った方がいいよ。過労で倒れるよ。







　あんまり儲もうからなかった。

　そりゃそうか、経営が苦しくて依頼したのに、そんなに払えるわけがない。グリットさんとイルゼちゃんにバイト代……じゃない、依頼料払ったり、ちょっとした経費とか払ったら、金貨１枚ちょっとしか残らなかったよ。

　ま、楽しかったからいいや。この金貨は貯金穴に入れておこう。眼鏡売ったお金とは値打ちが違うからね、うん。

　サビーネちゃんはお客さんの相手をするのが気に入ったのか、たまに無償で手伝いに行っている。あ、お客さんからのチップや料理のお裾分けはしっかり貰ってて、割と貯め込んでいる。サビーネちゃん、おねだり上手いからねぇ、チップも食べ物も。

　護衛はちゃんとついてるよ。店内に客の振りをした人、店外に変装して散歩や休憩の振りをした人達が、入れ替わりで。

　傭兵のふたりは、契約期間が過ぎて元の仕事に。いや、あのふたりなら店員としてやっていけそうだけど、それでは残された男連中が不ふ憫びんすぎる。依頼料以外にチップによる収入が多くて、結構稼げたらしいけど。

　顔か！　やっぱり顔なのか!!　あ、私はずっと厨房だったから貰えなかっただけですか、そうですか。ちょっと安心しました。
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「で、結局何も判らんか」

「はい、そうでございますね……」

　ここは王宮内、国王の執務室。執務席に座る国王の前には、宰相のザールが立っている。

「ある日突然ボーゼス伯爵領に姿を現し、ひとりで狼おおかみの群れを殲せん滅めつして村娘を救助。大怪我をするも無事回復、その後ボーゼス伯爵家と知己を得、王都でおかしな店を開いて今に至る、か」

「はい。しかも出所不明の商品、優れた知識、ライナー子爵家息女のデビュタント・ボールを仕切ったその手腕……。とても、どこかの小国のただの貴族の娘とは思えませんな」

「雷いかずちの姫ひめ巫み女こ、か……。しかし、我が国に害意はあるまい。誘拐組織壊滅の切っ掛けになったし、人助けらしき仕事をしておるようだし。娘も助けられたしな。だいぶ懐いておるようだぞ、サビーネのやつは……。お前も、その老眼鏡とやらは助かっておるのだろうが」

「は、確かに……」

「ま、問題はあるまい。逆に、もっと取り込む方向で考えた方が良いだろう。なにせ、」

「はい。面白い娘でございますからな」

「うむ、面白いよな、確かに」

　執務室に、ははは、と愉快そうな笑い声が響いた。







「え、王様から招待状？」

「うん、近衛隊の遠征訓練に出ていた兄様と、使者として隣国に行っていた上姉様が戻ってくるから、ふたりに紹介したいから家族だけの食事会に来て欲しいって」

　サビーネちゃんが、また厄介なモノ持ってきたよ……。

　だいたい、どうして王子様や王女様に紹介されなきゃならないわけ？　そりゃサビーネちゃんとは縁ができてこうなっちゃったけど、他の人は関係ないよね。ただの他人だよね。王様も、お友達のお父さんに過ぎないよね。そんな人にあんまりちょっかい出されると気持ち悪いよ。娘の友達に絡む父親とか。

　でも、断ると更に面倒なことになるんだろうなぁ。何せ、王様だし……。

　仕方ないか。







「来たよ～」

「来たか～」

　お城の門に着くと、サビーネちゃんが待っていた。いつからここで待っていたんだよ。そんなに楽しみだったのか、『お友達が家に遊びに来る』ってイベントが。

　まぁ、厳いかつい兵士のおっさんに案内されるよりはずっといいけど。私が好きなのは『渋いおじさま』であって、『むさいおっさん』ではない。決して。

　で、案内されて着いたのは、比較的質素な……って、前と同じ部屋だよ、ここ。うん、案外部屋数少ないのかな、王宮。

　席には王様と、影の薄い王妃様。いや、美人さんだよ、物静かであんまり喋らないだけで。

　あ、夫を立てて控えめに、ですか、そうですか。

　そして二は十た歳ち過ぎくらいのキラキラ王子様、二十代半ばの王女様……って、こういう世界で王女様がこんな年齢で親元にいていいの？　行かず後げふんげふん、何でもありません、睨にらまないで下さい。

　くっ、考えていることを読まれたか？　貴様、月刊ニュータイプかッ！

　あと、17～18歳くらいの王女様に、サビーネちゃん、ルーヘン君のふたり。王室勢せい揃ぞろいですか、そうですか。何なんだろうね、もう。値踏みするような眼だよ、上姉様とかお兄様とかは。あ、下の王女様は、ちぃ姉様かな。

　まぁ、悪意や敵意は無さそうだからいいか。可愛い末の妹がべったりだから悔しいのかな？

　いや、べつに望んでそうなったわけでは……。

　でーぶいでーが、って、何言おうとしてるの、サビーネちゃん！　言わせないよ!!







　……やっと終わった。

　いや、興味深い話も色々と聞けたから良かったんだけどね、この国の各地の特産物とか経済状態とか。しかし、どうして周辺国の情勢なんかをわざわざ私に聞かせたがる、王様！　上の姫様も、なぜそこで私の意見を聞きたがる！

　私はただの商売人だよ。隣国がきな臭いとか言われても、知らんがな。

　そして王子様は、どうしてそう刃物の話題を振りたがる。テオドール様の同類なのか？
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　今日は、お店はお休み。いや、たまには休むよ。不定休。日本での用事もあるし。

　しかし今日は日本へは戻らず、例のスヴェンさん達と行った森へ。

　いや、傭兵団の隊長さん達がバーベキューやるから来い、って。

　うん、隊長さんだけでなく、傭兵団の他のみんなとも結構仲良しになったよ。教官役、持ち回りだからね。それに、みんな出身国ばらばらなんだけど、私がみんなの母国語で話すもんだから喜ばれちゃってね、可愛がって貰ってるよ。

　あ、考えてみれば、スヴェンさん達と職業同じだよね、傭兵団のみんな。世界が違っても、あまり変わらないなぁ。どっちもみんないい人ばかりだし。

　で、まぁ、手土産でも用意しようかと思ってね。

　いや、鹿や猪いのししは獲とらないよ。獲れるけど、運べないからね、重くて。だからウサギでも、と。鳥はいきなり持って行っても羽を毟むしったり大変だろうから。時間があれば中に野菜やらハーブやら詰めて焼いたり、煮たりできるんだけどなぁ。

　というわけで、獲りました、ウサギ４羽。クロスボウだけでなく、スリングショットの練習も兼ねて。片手に２羽ずつ持って、と。う、重い……。

　痛いたた！　角が、角が脚にぃ！

　あ、言ってなかった？　ここのウサギには角が付いてるの。私の頭には『ウサギ』と理解されるんだけどね。角ウサギ、とかじゃなく。

　さて、傭兵団のベースの、いつも人ひと気けのないところへ転移、と。







　ドラム缶を切って作った何台ものバーベキュー台の中で、炭が赤く燃え盛っている。

　うむ、そろそろかな、と思っていると、嬢ちゃんの姿が見えた。来たか。何だ、その両手にぶら下げている怪しい物体は……。

「来たよ～」

「お、おぅ……」

　それに、何だその格好。

　どこのホビットだよ、というような、おかしな服。両腰に下げた93Ｒとリボルバー、ナイフに短剣。後ろ腰にはスリングショット、背中に背負ったクロスボウ。サラサラの黒髪に、幼い顔の11～12歳の可愛い少女。

　……どこのエルフだよ!!

　あ、そういえば、最初に日本の通貨で支払ったよな、嬢ちゃん。日本人って、ホテルや商売関係者には『妖精』って呼ばれているとか。

　曰く、小さくて礼儀正しくていつもにこにこしていてあちこち飛び回り、彼らがいるところは栄える。でも何か嫌な目に遭うと、文句も何も言わずに姿を消して、そのまま二度と来なくなる。

　ひとりが姿を消したと思ったら、あっという間にみんな居なくなる。そして彼らが姿を消したところは、大抵すぐに潰れる、とか。以前、日本通の誰かが『ザシキワラシ』とか言っていたが、何のことかは知らない。

　まぁ、本業が暇な今は、結構いいお得意様だ。払いは良いし揉もめ事ごとも起こさない。結構面白いヤツだしな。ちっこいけど。

　しかしお前、それをいったいどうしろというんだ？　あくまでもウサギだと言い張るのか。あのな、ウサギには角は無いんだ、知ってるか？




　……喰くったよ。そして旨かったよ、チクショウ！

　若いのがうちのホームページに写真上げやがった。嬢ちゃんの写真に、怪しい生物の写真。『エルフの王女様、怪しい角ウサギを持って俺たちのバーベキューに御来訪』とか書いて。プライバシー保護法とか知らねぇのかよ、全く。

　それを見て、変なヤツらが来た。学者だとか言って、角ウサギを見せろ、とか。とっくに喰っちまったよ。生ゴミ埋めたとこ聞いて、掘り出しに行きやがった。何だよアレ。名刺置いて帰りやがったよ。

　あと、エルフを出せ、写真を撮らせろ、って騒ぐ馬鹿。嬢ちゃんはやらねぇよ！　さっさと帰れ！







　こうして、『私以外を除いて』、平穏な日々が続いた。

　あ、それは平穏な日々とは言いませんか、そうですか。





第十三章　ならば戦争だ！







「戦争だ」

　サビーネ便で私を呼び出した王様は、いきなりそう言った。

　何を唐突に……。

「だから、サビーネを連れて他国に避難して貰もらいたい」

　あぁ、そういうことか。

「だが断る！」

　王様と宰相様、口をあんぐり。

「だって、せっかく大金を投じて苦労して作り上げたお店ですよ。捨てるのは、最後の最後の手段です！」

「いや、念のための避難であって、戦争が終わればすぐに戻れるのだ」

「そうならない可能性があるからの避難なんでしょう？」

　私の言葉に、王様は黙り込んだ。

「とにかく、自分の店は自分で守ります。いざとなったら、店ごと自爆です！」

「じ、自爆？　どうしてまた……」

「あのお店は、私の家であり、私の城です。そこに不法に踏み込むならば、みんな道連れです！」

　王様、どん引き。

　自爆っていっても、本当に自殺する気はないよ。いったん店ごと地球の無人地帯にでも転移して、こっちのどこかの国で土地を入手して再転移、とか。

　できるよ、店ごと転移するくらい。簡単だよ。それを、店ごと消滅して死んだように見せかけるだけだよ。だから、ぎりぎりまで粘っても大丈夫。情報が伝わるのがすごく遅いし写真もないから、遠くの国で別の名前使えばバレないよ、多分。

　そして数年も経てば、もうとっくに成長してると思われて、年齢が合わないから安全圏。

　残念でした、これ以上成長しませんよ、もう18歳だから。……くそ！




　結局、断って帰った。戦争とかには関わりたくない。

　うん、でも万一の時はサビーネちゃんは何とかしよう。順応力の高いサビーネちゃんなら、どこででもやっていけるだろう。この世界の他国でも、地球でも。

　お店に戻り、色々と考えた。

　お客さんは来ない。既に戦争の話が流れているのだろう。秘密にすることはできないし、意味もない。なにせ大勢の常備兵を動かしたり、非常備兵に召集をかけたり、食料を始め様々な軍需物資を集めたりしなきゃならないんだ、隠せるはずがない。

　しばらく前に社交シーズンは終わり、貴族の多くは領地へと戻っている。ベアトリスちゃんも、嫌々ながら伯爵様たちと一緒に戻っていった。領地の経営を息子や部下達に任せている貴族や、領地がない法ほう衣い貴族等は王都に定住しているが。そして兵力の召集には時間がかかる。

　王様の話によると、きな臭いと思ってはいたが、まさかこんなに早く隣国が行動に出るとは思ってもいなかったそうである。兵力的にも財政的にも、まだあと数年は現状が続くと見込んでいたらしい。互いにそう困窮したり切せつ羽ぱ詰まったりしていたわけでもなかった。充分な勝算もなく、いったいどういうつもりで、と疑問に思っていたとのこと。

　しかし、そこにもたらされた驚くべき情報。隣国は、なんと魔物を兵力の一部に加えているらしいのだ。そして、国境付近に領地を持つ貴族達数名の裏切り。本来ならば敵を食い止めて時間を稼ぎ、自国の兵の召集を助けるはずの国境近くの領主達が裏切ったため、敵兵は抵抗に遭うことなく僅かな時間で進軍。その後、事前情報もなく突然攻め込まれ、ろくに抵抗もできない地方領主軍を蹴散らしつつ、急速に王都に迫ってきているらしい。

　馬も人間も次々に取り替えての急使便で各地に命令書を送っているが、敵の進軍ルート近くの領主軍が敵の前方に立ち塞がるのが精一杯。王都を守備するための軍は間に合いそうになかった。

　裏切りはともかく、意思の疎通もできない魔物がなぜ隣国の軍と行動を共にしているのかは理解不能、とのこと。

　う～ん、絶望的なのでは？　詰んでるよね、もう。ツンデレならまだしも。

　あ、ボーゼス伯爵領は、敵軍の侵攻方面とは反対側。国の一番端の、海に面したところだから、一応安全というか、王都防衛戦には間に合わないというか……。

　軍の進行速度は乗合馬車よりずっと遅いけど、それでも敵軍は王都まであと少しらしい。まぁ、監視哨からの情報が来るのにも時間がかかるから仕方ないのか。う～ん……。

　よし、決めた。王宮に行こう。何かあれば地球経由の転移ですぐに戻ってこられるし。とにかく情報が大事。それにサビーネちゃんの側についていてあげたいし。完全装備で行くよ。

　防刃ベストに銃３丁。ナイフに短剣、予備弾倉。お店の防犯システムは絶対防衛モードに設定。誰かが建物にはいったら狼煙のろしや花火が上がって、私が王都中のどこにいてもすぐに分かるよ。

　よし、出発！




　王宮に着いたら、なんか簡単に入れて貰えた。え、そんなんでいいの？

　あ、私の顔を覚えているし、王様から私が来たら通すよう指示が出てますか、そうですか。

　ありがたく素通りさせて貰い、中へ。

　いや、王様のところへは行かないよ。さっき会ってからあまり時間が経っていないし、忙しくて大変だろうから。

　とりあえずサビーネちゃんを捜す。といっても見つからないよね、誰かに聞かないと。

　王宮でうろうろして王女様の居場所を捜すなんて、不審者以外の何者でもないね、うん。聞きづらいよ。

　うろうろしていたら、宰相様に捕まった。

　やっぱり王様は忙しいらしい。サビーネちゃんのところに案内して貰おうと思ったのに、なにやらの会議に出てみないかと言われて、無理矢理どこかへ連行された。それって『出てみないか』じゃないよね、『出ろ』だよね！　で、私が出て面白い会議ってなに？　商売関係？　物資の購入とかかな。

　軍事会議ですか、そうですか。




　そして、連れてこられた会議室。30人くらいの貴族や軍人らしき人達が簡易椅子に座っており、前の方には長テーブルを置いて、こちら向きに座った偉い人達が数人。

　え、そんなに前に引っ張っていくの？　一番後ろでいいって！　ほら、偉い人がガン見してるよ。

「宰相、その少女は？」

　ほら。

「この子が、あのミツハ殿です」

「ああ、あの……」

　いや、『あの』ってなに、『あの』って！　いったい何を聞いてるの？

「ミツハ！」

　突然立ち上がり、駆け寄ってくる男。がばっと両腕を開いて……、抱きつかせないよ！

　どすっ！

　うん、まともにはいったね。隊長さんの御指導の賜たま物もの。

　腹にボディブローを喰くらい、崩れ落ちる男……、って、あれ、アレクシス様だよ。

「ひ、酷い……」

　列席者に笑われながら、涙目で抗議するアレクシス様。

　いつ人前で抱き合うような仲になったっていうの？　いや、人前でなくてもだけど。




　聞いてみると、何でも、急使便を受け取ったボーゼス伯爵は直ちに出兵の準備にかかり、長男のアレクシス様を情報収集と連絡要員として、領主代行の肩書きをつけて先に王都へと向かわせたらしい。

　おお、責任重大だ。だからこんな会議に出てるのか。それもかなりの前の方の席。まぁ、伯爵家の代表だものね。

　勿もち論ろんそれが必要ではあったのだろうけど、長男の箔はく付けを、という意味もあるのだろうな。

　移動は早馬を乗り継ぎ僅か３日、着いた時はへろへろだったとか。伯爵様率いる本隊の到着には、あと７日はかかる予定。

　まぁ、重装備での徒歩移動だものね、それでも早いほうか。俗にいうところの『強行軍』ってやつかな。かなり無理するやつ。

　結局、かなり前の方に座らされ、会議が始まった。いや、流さ石すがに中央付近じゃなく、端っこの方だよ。

　現状報告、最新情報の摺すり合あわせ、敵の動向予測等、次々と議題が進んでいく。敵は明日の夜には王都に到着。その後休息を取り、明後日の夜明けと共に王都攻略を開始すると思われた。

　敵兵約２万。うち３０００がゴブリン、オーク、オーガ、その他の『魔物達』。

　味方は約２０００。時間稼ぎのために出撃した兵力は、おそらく壊滅。もう数には数えられないだろう。

　やはり作戦は籠ろう城じよう戦。各地から領主軍が駆けつけるまで、王都軍と衛兵隊、近衛隊、傭よう兵へい達で王都を守り抜く。総指揮官は、前にいるお偉いさん達の真ん中、アイブリンガー侯爵。

　初老に近い年齢だが、歴戦の勇士である。父親から爵位を受け継ぐまでは、最前線で大きな両手剣を振り回していたという武闘派で、皆の信頼も厚く、他の指揮官は考えられないとまで言われているらしい。

　そして具体的な配置を割り振っている時、かなり疲れた様子の兵士が、警備の兵に案内されて室内に通された。鉄製の鎧よろいを着用しており、左腰にはショートソード。

「伝令です！　敵軍の状況を報告致します！」

　兵士は大声でそう申告し、肩から下げた大きめの皮かわ鞄かばんをあけて手を入れる。

　私の身体が勝手に動いた。椅子から立ち上がり、アイブリンガー侯爵の前へ飛び出す。まずは身体が動き、思考はあとからついてくる。

『変だおかしい長距離伝令なら軽装の皮鎧報告書なら身につけて邪魔な荷物はなしに偉い人の前で緊張してるにしては血走り過ぎた眼大きすぎる鞄持ち難いのに固い皮の視線が獲物を見る眼銃撃ったら後ろの人にあたるああ馬鹿自分が死んじゃうでも侯爵死んだら混乱止めなきゃ防刃じゃなく防弾ケブラーだったか痛恨のああぁ』

　思考が追いつくよりも早く、ハンドボールのキーパーのように自らの身体で全てを受け止める体勢をとった私。

　勝手に動いた身体だが、後悔はなかった。多分、ゆっくり考えても結果は同じだっただろうから。だって、私はミツハ。山やま野の光みつ波はなのだから！

　伝令兵が鞄から取り出した小型の連装弓、クロスボウに似た形状で、５本の矢を一度に発射できる特殊な造りのそれを構え発射する寸前、私の前に誰かが飛び出した。

　ドン！

　左肩に走る灼しやく熱ねつ感と衝撃に、私は後ろに倒れ込んだ。その私の上に倒れかかる、男の身体。そして、男の右肩と腹部に突き刺さった小型の矢し弾だん。
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　矢弾が標的に届かなかったと知った暗殺者は、ショートソードを抜き放ち、侯爵に向かって一直線に走り寄る。城内であり、狭い会議室の簡易椅子ということもあって剣を外している者が多く、誰も咄とつ嗟さに反応できなかった。

　私の身体が自動的に動き、右手で93Ｒを抜き、震える左手を添えて前に突き出した。左肩には激しい灼熱感があるが、アドレナリンかドーパミンかが脳内でドバドバ溢あふれているのか、痛みは感じない。ただ左腕の震えは止まらない。

　床に仰向けに倒れた私。ショートソードを振りかぶり走り寄る暗殺者。角度的に、銃弾は外れても天井に当たる。大丈夫！

　パパパン、パパパン、パパパン！

　３連射の銃声が３回続き、暗殺者の身体が後ろへ倒れた。

　静まり返る室内。誰も喋しやべらず、誰も動かない。

「……ミツハ、キミの、騎士として、ご、合格かな………」

「アレクシスさま！」

　弱々しく喋るアレクシス様。

「……駄目ですね。ダメダメです！」

「「「「「えええええ!!」」」」」

　皆の口から漏れる、驚きよう愕がくの声。

　そして、部屋中の男達が突っ込んだ。

「「「「あれでダメなのぉ!!」」」」

　うん、駄目駄目だ。

「ほら、これ！　私の左肩に１本刺さってるじゃないですか。不合格です」

「はは……」

　力なく項うな垂だれる、アレクシス様。

「でも、ま、努力は認めます。不合格であって、失格じゃないですから。次回に期待しましょう」

「次回、か……」

「はい、次回、ですね」




（（（そう持ってくるか!!）））

　ミツハの言葉に、みんなが感心する。

　しかし、ベテラン達には分かっていた。次回はない、ということが。

　右肩はいい。しかし、あの腹の傷。今は大丈夫でも、あの腹の傷は腐る。あの勇気ある若者は、数日後には苦しみながら死んでゆくのだと。実に惜しいことだ……。

　若者は、痛みのためか、眼を閉じた。

「あは」

　突然笑い出したミツハに、皆がぎょっとする。

「あは、あはははははははははは！」

（恐怖と悲しみのあまり、狂ったか！）

「自じ重ちようしたんだよ。私、自重してたんだ」

　何を言っている？

「この世界の進歩を狂わせないように。真面目な人が割を喰わないように。そりゃ、少しはやり過ぎたりもしたけれど、一応は結構自重してたんだよ。

　その結果が、これか……。死にそうになって、身近な人も守れず、これか……」

　言っていることは意味がよく分からないが、後悔しているのか？

「やめた。もうやめた～！　もう、自重するのやめた～～！　私の本気を、見せてやる!!

　アイブリンガー侯爵、明後日の夜明けまでには戻ります。明日の夜以降、王宮の中庭には物を置かず、人も立ち入らせないようお願いします」

「あ、ああ、それは別に構わないが……。一体何をするつもりかね？」

　侯爵の問いに、ミツハは答えた。

「用意します、無敵の軍勢を。そして明後日の夜明け、敵軍の兵士達は知ることになるでしょう」

　ミツハは、にたりと笑った。

「恐怖と絶望という言葉の、本当の意味を。そして、地獄はこの世にあるのだということを」

　次の瞬間、ミツハの姿が消えた。勇気ある若者と共に。
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　どん！

　傭兵団ウルフファングのホームベース。このあたりは土地代が安いため、かなりの広さがある。

　その端に建てられた２階建ての建物の一室、娯楽室。紙巻きタバコを咥くわえビリヤードに興じていた俺は、キューを構えた姿勢のまま、眼を見開いて硬直していた。

　突然ビリヤード台の数十センチ上の空中に現れ、そのまま台に落下してのたうち回る、若い男を抱き締めた、最近のお得意様のお嬢ちゃんの血ち塗まみれの姿を見て。

「いだ、いだだだだだ！　球が！　球が食い込んでえぇ！」

　そうか、その、肩に刺さってるやつより痛かったか……。

「医者を。私の盾となったの、死なせないで！」

　身体を捻って、背中と尻に食い込んだ球から必死で逃れた嬢ちゃんが、急に真顔になって、そう言ってきた。

　若い奴やつにアゴで合図する。すぐに医者の手配を始める奴、応急処置で止血する奴と、手分けして動く。矢は抜くと出血するから抜かない。鏃やじりがどうなっているかも分からないしな。

　まぁ、身体張って嬢ちゃんの命を守ったってんなら、何とかしてやるさ。みんなもそう思ってるだろうしな。

　ただ、１本通したってのは戴けねぇ。嬢ちゃんに怪我させやがって。あとでシメるか。

　キューを置き、テーブルのグラスを手にしていると、他の奴らも集まってきた。

「隊長さん。しばらく大きな仕事は入ってないって言ってたよね」

「ああ」

　嬢ちゃんは不敵な笑みを浮かべて言った。

「傭兵団ウルフファング全員を雇いたいと思います。出撃は明後日の夜明け前。敵は約２万、魔物を含みます。支払いは最低保障金貨４万枚、場合によっては上積みあり。受けて戴けますか？」

　がちゃん

　誰かグラスを落としやがった。肝きもの小ちいせぇヤツだ。

　渇く喉を潤うるおそうとしたら、手の中に何もない。

　なんだ、落としたの、俺かよ。

「んで、何だ、嬢ちゃん」

「うん、何？」

「まずは、病院行って、その矢を抜こうな」





第十四章　姫ひめ巫み女この出陣







　アレクシス様には、ここは私の母国であり、優れた技術で治療するから、医者の身振り手振りの指示に黙って従うよう念を押した。私は数日で戻ってくること、治療が一段落したら一緒に王国に帰ることを伝えると、安心して眠ったようだ。

　私も、矢し弾だんを抜いて縫ほう合ごうして貰もらった。そのうち跡形もなく治るのが保証されているというのは、いい。うん、実にいい。

　傭よう兵へい団だんは緊急招集がかけられた。休暇中の者もいるので。

　今回、基本的に参加は本人の自由。総員59名のうち、何人が参加してくれるやら……。

　団のみんなは、既に準備にかかっている。武器や車両の点検、弾薬の追加補充。元々充分な備蓄はあったが、どうせ消費分はあとで補充が必要になるのだからと、念のため先行して多めに購入しているらしい。

　合間を縫ぬって、私は様々な説明を行った。オークは拳銃弾１発では無力化できないかも知れないこと、オーガ以上には拳銃及び拳銃弾を使用するサブマシンガン、もしかするとアサルトライフルの５・５６ミリも厳しいかも知れないこと。私も実際にそれらの魔物を撃った経験があるわけではないが、スヴェンさん達から聞いた話などからの推測である。

　もう、傭兵団のみんなには、行き先がこの世界ではないということはバレバレであった。これまでの私の現れ方や言動も結構怪しかったが、今回の登場にインパクトがあり過ぎた。

　だが、何となく『やっぱりな』という雰囲気で、深く突っ込む者はいなかった。

　依頼人のプライベートには踏み込まない。秘密厳守。このあたりも、スヴェンさん達とよく似ていたのである。







　そしてミツハの出現から１日半後、午前５時。

　傭兵団ウルフファングのホームベース、車両格納庫前広場。

　整列した57名の男達と、その前で壇上に立つひとりの少女。

　白いドレスにガンベルト。右の腰には93Ｒ。左腕を吊つっているので、リボルバーや短剣はなし。代わりに、たくさんの予備弾倉。左腕は手首から先は動かせるので、弾倉交換はなんとかできる。

　少女は右手を挙げ、場が静まると、手を下ろして声をあげた。

「諸君、戦争の時間だ！

　敵は２万、我らは58人。与えられしは危険に満ちた任務。報酬は、いくばくかの金貨、名誉と誇り、そして人々からの感謝の言葉」

　ミツハの演説が続く。

「戦争など、どちらも自分の正しさを主張する。どっちもどっち、そこに正義などありはしない。カネと権力の奪い合い。そして犠牲になるのは、いつも庶民だ。

　だが、今回は違う！　任務は、条約を破り一方的に攻め込んだ敵兵と魔物の群れから王都の民を守るための防衛戦！」

　ミツハは、一拍の間を取ってから叫ぶ。

「私はここに断言しよう！　我らこそが、絶対の正義であると！」

　おおおおお！

　盛り上がる傭兵達。

「私は10分ほど席を外そう。今回の任務を辞退する者は、その間に立ち去ってくれ。残ってくれた者は、その後、戦場へと向かう。諸君の勇気に期待する」

　そう言うと、ミツハはその場を離れ、建物に入った。




　そして10分後。

　休暇で遠方に行っていたため元々この場に間に合わなかった２名を除き、傭兵団ウルフファング57名、全員が整列していた。

「搭乗！」




「すげぇよ、嬢ちゃん……」

　演説の冒頭に南極探検隊の隊員募集広告のパクリがあったが、それを知らない隊長は、ミツハの煽せん動どう者しやとしての才能に感心していた。







　傭兵団ウルフファングは、何台かの車両を保有していた。軽装甲機動車。重機関銃を積んだジープ。幌ほろ付きトラック。そして『神』。

『神』とは、傭兵団ウルフファングにとって、絶対の信仰の対象であった。

　傭兵団が、まだ少人数の名も無き傭兵チームであった頃。彼らは、ある戦場で雇い主である政府軍に殿でん軍ぐんを押し付けられた。文句は言えない。傭兵とはそういうものであるのだから。

　傭兵を庇かばって自らを犠牲にする正規軍など存在しない。正規軍の兵士にとって、自国のために身を捧ささげる自分達とは違い、正義も信念も無く、ただカネのために戦う傭兵は侮ぶ蔑べつの対象であった。

　明日は敵側に雇われて自分達に牙を剝むくかも知れない、節操なし。味方の間は敵対しない。ただそれだけであり、その死には何も感じない。崇すう高こうな使命を帯びた自分達の盾となって死ねれば光栄であろう、と、まぁ、そんな感じであった。そして正規軍は、殿軍どころか傭兵達を囮おとりの捨て駒として敵前に残し、さっさと戦場から離脱した。

　輸送車両もなく、軽装甲車まで繰り出して追撃する反政府軍に追いつかれ、もはやこれまで、と諦めかけた時。そこに『神』は御降臨なされた。

　岩に乗り上げたまま放置された、ハーフトラック。そしてその荷台に搭載された、旧式の20ミリ機関砲。藁わらにも縋すがる思いで確認すると、簡単な電気系統の応急処置でエンジンがかかり、機関砲もまた、使用可能であった。

　ハーフトラックを乗り上げた岩から降ろし、岩陰に隠蔽。追跡する反政府軍を待ち伏せた。

　唸うなる20ミリ機関砲。神の咆ほう哮こう、怒りの鉄てつ槌つい。トラックの車体も、軽装甲車の装甲板でさえ叩たたいて砕く20ミリの爆裂弾。

　そして傭兵達は生き延び、多大な労苦と経費を掛けてその御神体を持ち帰った。

　対空、対地と相手を選ばず嚙かみ砕くだく、我らの牙。

　そして、彼らは『ウルフファング』を名乗ることとなった。

　まだ、今の隊長がＴＡＣネームで呼んで貰えず、『若いの』と呼ばれていた頃のことであった。




『神』が、久し振りに出撃なさる。

　ちらりとミツハの方を見て、隊長は思った。

　しかも、今回は天使も付いてやがる、と。

　隊長は勝利を確信した。

　そして次の瞬間、広場には人の姿はなく、空いた空間に空気が流れ込み、ヒュウと風の音が鳴った。







　その兵士は、命令を受け中庭を監視していた。

　決して目を離すな。そう言われて監視を交代してから、もうどれだけの時間が過ぎただろうか。

　中庭など見張って、何の意味がある？　敵は王都を囲む城郭の外にいるのだろう？　もう夜明けも近い……。

　眠気でふっと意識が飛びかけたその時、空気が押しのけられて、ヒュウと風が吹いた。

　兵士がはっと目をあけると、そこには異い形ぎようの巨大な獣の群れ。そしてその獣の一匹には、白いドレスを纏まとった少女が乗っていた。

「狼の牙ウルフ・フアング、見参！」

　少女の声が、夜の闇に響いた。




　知らせを受けて、総指揮官アイブリンガー侯爵と参謀達が駆けつけた時、ミツハは、膝から上を軽装甲機動車の上部ハッチから乗り出した状態を保っていた。この姿勢、少し脚がキツい。

「配置に就きます。そして夜明けと共に主力は正門から出撃、敵を蹴け散ちらします。皆さんは籠ろう城じようして、各門の護りを。こちらからも各門にサポートを出します」

「なっ！」

　驚く侯爵達を置いて、狼おおかみ達は配置に就く。事前の打ち合わせ通りに、王都の南側の正門以外の３つの門には６人ずつを派遣する。個人装備の他に重機関銃と擲てき弾だん筒とう、そしてその弾薬も運ぶため、車両で回る。

　その後、全ての車両は城と城郭の正門を結ぶ大通りを通り、南にある正門の前へ。街を走り回る車両の音に驚き、家々から出てきた住民達が集まってくる。

「エンジン停止！」

　喉の無線用マイクを通したミツハの指示に、あたりが静けさを取り戻した。

　そしてスピーカーのマイクを手にしたミツハの声が、街に響く。

「諸君！　私はこの国が好きだ！」

　こちらの言葉が分からないウルフファングの面々は、ミツハが何を言っているのか分からない。幸運であった。

「諸君、私はこの国が好きだ！　この街が好きだ、この街に住む人々が好きだ。だから、この手を血に染める。『ウルフファング、出撃！』」

　最後の言葉は英語だったので、各車両はエンジンを再起動してゆっくりと前進を開始する。

「門を開けぇ～！」

　この状況で、開けないわけにはいかない。門番達は慌てて門を開く。

　車両の群れは、ゆっくりと門をくぐり外へと進む。先程のまま、膝から上をハッチから乗り出したミツハの、白いドレスの裾すそが、風にはためく。

「おお、おお！　雷いかずちの姫巫女様の御出陣じゃあ……」

「知っているのか、ライデンじいさん！」

　老人の呟つぶやきに、尋ねる若者。

「ああ、ワシは見たんじゃ。路地裏で三の姫様が襲われていなさる時、雷を降らせて姫様をお助けなさった姫巫女様の姿を！　確かに、雷の姫巫女と御名乗りなさった！　壁の隙間から、ワシは確かに見たんじゃ！」

　姫巫女様……

　雷の姫巫女様……

　姫巫女様が、俺達のために戦いに行かれる……

　ざわざわとする中、しだいに増えてゆく群衆に広まり続ける言葉。

　段々とそれは叫び声となってゆく。

「姫巫女様、ばんざ～い！」

「「「「雷の姫巫女様、ばんざ～い！」」」」

「ここじゃ見えん！　防壁の上に上がるぞ！」




（後方から、何やら不ふ穏おんな言葉が聞こえてくるような……。

　いや、きっと気のせいだ。聞こえない聞こえない！）

　ミツハは両耳を塞ごうとしたが、生あい憎にく左腕は使えなかった。

　ウルフファングの面々は、やはり言葉が分からないので何も気にしていなかった。幸いであった。
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　帝国軍前線司令部。

　そろそろ夜明けである。攻撃開始を命令すべく立ち上がった侵攻軍総司令官は、王都正門を見て訝いぶかしんだ。

「正門が開いている、だと……」

　ここでは、籠城戦に決まっている。この状況で、防衛側としては他に選択肢はない。数日粘れば援軍が到着するのだから。

　こちらの隠し球だまを知らない以上、援軍到着までの籠城は可能だと判断するのは間違いない。まさか、打って出るなどという馬鹿なことは……。

　もし敵の指揮官の暗殺に成功していたならばともかく、失敗した今、それはあり得ない。

　総司令官が疑問に思う間にも、敵は門から出て進撃、そしてある程度進んだところで停止した。

　そして門は、再び閉じられる。

「何だ、あれは？」

　門から出てきたのは、馬がついていない馬車のようなものが数台。

　人力で押しているのか？　時間稼ぎの捨て駒か、交渉のための使者か？

　時間稼ぎに付き合ってやるつもりはないが、作法に則のつとり、口こう上じよう交換は行うか……。

「おい、口上交換だ。手早く済ませろ」

「は！」

　総司令官の指示に、担当の貴族が直ちに準備し騎乗した。







「何か来たなぁ。『狙撃手、狙撃用意。目標、突とつ出しゆつした敵騎乗兵』」

　ミツハは、咽喉マイクによる無線で、防壁上に位置取った狙撃手に指示を出した。

　騎乗兵は車両群まで１００メートルくらいの位置で停止し、そのまま大声で口上を述べ始める。

「我こそは、栄はえあるアルダー帝国が貴族、トルステン・フォン・ロッツ伯爵である！　この度の我が帝国による……」

『ただちに射殺』

　タァーン……

　落馬する敵騎乗兵。

「なっ……。口上の使者を手に掛けるとは、名誉も誇りもないのか、蛮人がっ!!」

　怒りに顔を赤くする総司令官。

　その時、スピーカーからミツハの声が流された。２万の帝国兵士はおろか、王都の隅々にまで響き渡る大音量である。

「名誉も誇りも捨てた、帝国兵士に告ぐ！」

「な、何をっ!!」

　自分の言葉を返されたようで、怒りに震える総司令官。

　ミツハの言葉が続く。

「一方的に条約を破り、裏切り者の手引きで我が国にこそこそと忍び入り、魔物と手を組み、一般の平民を殺し略奪に来た盗賊風情に、名誉や誇りを口にする資格などない！

　神はお怒りである。いかに勇敢に戦おうとも、いかに手柄を立てようとも、帝国兵士は神の許もとに召されることはない。皆全て、地獄に堕ちるのだ！」

　反論したくとも、叫んでいるわけでもないのに全ての兵士に届くほどの大声である少女の声に太刀打ちできない。総司令官がいくら叫んでも、その声は近くの兵士にしか届くまい。歯は嚙がみして悔しがるが、どうにもできない。

　そしてミツハの声は更に続く。

「なぜ私がそう断言できるのか、知りたいか？　それはな、私がそう決めたからだよ！　神の怒りを見るがよい！」

『重機１番、10時から２時、５秒で掃射。撃て！』

　喉の無線マイクで指示を出すミツハ。

　ズドドドドドドドドドドド！

　兵士達が聞いたこともない轟ごう音おんが轟とどろき、僅か数秒の間に数十の兵士が千切れ、吹き飛び、肉片が飛び散った。

　ギャアアアアァァァ!!

　地獄はあったのだ。そう、この世界に。

「な、なん、何がいったい……」

　言葉を失う総司令官。現実が理解できず、頭と心がついていかない。




『嬢ちゃん、魔物の方、なんか種類別に人間がひとりずつ側についてるみたいなんだが……』

『それ、順次射殺』

『了解』

　タァーン、タァーン、タァァン……

　響く銃声。

「攻撃だ！　魔物を突っ込ませろ！　勢いで押し潰せ!!　それに続いて、徴募兵を突入させろ！」

　我に返った総司令官が指示を飛ばすが、自軍の動きが悪い。

「どうした、急げ！　またあの攻撃が来たらどうする！」

「し、司令官、魔物担当士官が、ぜ、全員倒れております！」

「何だとぉ！」

　あのお方の御尽力で、厳しい訓練を重ねた末に、やっとそれぞれの魔物に身振りと発声による簡単な意思の伝達ができるようになったというのに。替えの利かない、貴重な人材が……。

　多くの兵士が魔物に殺され、それでも諦めずに努力した、文字通りの血の結晶が、活躍もせぬ間に壊滅だとォ？




『総員下車、分隊火器展開！』

　車載兵器の担当者以外がトラックや軽装甲機動車から降りて展開、軽機関銃座を設置する。その他の者は、各員、アサルトライフルや携行ロケット弾等の武器を構える。




「力ちから尽ずくで魔物を押し出せ！　いったん勢いがつけば雪な崩だれ込む！　徴募兵も行かせろ！　どうせ使い捨ての農民どもだ！」




『軽機、魔物を軽くひと撫なで。そのあと兵士を。アサルトライフルと一緒に、職業兵士らしき者を集中的に攻撃。農民ぽいのや魔物は、突っ込んでくるやつだけ』

『え、魔物もパスか？』

『うん、騙だまされた、二度と人間なんか信用しない、と人間不信になった魔物を帝国領に押し返す。できればついでに、こっちの森とかにいる魔物も一緒にくっつけて。帰路、敵の兵士をたくさん食べてくれるよ。無理矢理徴兵された農民も、二度と帝国の挙兵に応じないように、たっぷり恐怖を刷すり込んで、帝国への怒りと憎しみを植え込むよ』

『嬢ちゃん、ひとつ言っていいか？』

『うん、なに？』

『ドン引きだよ!!』




　タタタタタタタ！

　ドタタタタタタタタタ！

　ドドドドドドドドドドドドド！

　銃声が響き渡る。命令を出しているらしき者、装備が立派な者、騎乗している者等、頭から潰していく。特に中間層、地球の軍隊で下士官に相当する層を潰すと、軍は動かなくなる。

　強制徴募されて安物の槍やりを持たされただけの農民兵など、前へ進もうとはしなくなるし、魔物も、出れば死ぬと分かり、命令する者もいなくなった今、帰りたい、というようにそわそわするだけであった。

　何も、２万の兵を全滅させる必要はない。敗走させ、追い返せばいいのである。

　地球の戦争でも、殆ほとんどの兵士が本当に死ぬような戦いは非常に稀まれであり、実際には５割近くが戦死すると、『壊滅』と判断されて戦いは終わる。普通はもっと早い段階、３割程度が戦死した時点で、全滅、つまり敗北と判断して終わるのである。

　とにかく、戦いの専門家である職業軍人を狙って、徹底的に潰す。




（あ、職業軍人に見える人達の中には、傭兵とかも混じってるのかなぁ。ごめんね、せっかく仕事ができて稼げるチャンスだったのに。農民に較くらべて装備もいいし戦いに慣れた動きをするから、優先目標になっちゃうよねぇ。

　スヴェンさん達も雇われてるかな。そっちは戦闘なしで依頼料だけ貰えてラッキー、とかいう感じかな。後の追撃戦で、もっと稼げるかも。

　うん、敵の指揮官が押おし止とどめてるみたいだけど、敵の前線がじわじわと下がり始めたような……、って、何か来た！）







「来たか！　これで反撃だ！」

　敵軍の総司令官は、後方の空を見上げて叫んだ。

　空に見えるのは、ワイバーンの群れ。その数、36頭。

　総司令官の心の中に、積年の思いが巡る。

　何人もの兵士や傭兵が殺されながらも、ワイバーンの巣から何とか卵を盗み出し、孵ふ化かさせた。

　初めは孵化に失敗したり、雛ひなの間に死なせたりした。また、多くの犠牲を払って卵を集めた。

　若鳥の時に、兵士が喰くわれた。やっと乗れたら、上空で振り落とされた。

　そして、何百人もの犠牲と、二十数年に亘わたる長き年月をかけて、ようやく成し遂げた、この偉業！

　屈強な兵士とワイバーンが心を通わせ一体化した、世界で最初の空中騎兵！

　戦闘用の剣と長槍、空中からの投擲用の短槍数本を装備した、無敵の力。

　敵の中枢に短槍の雨を降らせ、門の内側に降下して槍と剣、そしてワイバーンの強力な爪と嘴くちばしで敵を寄せ付けず、門を開いて味方を雪崩れ込ませる。

（完璧だ！　ああ、その世界初の快挙を、この目で見ることができるとは……）







『神様、出番です！』

『了解！』

　ドドドドドドドドドドドドドドドド！







「…………え？」

　数秒。

　僅か数秒で、二十数年に亘る血と汗と涙と膨大な予算の結晶が。

　肉片に。

　にくへんに…………。

　崩れ落ちた。

　泣いた。

　まだ俺達の戦いはこれからだ。それは分かっている。

　しかし、先輩が。士官課程の同期が。可愛がっていた後輩が。仲の良かった従兄弟が。命を捧げて礎いしずえとなった、空中騎兵の全てが。僅か数秒で。

　すまん。少しだけ泣かせてくれ……。




　どすんどすんどすんどすん……

　地面を響かせて、後方から巨体が姿を現した。

「何をやっておるのだ、下等生物が……」

　竜。しかも、ヒトを遥はるかに超える知性を持ち、魔力のブレスを吐く竜。

　古竜。

　それが、３頭。

　帝国が無謀な侵略に踏み切った理由であった。





＊　　　＊　　　






　竜の谷で生まれて、３２８年。

　竜は少子で次の子供がなかなか生まれないため、俺は村で長い間ずっと子供扱いされていた。そしてようやく生まれた女の子が今年１２７歳、次に生まれた男の子が76歳となった。

　俺の後、２００年以上経ってようやく生まれた子供であるし、男女が続いたこともあり、村中大喜びであった。俺もようやく子供扱いから脱することができ、重畳である。兄のように慕ってくれるのも、良いものである。

　その２頭の後は、またしばらく子は生まれておらず、村では何とはなしにこの２頭が番つがいとなるのが当然のように思われていた。２頭もまたそれを意識している。特に女の子、リュリュはその思いが強そうである。女の子は早熟だからな。

　俺？　俺は、少し上にウロコの色が可愛い娘ことか、しっぽのラインが絶妙な娘とか、色々いるから不自由していない。

　で、男の子、ティエリが最近あの病に罹り患かんしたようである。そう、幼年竜特有のあの病、『我は強く賢き古竜種である。世界に君臨し愚者を導いてやろう病』である。微ほほ笑えましいものであるが、兄と慕ってくれているし、ここはひとつ楽しませてやるとするかな。

　以前は、人間にちょっかいをかけて遊ぶと、山の洞窟に一頭で住む頭のおかしな偏へん屈くつじいさんが、すぐに『人間に関わるな』、『人間に手出ししてはならぬ』と言ってうるさかったが、しばらく前に亡くなったので、問題はない。

　そこで、人間の国のひとつに力を貸してやり、調子に乗ったその国が馬鹿をやるのを楽しんだり、うまく周辺を支配できれば、裏から操って君臨ごっこが楽しめたりするというわけである。

　俺も子供の頃はそういう遊びをしたかったのだが、偏屈じいさんが五う月る蠅さかったのと、上が女の子ばかりだったため、そういう遊びはできなかったのである。

　いや、病に罹患していたわけではない。ただ、ちょっと遊んでみたかっただけなのである。

　うむ、ひとつ、誘ってやるとするか。

　リュリュもやる？　そうか、大歓迎だ。

　では、野心のある国に魔物の言葉をいくつか教えてやり、魔物を少し使役できるようにしてやるか。そのあとは、しばらく手を出さずに観察だな。




　などと考えていたのに、最初で躓つまずくとは何事か。

　ここでこの国の王都を落とさねば、遊びが始まらないであろうが！　無能な下等生物めが……。

　このままでは、ティエリとリュリュを楽しませてやれないだろうが。

　仕方ない、最初だけ少し手伝ってやろう。とりあえずこいつらを潰して、門をブレスで破壊すれば良いだろう。
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　というわけで、何か凄いの、キター！　大きいの１匹、小さいの２匹。

　言葉が喋しやべれるみたいなんで、一応ファースト・コンタクトをば。異種族とのファースト・コンタクトは、映画やアニメ、ＳＦ小説等で慣れている。任せて！

「ドラゴン様、御機嫌麗うるわしゅうございます」

「何を言っておる。機嫌は良くない。お前達のせいだ。さっさと潰れろ」

　あ、大きい方かた、問答無用ですか、そうですか。まぁ、向こうのお味方さんですもんねー。

　交渉は一瞬の内に決裂。仕方ないので、とりあえず撃ってみる。

　パパパン、パパパン！

「何だそれは？」

　痛くも痒かゆくもありませんか、そうですか。

「俺がやる！」

　あ、若い方の練習台ですか。なんか嫌なことを思い出して、左腕がむずむずするんですが。ムカつくんですが。でも、相手が若い方が、何とかしやすいよね。

「じゃ、あとは若い人同士で……」

　って、何言ってるんですか、私は。お見合いですか。

　あ、大きいドラゴンは後ろに下がった。その横には、もう一匹の小さいのが。大人竜、子竜、と呼びましょう。とりあえず、今は目の前の小さいやつですね。

「あの、お話を」

「死ね」

　あ、ダメだこりゃ。

『アサルトライフル、撃て！』

　タタタタタン！

「さっきのやつか。痛くも何ともないぞ！」

　って、ちょっと目が泳いでますが。拳銃弾とは威力が全然違うよ、アサルトライフルは。それにこれ、５・５６ミリじゃなくて、７・６２ミリだし。それとも、大きいドラゴンよりお肌が敏感？

『全武装、いつでも撃てるよう準備して待機。軽機、撃て』

　うん、必殺技はあんまり早く出しちゃダメだよね。

　まぁ、今後に備えての調査の一環なんだけど。ドラゴンにはどの程度の武器から効くのか、とかの。世間知らずの若い竜が下手に余裕かまして意地張ってるうちに、色々と確認、弱点探し、と。

　ドタタタタ！

「い、痛いた、痛たたたたっ！」

　おお、子竜はこれで……、って、痛がるだけですか。もしかすると打たれ弱い？　竜なんて、あまり痛い目に遭わないから？　子供だから？

　あ、今の竜語？　あまりの痛さに、つい母国語が出ましたか。あ、竜語の他に、何か……、って、他の魔物の言葉もいくつか覚えたらしいよ、さっきの大人竜から。竜が人間語以外の複数の言葉を知っていた模様。

　ドラゴン相手だから丁寧な言葉使いにしていたけれど、何か疲れた。もういいや、地に戻そう。

　で、そろそろ詰めかな。あとは、変に反撃される前に、一挙に畳み掛ける。

　ちらりと傭兵団のみんなの方に目をやると、うん、アレもアレも、ちゃんと狙いをつけてるね。さすが、隊長さんの部下達だよね。

『重機、撃て！』

　ドドドドド！

「うぎゃああああぁ～～!!」

　ウロコが弾け飛び、弾丸が食い込む。飛び散る血と肉片。

　大人竜ともう一匹の子竜は、驚きのためか、眼を見開いたまま動かない。うん、いくら武器を使っても、人間にドラゴンが傷つけられるなんて思ってもいなかったんだろうね。そりゃ、反応できないわ……。

「ぎ、ギザマあぁぁ～～!!」

　あ、痛みと怒りで歪ゆがんだ、狂ったような顔。口をいっぱいに開けて、思い切り息を吸い込んで……。

　ブレス、来る！

『ＲＰＧ、クチに！』

　ぼひゅぼひゅぼひゅ！

　ＲＰＧ‐27、使い捨て式の対戦車擲弾発射器から飛び出した３発のロケット弾が、次々とドラゴンのクチ目掛けて飛ひ翔しようし、１発が大きく開かれた口こう腔くう内へ飛び込み、残り２発は顎と頭に命中して爆発した。

　そして、地響きを立てて倒れる子竜。

「ティエリいいいぃ!!」

　怒りと絶望に狂って私に迫る、もう一匹の子竜。

『神様、助けてぇぇぇ！』

　ドドドドドドドドドドド！

　唸うなる20ミリ機関砲の前に、ひとたまりもなく倒れ伏す子竜。

　固まったまま、全く動かない大人竜。

　そして、倒れた子竜が、肉が派手に抉えぐれた身体から大量の血を流しながら、じりっ、じりっと、もう一匹の子竜に向かって這はいずっていく。じりっ、じりっと、少しずつ。

　そしてようやく辿たどり着つき、前脚をいっぱいに伸ばしてもう一匹の子竜の身体に触れると、動きを止めた。永遠に。







「うあ、うあ、うあああああああああああぁッッ!!」

　ようやく動きを取り戻し、半狂乱になる大人竜。

「ああ、ああ、リュリュぅ、ティエリいいぃ！　死んだ、死んだあァァ！」

　竜語で泣き喚わめく。その言葉が分かるのは、私だけである。

「子が、２００年振りの、俺の妹分、弟分、ヨル兄って、アニキってえぇ！　俺のせい、俺が馬鹿な遊びなんかに、あああぁぁ～～！」




　しばらく泣き喚いていた大人竜がふと気付くと、神たる20ミリ機関砲、重機関銃、そして複数のＲＰＧ‐27対戦車擲弾発射器が、全て自分に向けられていた。

「ぎゃああああぁぁぁぁぁ～～!!」

　死ぬ！

　殺されるうゥ！

　古竜たる自分が。ひ弱で無力だと、下等生物だと思っていた人間に！

　ひいいぃィィィ!!

　古竜は逃げた。死に物狂いで逃げた。走って走って、人間を踏み潰し跳ね飛ばし、かなり走って、もう絶対にあの死を吐くものから見通せない場所まで逃げたあと、ようやく空へと飛び上がり、一目散に竜の谷へと逃げ帰った。
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　帝国軍は、大被害を受けていた。竜が正門近くから走りやすい場所、つまり街道へと真っ直ぐ走ったため、展開する帝国軍のほぼ中心部を踏み潰し、吹き飛ばしていったのである。

　そこには前線司令部があったし、街道ではまだ、輜し重ちよう部隊が食料や水、馬の飼い葉、補充の矢、その他の様々な軍需物資を輸送中であった。また、運び終わったものの集積所も、その直線上であった。どこに置いても同じなら、運んできた街道の近くに置くに決まっている。そのため、大量の物資と指揮系統を一瞬のうちに失った帝国軍は、大混乱に陥おちいっていた。

　無茶な侵攻を成功させるための切り札であった空中騎兵、古竜の支援の両方を失い、更に魔物のコントロールも失った今、帝国軍が検討すべき事項は、「いかに被害を少なくして撤退するか」ということだけであった。

　また、魔物達は、僅かにでも意思を伝えられていた兵士が死に、強さの象徴である竜、それも古竜が簡単に２頭も殺された上、１頭があまりにも惨めに敗走する姿を目撃し、動揺が激しかった。そしてそこに、ミツハが再び重機で掃射を命じ、更に竜から覚えたオーク語やオーガ語で『オマエラウマソウ。オレサマ、オマエ、マルカジリ』とかの言葉をマイクで流すと、全力で走り去った。帝国軍の中を突っ切って。







　あとは、もういいや。事後処理とか追撃とかは、王都軍や駆けつけてくる領主軍に任せよう。傭兵さんたちの仕事も残しといてあげないと。

　あ、他の門には、裏切った領主の軍が来たらしい。王族や貴族を逃がさないよう封鎖するのが目的だったらしいけど、一部の部隊が手柄目当てで門を破ろうとしたとか。そして、重機関銃の掃射と擲弾筒でボロボロになったらしい。うん、他の門を任せた人達も出番があったようでなにより。あとで拗すねられちゃ堪たまんないからね。

　もう街に戻ろう。

　そう思って隊長さんに声を掛けようとしたら、なんか、みんなで子竜の片方をトラックに積み込んでた。いや、いいけどね……。

　疲れて何も考えずに街に戻ったら、大変なことになってた。

　雷の姫巫女様って、いや、そのネタはもう終わったから。

　神の御使い？　あ、全部聞こえてましたか、そうですか。

　あの啖たん呵かに惚ほれた？　吊り橋効果です、おそらく。

　息子の嫁に？　いつの間に、なに紛れ込んでますか、王様！　キラキラした方はイヤですよ。

　え、ルーヘン君？　あ、それはちょっといいかも。癒いやされるよねぇ、あの子……。

　あ、もみくちゃにするのはやめて下さい、左肩が！　あ、傷口が開く、ああ、血が、血があぁぁ！

　ウルフファングのみんなも大人気！　神兵様扱いだよ。赤ん坊抱えた女性が『子供に触ってくれ』って言ってるよ、触ってあげなよ。あ、こら、なに母親の方を触ってますか、そこの若いの！

『胸を触ってくれ』って言ってる女の子はいないか？　いないよ、そんなの！

　まぁ、ウルフファングのみんなはあまり長居させると問題なんで、速やかに帰還して貰おう。色々と都合もあるし、銃とか盗まれたりしないうちに。

　まぁ、こんなところで転移はできないから、また中庭かな。

　そして中庭でみんなと転移し、色々と用事があるので、私はすぐに戻ってきた。

　あ、アレクシス様のところにも顔を出したよ。だいぶ不安だったらしいけど、王国の勝利に喜んでた。

　今日はもう寝る。お店は明日もお休み。いや、多分仕事になんないと思うから。
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　長い長い年月が経った頃、竜の谷で、幼竜達が遊びの話をしていた。

「なぁ、人間のところへ行って遊ばないか？　ちょっと突つつくとすぐ死んじゃうけど、ゲームの駒こまにして遊ぶと、結構面白いらしいぞ」

　一頭の幼竜がそう言って誘うが、他の幼竜達が難色を示す。

「う～ん、でもなぁ……。ほら、山の洞窟に一頭で住んでる、頭のおかしな偏屈じいさんがいるだろ。あのじいさんが、すぐに『人間に関わるな』、『人間に手出ししてはならぬ』って怒鳴り込んでくるからなぁ。何か人間に酷い目にでも遭わされたのかなぁ……」

「あ～、あのじいさんかぁ。じゃ、ま、やめとくかぁ。なんか、大人達はあのじいさんにはあまり関わりたくないみたいだしなぁ」

「そうだなぁ。じゃ、また明日！」

「おぅ、また明日！」





第十五章　褒賞







　あれから数日。

　帝国軍は、補給物資の大半を失って逃げ帰った。

　道中次々と各地の王国領主軍の追撃を受け、魔物の襲撃に晒さらされ、無事帝国領へ辿たどり着ついた貴族や職業兵士は多くはなかった。貴族は捕らえれば身代金が取れるし、優れた兵士は、後々のために減らしておくべきだからである。うん、農民の皆さんは、村へ帰って働いて下さいね。

　そして遂ついに来た、王宮への呼び出し。いや、今回は、これがないと困る。

　今回は、ちゃんと謁見の間。正式だね。はい、褒賞の告知らしいです。

　謁見の間にずらりと並ぶ、人の列。いや、褒賞を与えられる人もいるし、参列しているだけのお偉いさんもいるからね。もちろん、総指揮官のアイブリンガー侯爵の姿もある。

　あ、正門前での戦闘はアレだったけど、追撃戦や、事前の時間稼ぎのための戦いで、大被害を出しながらも健闘した侵攻経路近くの領主軍とか、命懸けで情報収集に努め、勝利に大きく貢献した人とか、功績者は大勢いるよ。その誰かひとりでも欠けていたら、勝利はなかったかも知れない。いや、ホントに。

　もし、敵の侵攻があと１日早かったら？　正確な情報が摑つかめていなかったら？　うん、決して余裕綽しやく々しやく、勝って当然、というものじゃなかったんだ。いくらウルフファングのみんなを呼べても。

　あ、最初、私ですか。

「ミツハ・ヤマノ、此こ度たびの活躍と貢献、見事であった。褒美を取らす。何か望むものがあれば言うがよい」

「はい、なれば、お願いしたきことが３つあります」

【３つだと？】

【何と強欲な！】

【これだから、平民は……】

　謁見の間のあちこちから、碌ろくに声を抑えるつもりもないらしい罵声が上がった。

　えらい言われようですね。

「良い。申してみよ」

　では、王様のお言葉に甘えまして……。

「はい、まずひとつ目は、本来私などより遥はるかに褒賞を賜たまわるにふさわしい人物のことです」

「なに？　そのような者が？」

「はい。私と総指揮官であるアイブリンガー侯爵を貫くはずであった矢を自らの身体を盾として防いだ、勇気ある忠義者の貴族の若者のことでございます」

　今度は、おお、とか、ああ、とかいう納得の声や、痛ましい顔をする者ばかりである。うん、みんな納得してくれるよね。

「その者は今？」

「はい、肩の傷はともかく、腹部に受けた矢が問題で、治療所で生死の境を彷徨さまよっております」

「そうであったか……」

　王様も、悼いたましそうな顔をしている。うん、この世界では、それは死と同義だからね。

　あ、ここ、ボーゼス伯爵もいるんだった。すみません……。

「はい。その者の行為がなければ、その場で命を落とした私が、その後にお役に立てることもなかったのです。つまりは、私の功績は、全てその者のおかげ。是非、その者へも褒賞を」

　先程非難していた者達の、私に対する心証が好転した。うん、他者のための願いだからね。それも、死にゆく英雄に対する。

「あい分かった。貴族籍に名を連ねる者とはいえ、親の爵位を継ぐまでは無爵の身。是非、その功績を称たたえ、爵位ある貴族として送ってやりたい。

　その者に、男爵位を与えよう。後にその爵位は本家の預かりとし、家を継がぬ子供か孫に継がせよ。さすれば、その者の功績が爵位と共に永久に語り継がれることであろう」

　その王様の言葉に、どこからか、かすかな嗚お咽えつが聞こえてきた。伯爵様……。

　それって、凄く名誉なことなんだろうな、きっと。

「これに不服のある者はいるか？」

　王様の声に、誰も不服など……。

「異議あり！」

　いたよ、おい！　誰……って、まさかのアイブリンガー侯爵？　よりによって、助けられた本人が？

　みんな、あまりにも予想外のことに、驚いている。

　そして、更に言葉を続けるアイブリンガー侯爵。

「男爵位を与えるなどと、全く承服出来かねますな。そのような功績の者に男爵位では、他の者は誰も褒賞が戴けませぬ」

　え？

「最低でも子爵位でなければ、救われた私は、その者に顔を合わせられませぬ！」

　ああ……。

「済まぬ、浅慮であった。では、子爵位で不服のある者はいるか？」

　いるはずがない。でないと、みんな褒賞が貰もらえなくなっちゃうからね。

　うん、アイブリンガー侯爵、いい仕事しますねぇ。

　あ、ボーゼス伯爵に近付いて、何か言ってる。え、『すまぬ……、すまぬ……』って……。知り合いだったの？　って、当たり前か、有力貴族同士なんだから。

　で、まだ、私のターン！

「誠にありがたき御配慮。これで私の心も、少しは落ち着けそうにございます。では、ふたつ目のお願いでございますが……」

　実は、これが一番重要なもの。本日のメインイベントだ。

「正門前での戦いを行いました戦士達のことでございます」

　謁見の間がどよめいた。

「実は、王国の危機を見過ごすことができず、二度と関わるまいと思っていた、私の祖国に援軍を求めました」

【祖国だと？】

【いったい、どこの国だ！】

【どうやって！】

【あの雷いかずちの杖つえは！】

　うん、大騒ぎ。

「やむを得ず、命を削る秘術、『渡り』を用いて、一瞬のうちに祖国へと渡りました。

　しかし、正式に国が動くためには、手続きや会議、承認、書類等が必要なため到底間に合わず、また国交のない国に事情も把握せず兵を出すことも難しく……。

　そのため、私の友人達が個人的に参加してくれました。しかし、国の神具を持ち出しての任務放棄、そして神具の力を大量に消耗……。おそらく、全員に対して重い処分が下るかと……」

【おおお、何ということだ！】

【そんな！　あの強く優しい勇者達が！】

　うんうん、ノって来たね。

「更には、星が揃そろうのも待たず、ろくな準備もなしでの強引で大規模な渡り。術の発動に協力してくれた神官の何名かは、命を落としました」

【ああ！　そのようなことが！】

【神よ……】

　よし、場が暖まって参りました！

「そのようなわけで、我が国への礼状と礼金を戴くことで、彼らの行動の正当化と、他国との友好に役立ったことを示し、少しでも神具の被害の補ほ塡てんができれば、処罰の軽減に役立つのではないかと思いまして……。

　また、亡くなった神官には、任務外の個人的な行動として補償金も出ませんので、遺族の生活の足しにできれば、と……」

　あ、みんな泣き出した。

「財務卿きよう、国庫からどれだけ出せる！　王都が戦火に包まれたり国が滅びたかも知れないと思えば、安いものだ。何としても、充分な額を捻ひねり出せ！」

「ははっ、お任せ下さい！」

　よし！　これでウルフファングへの支払いは何とかなるか。

　まさか、これで金貨３０００枚とか言わないよね？　私のピンハネなしでも、支払いだけで４万枚、地球のお金に換金すると、10億円相当だよ！　私の貯蓄目標額の半分、安泰な老後生活計画の、世界片方分の予算に匹敵する。ここの金銭感覚だと、日本人にとっての40億円相当かな。

「金貨３０００枚だ！」

　ぶふぅっ！

「当家は、金貨３０００枚を提供する！」

　あ、ボーゼス伯爵様。え、ほんと！

「うちは５０００枚だ！」

　アイブリンガー侯爵……。

「２５００枚！」

「すまん、今回の被害が大きくて、１０００枚が精一杯だ、申し訳ない……」

「３０００枚！」

「２０００枚だ！」

　次々と貴族家から支援の申し出が！　これは予想外だったよ。国からのが侯爵家の２～３倍とかいうことはないだろうから、４万枚くらい楽々いけそうだ。

　あ、もし４万枚貰えなかったら、支払いどうするつもりだったか？　そんなの、他国で真珠とかを売り逃げすれば、何とでもなったでしょ。話が広まる前に、複数の国でたくさんの貴族家を回れば、値崩れする前に高額で売りまくれるからね。そこまでは、今回の『自重やめ』の範囲内でいいでしょ。

「皆様、誠にありがとうございます。これで、友人達の処罰も軽いもので済むことと思います。残された神官の子供達も、父親の跡を継ぐための勉学を続けることができましょう……」

　ここで、そっと目を拭ぬぐう真似。

「今回大きな被害を受けた領地は、畑を荒らされた領民達や孤児となった子供達への支援等、多くの資金が必要でしょう。おとう……、王にお願いして、祖国から何らかの支援ができないか打診してみましょう」

【おお、そこまで！】

【何と無欲で慈悲深いことか……】

　感涙する、侵攻ルート付近の領主達。

　賛辞の声が続く中、多分、一部の者は心の中で突っ込んでいることだろう。

（今、絶対『おとうと』って言おうとしたよね！　『弟』って!!）

　と。

　言い間違いではなく、勿もち論ろん、わざとである。

　まぁ、今までの話で、私が普通の貴族の娘だなどと思っている者は殆ほとんどいなかっただろうが。

　さて、いよいよ最後だ。

「そして最後のお願いですが、私を、この国の国民にして戴きたく存じます」

「「「「え？」」」」

「私は、祖国を捨て、この国に流れ着き一時的に居座っただけの、ただの根無し草。しかし、今はこの街の者に、この国の国民となり、ここを新しき故郷としたいと願っているのでございます」

　感激する貴族達。

　結局、私の願いには、自分の利益に関するものは何も含まれていなかった。そして、この国に対するその愛国心。今回の働きにおいて既に十二分に示されたそれを疑う者は、誰ひとりとしていないだろう。

「う～む……。儂わしとしては、ミツハはとっくに我が国の国民だと思っていたのだがな……」

　王様は、どうしようかと少し思案していたが、良い考えが浮かんだのか、にやりと悪い笑みを浮かべて言った。

「うむ、それでは、ミツハ自身も、他の何者も否定できないくらい確実に、ミツハが我が国の国民であることを示すお墨付きを与えてやろう」

　よし、これで正式に市民権を得た！　官憲に守られる対象だ！　商売がやりやすくなる。何か新しいカネ儲もうけの方法を考えるのもいいかな。

　ほくそ笑む私に、王様の言葉が続けられた。

「そなたに、子爵位を与える、ミツハ・フォン・ヤマノ」

　はあぁぁぁ～～？




　その後のことは、何も覚えていない。何やら、みんなへの色々な褒賞の申し渡しやら希望の確認やらが続いていたが、私はそれらをぼんやりと聞き流していた。

　どうしてこうなった！





＊　　　＊　　　






　そして、更に数日が経過した。

　その間、お店は開けたけど、買い物客じゃない客が大勢押しかけて、大変だった。

『買い物しない客は来るな』とは言えない。この店の商品は高いから、何度も足を運んで悩んだあとで決心して買う、という客も多いからである。そういう客は大切にしたい。

　サビーネちゃんは、私の活躍や褒賞申し渡しの時のことを聞いて、ますます私にべったり。しかし客の多さ、しかも私にしつこく話しかける客の多さに、若干切れ気味。ＤＶＤ鑑賞どころではないし。

　平民の客は、あまり私にしつこく絡むことはなく、国の恩人をひと目見たい、感謝の言葉を、という感じなので大したことはないが、貴族とか大商人とかは、めんどくさい……。

　そして、売り上げが増えはしたものの、客数の増加とは全然比例していない。くそ、商品の品揃えの見直しを図るかな……。




　気分転換に、旅に出た。行き帰りは一瞬だけど。あ、地球を経由するから、二瞬、か。ホント、開店日数少ないね、雑貨屋ミツハ。

　行き先は、コレットちゃんの村。

　別に忘れていたわけじゃない。普通はあまり簡単に行き来できる距離じゃないから、不自然にならないだけの期間が経つまでは行かなかっただけだ。

「コレットちゃん、お久し振り～」

　大歓迎された。

　うん、お土産とか色々持って来たからね。いや、お土産だけが歓迎されたわけじゃない。と信じたい。

　王都での話は、まだ伝わっていなかった。領主様のところへならばともかく、平民の情報源である行商人や乗合馬車が来るにはまだ日数が経っていないから、当たり前。領主様もまだ王都だからね。率いて行った兵の大半は、今頃は凱がい旋せんの途中だろう。戦闘には参加していなくとも、「勝ち戦」には違いないから、ま、凱旋でいいよね。聞こえがいいし。

　コレットちゃんや御両親のトビアスさん、エリーヌさんには、先日の件は省いて、お店を開いたこと、仕事で貴族のパーティーの手伝いをしたこと等を、かなり過小にして話した。うん、小さな借家のお店、パーティーのちょっとした下請け仕事、と受け取られるような言い回しをして。

　一応、なるべく噓うそにはならないように言葉を選んだ。村の誰かが王都に来る機会が絶対ないとは言えないからね。慎重なんだよ、私は。身長ないんだよ、私は。……って、うるさいわ！

　みんな、私の大成功を喜んでくれた。いや、超過小報告のこの程度でも、村のみんなから見れば、大成功らしい。憧れの王都に身ひとつで行って、短期間で店を開いて生活できるだけの利益を出せるようになったって、それどんなスーパー立身出世物語だよ、って感じらしい。田舎の農村では。

　一度、国の兵士が私のことを色々と聞きに来たらしく、心配していたとのこと。あ～、まぁ、王女様の近くにいる身元不明の怪しい人物となれば、そりゃ調べるわな。

　お店を借りる関係での身元調査かな、と誤魔化した。いや、国の兵士がなんでやねん、とは聞かれない。うん、そこまで気が回らないよね、超田舎の農民では。いやゴメン。

　遠いのに日帰りとかは不自然なので、一泊させて貰って、コレットちゃんと遊んだ。今日は家の手伝いは免除して貰った模様。




　翌日、村を出た。もっとゆっくりしていけと引き留められたけど、『実は、海辺の村に商品の調査に来た。そのついでに寄った』と言って、コレットちゃんに絶対にまた来ると約束させられてから、出発。うん、本当に海へ行こう。海産物を確認したいし、一度行っておけば次は簡単に行けるから、後が楽になるし。

　ベアトリスちゃんにも会っていこうかと思ったけど、やめた。

　だって伯爵様がまだ王都だし、後日また顔を合わせるから、後でベアトリスちゃんの話を聞けば、矛盾に気付かれちゃうよね、絶対。せっかく『渡りは命を削る技。余程のことがなければ使えない』と思わせて、国や貴族から変な要求が来ないように仕組んだのが、台無しになってしまう。

　あの時謁見の間で、私は『渡り』の素質に恵まれたけれど、それでも礼状と礼金の運搬だけでかなりの生命力を消耗すると伝えたところ、『12歳にしては成長が遅れていると思ってはいたが、これまでの秘術の負担で……』と、皆に気の毒そうな顔で言われた。12歳だという設定ですら、それかい！　それと、どこ見てそれ言った！

　あ、ウルフファングの帰還は、術に最初から組み込まれていた自動帰還の効果だということにしておいた。こじつけ設定を考えるのは得意だよ。

　海辺の村は、小さかった。コレットちゃんの村と大差ない規模。伯爵様はかなりの有力貴族じゃなかった？　それでも個々の村はこんな感じなのかな、領都以外は。

　まぁ、領都といっても小さな町だったし。どこが『都みやこ』やねん、って言いたいくらいの。

　でも、不作でも餓死者や売られる子供がいないだけ、豊かな村なのかな、コレットちゃんの村。拾い子を養う余裕があるって、考えたら、凄いことなのかも。さすが、ボーゼス伯爵！

　あ、コレットちゃんの村、って、なんかコレットちゃんが村の支配者みたいかな。人名や地名とか覚えるの苦手なんだよ。いいじゃん、分かりやすい呼び方で。結局、まだ、敵だった帝国の国名すら覚えてないや。

　あ、口上言ってた人が、何か国名言ってたような気もするなぁ。どうでもいいけど。

　とにかく、バカボンのパパは『バカボンのパパ』でいいじゃん、誰も名前知らないけど、誰も困らないし、分かりやすくていいでしょうが、ってこと。あの料理店の店主とか態度のデカかった商人とかも、名前覚えてないよ。料理店店主、偉そうな商人、とかでいいじゃん。区別が必要なら、店主Ａ、店主Ｂとかで。

　海辺の村、うん、もう『漁村』でいいか。漁業以外もやってるみたいだけど。

　まぁ、その漁村だけど。獲った魚介類は、村内での消費と、領内の各村や領都に運んでの販売。村々では直接売るけれど、領都では商店に売るらしい。直売所をつくるよう教えて……、商店の利益がなくなるからダメか。商人も領民だし、立派な税収源だ。

　干物と塩漬け、と。これはごく少量だけど、王都へも？　ふむふむ。漁船は……、これ？　なにコレ。うんうん。

　よし、今日のところは、このへんで勘弁しといたろか！

　日本の自宅に戻って、メールや郵便物の確認、食材や日用品の買い出し、と。クルマがあると、大量買い出しに便利だね。

　あ、たまには意味もなく近所をうろついて、付近のみなさんに顔見せも。あんまり不在が続くと、心配されちゃうからね、子供のひとり暮らしだから。って、18歳だよ、私！　日本じゃ15歳くらいには見えるはず！　……充分子供ですか、そうですか。










　今日は、王宮へお出かけ。例の、爵位の授与式典だ。

　私の他にも、昇爵する人がいる。滅多にないことであるが、今回は国の存亡に関わる大事件だったことと、裏切ったり、召集に応じず日和ひより見みした貴族が何家か、お取り潰しや降爵されたから、爵位に空きができたためらしい。そりゃ、日頃からどんどん昇爵させていたら、上級貴族だらけになって大変だよね。

　店長に注文していた新しいドレスが、無事間に合った。『例の国の貴族の式典に招かれた』と言ったら、徹夜してくれた。私も連れてけ、って土下座されたけど、さすがに無理。また機会があればね。

　前のドレス？　血ち塗まみれになりましたが、何か？　あ、左肩はもう完全に治ってるよ。

　そして、他にも式典のための準備をしておいた。詳細は、ＣＭの後で。

　今日は、先日の褒賞告知の時を上回る大人数。もちろんアイブリンガー侯爵やボーゼス伯爵もいる。更に、社交シーズンでもないのに、各地からかなりの貴族が王都に来たらしい。

　今度は私が一番最後らしい。見せ場だからかな。

　あ、ぐちゃぐちゃになると後に控えている人に迷惑だからですか、そうですか。

　で、式典は順調に進み、いよいよ私の番。

　何か、私を見て席がざわついている。子供だからか！

　あ、ドレスが素敵？　そうですか。店長に伝えておきます。

　あ、注文取ったら喜ぶかな、店長。支払いは金貨だけど。




「ミツハ・フォン・ヤマノ。子爵位を与える」

　王様の言葉のあと、サビーネちゃんが私に短剣を渡してくれた。

　あ、これは、ナイフくらいの小さいやつ。何でも、『これで敵や魔物を打ち払い、領地と民を守れ。王の期待を裏切った時には、これで自らの胸を突け』って意味らしい。う～ん、ハードだねぇ。

　今までの人には宰相様が手渡していたけど、私には絶対自分が渡すと言って、サビーネちゃんがゴリ押しした模様。うん、ありがたく受け取った。そのまま場から下がろうとすると、王様に声を掛けられた。

「ヤマノ子爵。この場に不在である、ボーゼス伯爵家が一いつ子し、アレクシスへの爵位授与を代理で受けてはくれぬか」

　ちらりと伯爵の方を窺うかがうと、頷うなずいてくれていた。うん、ここはやはり。

「お断りします」

　固まる王様、静まりかえる室内。ボーゼス伯爵、啞あ然ぜん。

　私はくるりと身を翻ひるがえし、正面の大扉に向かって歩き出した。

【不敬な！】

【ひっ捕らえろ！】

　いくつかの罵声が浴びせられるが、具体的な行動を起こす者はいない。未いまだ王様は啞然としたままで、何も指示を出す素振りはない。

　そして私は、とうとう大扉の前に着いた。衛兵も狼狽うろたえるばかりで、何もできない。

　私は、勝手に自分で扉を開いた。いっぱいに開かれる大扉。

　そこには、ひとりの男が立っていた。

　王様の座する玉座に向かいゆっくりと歩き出す、少年と青年の境目あたりの男性。その右腕は白い布で首から吊つられ、腹部には何重にも固く巻かれた包帯。シャツは着ず、左腕だけを通して肩にかけられた上衣はボタンも掛けられていない。しかしそれは、粗野というより、精せい悍かんな印象を与えていた。

　毛足の長い絨じゆう毯たんに、足音はない。しかし皆には、まるでカツン、カツンという足音が聞こえるかのように思われた。

　ボーゼス伯爵の頰ほおを涙が伝つたう。隣りに立つアイブリンガー侯爵が、伯爵の肩を叩たたきながら何度も頷く。

　静寂に包まれる中、少年、いや、その凜り々りしき青年は、王様の前で足を止めた。

　そして、私の声が部屋中に響く。

「そういうのは、本人に直接授けて下さいよ！」

　わあああああぁ!!

　謁見の間が、歓声に包まれた。
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「このような姿で、申し訳ありません」

「よいのだ。そのようなことは、どうでもよいのだ……」

　王様は、喜びに満ちた顔で爵位授与を宣言した。

「アレクシス・フォン・ボーゼス。子爵位を与える」

「謹つつしんで、お受け致します」

　包帯で突っ張るのか、ぎこちなく頭を下げるアレクシス様。

「ボーゼス伯爵家の長男であったな。父の爵位を継いだ後は、その子爵位は第２爵位として持ち、将来自分の第２子にでも授けてやるがよい」

　王様が掛けた言葉に、アレクシス様は首を横に振った。

「そのつもりはございません」

「なに？」

　怪け訝げんな顔の王様。

「父の爵位は、弟のテオドールに継がせます。私は、この子爵位を。

　なにせ、ただ親から引き継いだだけの爵位ではないのですよ！　自らの功績で、国王陛下から直接戴いた爵位なのです！　栄はえある、新たなる貴族家の開祖！　その名誉ある爵位を名乗るのを、誰がやめるものですか。それに……」

「それに？」

「父が引退する頃には、とっくに私も伯爵位に昇爵しておりますから」

　その言葉に、大笑いの王様。そして、苦笑しているボーゼス伯爵。

　ようやく笑いが治まった王様の合図で、サビーネちゃんが短剣を受け取ろうとしている。

　あ、お祝いに、ちょっとサービスしてあげよう。

「サビーネちゃん、サビーネちゃんは私に渡してくれたでしょ。今度はお姉様にもさせてあげようよ！」

「あ、うん、そうだね！」

　姉思いのサビーネちゃんは、大好きな姉様にもさせてあげようと、王様の斜め後方に王妃様や王子様達と一緒に座っている、ちぃ姉様こと、二の姫様を手招きした。うん、名前は知らないよ、勿論。

　そして、え、私なの、という顔で少し驚いた後、席から立ち上がろうとする二の姫様。

　17～18歳の美び姫きからの手渡し。今までの精悍な顔を緩ませて、顔を赤くするアレクシス様。うんうん、喜んでる喜んでる！　サビーネちゃんはとっても可愛いけど、やっぱり健全な男子には、同年代の女の子の方が、ね。

　その時突然、二の姫様を制して、上姉様こと、齢よわい25～26に見える一の姫様が立ち上がった。そして、あれれ、という顔の二の姫様を尻目に、さっさと短剣を受け取ると、ツンとした顔で、少し眼を逸らせながら、アレクシス様へと手渡した。

　え～と、どうなってんの？

　とりあえず、ちょっと落胆したような顔をするな、アレクシス様。

　死にたいの？





第十六章　ヤマノ子爵領







　爵位を貰もらった。

　ということは、貴族になった、ということで。

　貴族になったということは、法ほう衣い貴族とかじゃないんだから、まぁ、領地というものがあるわけで。

　うん、領地経営やらなきゃならないわけだ、私。

　……どうしてこうなった！

　うん、一応、王様は相談に乗ってくれた。宰相様と、領地管理の担当者の人と一緒に。

　あ、この領地管理の担当者の人は、別に『領地の管理・運営のプロ』ってことではない。王国にある全ての領地の場所、広さ、特徴とかを知っており、貴族への領地授与や領地替えとかのための人間データベース、って役割の人。

　私は、まず領地の希望を伝えた。

「海に面していて、山があって、川が流れていて、小さい領地がいいです」

「小さいのが良いのか？」

「はい、大きくて人が多いと、色々と面倒なので。こぢんまりと、みんなで家族みたいに楽しくやりたいんです。あ、揉もめ事ごとがありそうな国境に面してるとか、断固拒否ですから！」

　王様が苦笑する。

「それならば、北側ですね。まず、海に面しているとなると、そちら側しかありません」

　データベースさんが即答してくれた。

「この地図を御確認下さい。海に流れ込む川が、大きいものがこれ、これ、それとこれ。あと、このあたりの細い線が小さめの川です。

　大きい川のところは広い平野部が多く、だいたいが伯爵領ですね。勿もち論ろん、空いてなんかいませんし。狭くて山が海に近いとなると、小さい川のところ。そして元々空いていたもの、今回の件で空いたもの、王家直轄のもののいずれかとなると、選択肢はこれ、これ、これ。あとは、領地替えで今いる貴族を追い出すしかありませんね」

　おおぅ。追い出すとか、恨まれそう。もっといい領地への領地替えならいいのかな。でも、先祖から受け継いで、領民と共に開発し守ってきた領地、思い入れがあるだろうしね。追い出し案はボツで。

「じゃあ、これか、これなんかは……」

「ああ、特に問題はありませんね。今回、勝った方に付こうと日和ひより見みで陛下の召集に応じず、爵位剝奪となった男爵家の領地です。このあたりは王都から少し距離があるため男爵領としては広く、小さな子爵領と言っても、まぁ、そうおかしくはありません。小さな川、そう険けわしくはない山と、条件に合っています。

　でも、本当にいいんですか？　子爵領ならば、もっと王都に近くて収益の多いところもありますが……」

　せっかくのデータベースさんのお勧めだが、勿論断った。そういうのは望んでいないので。

　王都から遠い方が、面倒な貴族や商人とかが来なくて静かでいい。それに、私には距離はあんまり関係ないしね。

　ということで、領地をゲットだぜ！

　ん？　北側で海に面した領地？　どこかで聞いたことがあるような……。




　ボーゼス伯爵領の隣だったよ！

　本当に偶然か？　データベースさん、伯爵の知り合いだったりしませんよね？　それとなく誘導とかしてないですよね？

　まぁいいか、分からないことがあったら色々と教えて貰ったり、助けて貰ったりできそうだし、伯爵家の人達は、みんないい人達だし。コレットちゃんのところにも行きやすいしね、近いと口実が作りやすいから。

　え？　アレクシス様が貰った領地、私の隣、ボーゼス伯爵領の反対側？　私、挟はさまれた？

　シャア、はさんだなアァァっ!!

　絶対、謀はかられたよね、私。

　実家に行くときは領地を通らせて欲しいって？

　ハイハイ。

　え、ハイは１回？

　はいはい。

　とりあえず、領地へ行くか。

　お店？　無くさないよ。一時閉店するだけ。領地が一段落すれば再開するよ。領地に転移させたりしないよ。……うん、とりあえず、今のところは。

　シャンプー？　うん、なるべく早く再開するよ。ごめん。







　３日間、王様に紹介して貰った人に、領地経営の特訓をして貰った。

　うん、とんでもない詰め込み教育。幸いにも現代知識のお陰で税制とか予算管理とか人心掌握とかの素養があったため、授業は比較的順調に進んだ。先生が驚いていたくらい。それと、授業はちゃんとボイスレコーダーで録音しておいたから、いつでも復習できる。ビバ、科学力！

　そして、我が子爵領へ。

　乗合馬車で。

　いや、馬車なんか持ってないし、アテもないし、御者以外ひとりで何日も、って嫌だし。

　とりあえずボーゼス伯爵領まで転移する、って方法もあるけど、一度じっくりと自分の眼で王都との間を見ておきたかった。

　そりゃ最初に来る時も乗合馬車だったけど、あの時はそんな眼では見ていなかったからね。

　領地のためには何ができるか。王都との行き来の問題点。周囲の状況。学ぶべきことは、たくさんある。他の乗客との話も色々とためになるだろう。今度は前とは違った聞き方ができるからね。

　出発までに、たくさんの人が、子爵家で雇って欲しいと押しかけてきた。うん、新規の貴族に雇われれば、自分が最古参になれて好きにできるし、当主が子供だから、色々と誤魔化して、横領や威を借りた権力乱用、やり放題。うまくすれば取り入って自分の係累を配偶者に、とか思ってる？

　それとも、母国とやらの優れた技術や、神具とやらの秘密を探るための間かん諜ちようかな？

　そういう危険は冒さない。甘い匂いを嗅いで寄ってきた者は、近くに置かないよ。

　以前貴族家で働いていました、領地経営のベテランです、経験豊富なプロです、私がいれば収益倍増、領民は生かさず殺さずですよ、全て私に任せて戴ければ、とか、馬鹿じゃない？　そんなに有能なら、どうして今、こんなところで職探しに必死なわけ？

　そういうわけで、全ての雇用希望者を断り、お店を絶対防衛モードにして、近所の人に挨拶と不審者を見たら王宮の兵士に連絡するよう頼み、オマケでスヴェンさん達に、街にいる時は時々お店の周囲を見回るよう依頼しといた。あ、通報されないよう、近所の人にはちゃんと紹介しといたよ。

『雷いかずちの姫ひめ巫み女こ様のところに忍び込む奴がいるもんかよ』って、え……。

　あ、王宮の兵士が見回るように王様が手配してますか、そうですか。




　出発の日、乗合馬車の待合所に行くと、荷物を背負ったサビーネちゃんがいた。

　おいおいおいおいおいおいおいおい！

　さすがに、追い返す。隠れ護衛の人も、元々最後の最後で連れ戻すつもりだったようで、暴れるサビーネちゃんを無理矢理連れていった。うん、あまり早く連れ帰るとまた逃げ出すから、ぎりぎりまで夢を見させて泳がせていたわけですね。さすがです。

　馬車は、ボーゼス伯爵領行き。新興の子爵家に行く定期馬車なんか、あるはずない。

　今回の私の恰かつ好こうは、ごく普通の平民の女の子が着るようなワンピース。質素な造りだけど、ふんわりしていて、ちょっと可愛い系。乗客と話がしやすいようにチョイスした。私には、学習効果というものがあるのだ。会話のテクニックは、サビーネちゃんの楽園亭でのやつを参考にした。

　そして、そのふんわりしたスカートの中、太ふと腿ももには、右側にワルサーＰＰＳ、左側に小型ナイフ。勿論左脇にもワルサーはあるが、服の下だから咄とつ嗟さに抜くには遅れが出るのと、嵩かさ張ばり目立つ93Ｒとリボルバーはガンベルトと共にバッグの中だからである。

　武器がはいったバッグは、常に斜めがけにしている。着替え等のはいった少し大きなバッグは、馬車の荷物棚。大きな荷物は馬車の屋根の上に置かれるが、乗客が少ないことと、あまり重さも大きさもないこと、そして女の子の荷物であること等から、馬車内に置かせて貰えた。

　出発時の乗客は、12名。王都からだから、多分これが今回の最大瞬間人数だろう。あとは、乗ったり降りたりで、少しずつ減っていくと思われる。

　私は、早速人の良さそうな商人らしき若い男性に話し掛けた。自分の設定は、新興貴族の領地に働きに行く、世間知らずの商店の娘。確かに私は、仕事をするために領地へ向かう、商店で働く少女である。噓うそは全くない。この世界の一般世間のことには詳しくないし。うん。







　子供とはいえ、可愛い少女に懐かれて話をするのは悪くない。自分の話を喜んで聞いてくれ、しかも、なかなかいい質問をしてくる。本当に自分の話に興味を持って真剣に聞いている証拠だ。

　理解力があり、頭の回転も悪くない。たまに自分も知らなかった知識や情報を喋しやべる。仕込めばいい商人になれそうだ。ああ、息子だけでなく、娘もいいかも。戻ったら妻と相談するか……。

　そう考えながら、まだ若い商人の口は緩み、話が弾む。その楽しそうな様子に、他の乗客達も会話に加わり、多くの情報が交換されていった。
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　ボーゼス伯爵領まであと２日。

　盗賊が現れた。

「滅多にいないのでは？」

「あ～、最近、増えたんだよ、帝国の敗残兵が各地に散って。

　帝国に戻ってもどうせ碌ろくな目に遭わないからと、この国に居残った徴募の農民とか、帰ると惨敗の責任を取らされて処刑されそうな下級指揮官とか、カネが貰えなかった食い詰めの傭よう兵へい崩れとかが、残党狩りの厳しい南方を避けて、北側に逃げてきたらしい」

「あ～。ま、滅多にない、ということは、たまにある、ということですしね」

　大騒ぎの他の乗客を尻目に、吞のん気きに話す、私と傭兵っぽい中年の男性。ちょっと渋い。

　私は、渋い中年が好みなのである。お父さんのような匂いがするから。

　……加齢臭ではない。纏まとう雰囲気のことである！

　私が落ち着いているのは、まぁ、いつでも転移で逃げられるから。男性が落ち着いているのは、『治外権の行使』があるからであった。

『治外権の行使』とは、傭兵と盗賊との間の暗黙の了解のようなものである。

　護衛の傭兵ならばともかく、たまたま居合わせただけの傭兵には、他の者を守る義理はない。契約もしていないのに、その場に居合わせたというだけで、いつも命懸けで人助けをしていては、命がいくつあっても足りやしない。また、盗賊側にとっても、護衛でもないのに傭兵を相手にしては被害が大きい。

　ならば、戦う理由のない傭兵と、碌にカネも持っていない強い傭兵と戦いたくない盗賊の、利害が一致する。その結果生まれたのが、「『治外権の行使』を宣言した、護衛任務を受けていない傭兵は、盗賊に手を出さない。そして盗賊も、傭兵には手を出さない」という、暗黙の了解であった。

『治外権の行使』を宣言した傭兵がいた場合、戦いにおいてはともかく、勝敗が決した後に無駄な殺害や遊びでいたぶられることがあまりないため、乗客や護衛の傭兵達にとっても、そう悪い話でもなかった。

　但し、だからといって、盗賊が女子供を連れ去ることを遠慮することはなかった。

　現在、乗客は私を含め９名。うち、人妻１名、若い女性１名、少女２名。

　ちなみに、御者は対象外である。盗賊は、御者と馬車本体には決して手を出さない。

　御者や馬車を大量に失うと定期馬車の運行が止まり、それでは困る国や領主が、大規模な盗賊狩りを行う。それに、馬車が通らないと、盗賊も生活が滞とどこおる。なので、御者は馬車の一部、人ではなく、いないものとして扱われた。当然、戦いには絶対関与しない。義憤に駆られてひとりの御者が手を出すと、全ての御者の安全が失われるのだ。絶対に手は出せなかった。




「私は戦います」

　妻子連れの農民風の男性が、そう言い切った。女性４人のうち、妻と娘、２人が男の家族なのである。妻子が自分の目の前で連れ去られるのを、黙って見過ごせるはずがなかった。たとえ自分が死ぬことになろうとも。

「私も戦います」

　やや年配の男性。

「子供も独り立ちしましたしね。家族を守り生きていくために、色々と悪いこともしてきました。そろそろ、少しは人のお役に立つことをしてみても、バチは当たらないでしょう。手持ちの財産を全て奪われるのも業腹ですしね」

「ありがとうございます……」

　農民風の男性……、もう、農夫さんでいいや、その人が、頭を下げた。

「私も、お手伝いします」

　若い商人さんは、なぜか私の方をちらりと見てから、そう言った。

「……私は嫌だ。カネと荷物を渡せば、危害は加えられないんだろう？　治外権行使の傭兵さんもいることだし。下手に抵抗すれば、降伏する前に、殺されたり大怪我させられたりするだけじゃないか。馬鹿馬鹿しい！」

　二十歳過ぎの男は、そう言って抵抗することを拒否した。別に悪いことではない。人間、自分が一番大切なのである。農夫さんも、自分の妻子が一緒でなければ戦いを拒否したかも知れないのだ。

　最後に、傭兵の男性が、農夫さんに向かって言った。

「なぁ、護衛を雇わないか？　今なら銀貨１枚にまけとくぜ」

「「「なっ！」」」

　漢おとこだねぇ。

　私は、口の端はを歪ゆがめて笑った。

「な！　治外権を行使するんじゃ……」

「それは、あくまでも『護衛依頼を受けていない傭兵』って条件が付くんだよ、若いの」

　狼ろう狽ばいする若い男に、そう言い捨てる傭兵さん。

　何か、傭兵って、いい漢多過ぎでしょ！

　それじゃ、ひとつ私も……。

「雑貨屋ミツハ。恋愛相談から領地経営まで、何でもお任せを。ちなみに、盗賊退治は銀貨１枚です」

　驚いて見つめる傭兵さんに、私はにっこりと笑いかけた。

　うん、渋いおじさんのお手伝いは、嫌じゃないよ。




　傭兵さんの得え物ものは、ショートソード。予備武器の短剣は、年配の男性に渡していた。うん、なんか、ただの平民っぽくないよね、この年配のおじさん。

　私は、肩にかけたバッグからハンティングナイフを取り出して、商人さんに渡した。ぎょっとした目で見られたよ。ナイフ道は淑しゆく女じよの嗜たしなみだよ。ナイフは女の子を美しく見せるんだよ！

　続いて、ガンベルトを出して、腰に着ける。93Ｒとリボルバーに、予備弾倉。今93Ｒに装そう塡てんしてある弾倉は、ホローポイント弾。魔物や、金属鎧を着けていない人間用。そのままでＯＫだ。

　リボルバーには、アーマーピアシング弾が装塡してある。アーマーとは言っても、鎧よろいのことではなく、ケブラー製の防弾チョッキのことなので、鉄の鎧を貫通するための弾というわけじゃない。まぁ、盗賊が身に着けている程度の鎧なら貫通しそうだけど。

　そもそも、鉄の鎧を着た盗賊というのは、殆ほとんどいないらしい。まぁ、重くて大変だろうからね、機動性重視の盗賊が使うには。

　そしてガンベルトを着けて完全装備となった私は、みんなに『何だソレ？』って目で見られた。

　農夫さんは、馬車から外はずした木の棒。力はあるけど戦いは素人、って人には、下へ手たに短い刃物を持たせるより、その方がずっといい。

　馬車の前後を塞ぎ、ゆっくりと近付いてくる盗賊は、全部で８人。傭兵っぽいの３人に、びくびくしてる初心者っぽいの５人。後者は、徴募された、元農民かな。

　我々戦闘組のうち４人も、馬車の外へ出た。商人さんは馬車の中に残る。最後の砦とりで、馬車に乗り込もうとした敵を倒し、女性陣が人質にされるのを防ぐ役割である。簡易階段を付けていない馬車に両手を使って乗り込もうとする無防備な相手であれば、素人にも充分な勝機がある。

　あ、そうそう、銀貨は農夫さんと若い女の人が１枚ずつ出してくれたよ。




「おとなしく金目のモノと荷物を置いていけば、危害は加えない。服も脱げ。下着だけは勘弁してやるよ」

　盗賊達のうちの、元傭兵らしき男のひとりが、にやにやしながら言った。

「あぁ、勿論、女も置いていくんだぞ。女は脱がなくていいぞ。まだ、な」

　下品な笑い。こんなのが傭兵とは認めない。私の隣に立つ、ちょっと渋い傭兵さんを始め、スヴェンさん達、そしてウルフファングのみんなを汚けがされたようで、気分が悪い。

　年配のおじさんや農夫さんに人を殺させるつもりはない。逆になる可能性が高いし。

　実質、傭兵さんと私のふたり対、８人。しかし、相手のうち５人は素人に近い。そして向こうの傭兵もこちらの傭兵さんも、実力は分からない。何か強そうだけどね、こちらの傭兵さん……。

　でも、実際はどうなるか分からない。

　数の差は、圧倒的に不利。そして、できればこちらからの攻撃は、相手が明らかな殺意を示す行動を見せてからにしたい。甘いのは充分承知しているけど、でもそれが可能だと分かっているから。

「そっちの傭兵さんは、治外権の行使か？　向こうに離れててくれよ」

　盗賊の言葉に、傭兵さんが低い声で答えた。

「……俺か？　俺は、雇われ護衛だ……」

『雇われ護衛』。その言葉は、私の頭の中で、別の言葉に変換されていた。

　用心棒、用心棒、用心棒……。

「なっ！」

　盗賊は慌てて飛び退さがり、剣を抜いた。傭兵っぽい３人は全員が剣、残りは剣３人に槍やりがふたり。

　ひとりが剣を抜いた時点で、私の交戦規定ＲＯＥにおける危害攻撃許可基準を完全にクリアしていた。

　パパパン！

　剣を抜いた男が吹き飛んだ。

「え……」

　突然吹き飛び、地面に叩たたきつけられた仲間。

　何が起こったのか理解できず、盗賊達は一瞬動きを止めた。

　そんな隙を見逃すようでは、とても一流の傭兵とは言えない。

　そして、男は一流の傭兵であった。

　ショートソードを抜き放ちながら盗賊に走り寄り、素早い一いつ閃せん。そのまま身体を回転させて、もうひとりに斬りかかる。強い！

　一瞬のうちに、敵の主力ふたりが無力化された。残りの５人は、混乱しつつも武器を構えている。

　槍はビギナーズ・ラックが怖い。なので、私は槍持ちを狙った。

　パパパン、パパパン！

　機関拳銃ベレッタ93Ｒの、３点バーストの連射音が響く。

　元農民とはいえ、あくまでも『元』。決して堕ちてはならないところまで堕ちてしまった今は、盗賊という名の殺人者だ。既に何人も殺しているだろうし、生きていれば、もっと殺すだろう。それは私の領地の領民であったり、大切な者であったりするかも知れない。ここで見逃すことは許されない。

　残りの剣持ちの３人は、傭兵のおじさんが一瞬で切り伏せた。

　それは、あまりにも一方的な勝利であった。







　ごとごと揺れる馬車の中で、私は農夫さん一家からボーゼス領のことを色々と教わっていた。農夫さんは、恩人に少しでもお返しをと、知る限りの知識を伝えようと頑張ってくれている。商人さんを始め、他の乗客達も色々と、裏情報まで教えてくれた。大収穫である。

　あの時、私は傭兵さん、年配のおじさん、農夫さんの３人に、私のことは喋らないようお願いした。そして皆は、黙って了承してくれた。傭兵さんとおじさんは秘密を守るのに慣れている感じだし、農夫さんは、命を懸けて家族を守ってくれた者の頼みを断るはずがなかった。

　他の者は、馬車の中だったので何も見ていない。ただ銃声を聞いただけで、何の音かも分からなかっただろう。そのため、盗賊は４人で協力して倒したということになっていた。

　ちなみに、倒したのは傭兵さんが５人、あとの３人がひとりずつということになっている。傭兵さんが倒した数は、事実通りである。

　馬車には、盗賊から回収した武器や金目のものが積まれていた。それらはいったん領主に届けて、確認後、届けた者に返却される。盗賊の武装レベルや正体……他国からの通商妨害ではないか等……を調べるための措置である。今回は、ほぼ帝国の敗残兵で間違いないと思われるので、おそらくその場で返却されるだろう。

　ボーゼス領の領都へは行かない私は、自分の分の武器の所有権を農夫さんに譲った。農夫さんは固辞したけれど、私は領都へは行かないこと、これから働きに行く普通の女の子がそんなものを渡されても困るということを強く主張して、押し付けた。

　農夫さんは、自分のものとなる剣と槍は売らずにおいて練習し、これからも自分の力で家族を守るのだと息巻いていた。そして奥さんと娘さんは、盗賊から自分達を守ってくれた夫を父を、尊敬と信頼の眼まな差ざしで見つめていた。

　二十歳過ぎの男は、昨日までは話相手になってくれていた若い女性に完全に無視され、汚物を見るような目で見られて落ち込んでいた。自分を見捨てて盗賊に渡そうとした男に微笑む女はいない。どこの世界にも。

　そして差し掛かった道の分岐点で、私は馬車を降りた。ここから、徒歩で自分の領地、ヤマノ子爵領へと向かうのである。他の乗客たちと手を振って別れた。若い男だけは、膝を抱えて丸まっており、手を振る様子はなかった。

　ちなみに、私のことがなぜ馬車の乗客にバレなかったのか。

　写真もテレビもネットもないこの世界では、情報伝達は非常に遅く、かつ不正確であり、情報の内容はどんどん歪んでいく。伝言ゲーム以上に。そのため、あの時王都の正門付近に居合わせた者以外には、帝国軍との戦いにおける私の姿も行動も、まるで異なって伝わっていた。

　更に、馬車の乗客の大半は当時王都にはいなかったし、王都にいた者も、スピーカーを通して割れて歪んだ大音量の声を聞いただけだ。姿を見た者も、その大半は、遠くからちらりと見た程度に過ぎない。

　銃声も、王都の中心付近まで届いたのは、擲てき弾だんと重機関銃、20ミリ機関砲等の音。それに較くらべると、拳銃の発砲音は可愛いものであった。更に、神兵達が持っていたのは、長い雷の杖つえ。私が持っていたような、ずんぐりとした塊かたまりではなかった。

　もしかすると、元帝国兵である盗賊達の誰かは気付いたかも知れないが、もはやそれを誰かに喋ることはなかった。





＊　　　＊　　　






　水行10秒陸行８日、かくしてヤマノ領に至る。

　いや、途中で小川を渡っただけですが。水行。

　ようやく、木々の隙間から領都が見えた。

　……って、二度と領都って言わないよ！

　田舎町ですらない。もう、村！　ただの村！　恥ずかしくて、領都なんて絶対言えない。

　仕方ない、町の名前で呼ぶか。

　とにかく、ここで一度自宅へ。８日振りだから、溜たまっているだろうなぁ、郵便物とかメールとか……。しかしその前に、まずはお手洗いとお風呂だね。





＊　　　＊　　　






　歩いて町にはいった。この先は少し進むとすぐに海に出るため、旅人が通りかかることなど滅多にない、行き止まりの町である。なので旅人が珍しいのか、ジロジロと見られた。

　あ、ワンピース姿の子供が、碌に荷物も持たずにひとりで現れたからですか、そうですか。

　お腹が空すいたので、食堂、というか、いかにも田舎町の定食屋でござい、という感じのお店で食事。情報収集のためもある。だから自宅では食べてこなかった。

　適当に定食を注文。その時に町の名前を聞いたら、『町』と言われた。そうですか、ミツハ式の命名ですか。『村』じゃありませんでしたか、そうですか。

　海が近いだけあり、定食のメインは魚。うん、いかにも『魚定食』って感じだね。感想、以上。

　小さな町の小さな定食屋だし、食事の時間帯を外れているため、他に客の姿はない。世間話にかこつけて前領主の評判を聞いてみるが、女将おかみさんの口は重い。

　まぁ、お家お取り潰しという不名誉だし、次の領主がどんな人物かも分からない。名を落とした田舎の貧乏領地に良い領主が来る可能性は低い。気安い者との愚痴や雑談ならばともかく、知らない者に話したいことではないだろう。なので、それ以上聞くのは早々に諦めて、領主館の場所を聞いて店を出た。

　領主館は、町の外縁部にあるお屋敷らしい。町は小さくて建物がまばらなため、少し歩くと、すぐに見えてきた。うん、領主館と呼ぶのは禁止しよう。恥ずかし過ぎる。

　まぁ、領主邸、あたりかな。さすがに、領主宅とか領主長屋とかは、悲しいものがある。

　荷物を背負ったまま、玄関へ。そして、割と立派なドアノッカーを叩いた。

「は～い、どなたですかぁ～」

　16～17歳くらいのメイドさん登場。

　うん、前領主は貴族籍没収で貴族家お取り潰しになったけど、別に使用人に責任があるわけじゃない。次の領主も使用人が必要だし、家臣ならばともかく、使用人を前領地からそのまま連れて来ることもできない。前領地の使用人は、そこに家族が住み、そこの領民なのであるから、置いて来なければならないのである。

　しかし、知らないところで一から募集しても、領主も使用人も勝手が分からない。そのため、自ら望んで去る者以外は、そのまま領主邸に残り、次の領主に仕えるのである。

　勿論、次の領主を見てから、自分に合わない、気に入らないと思った時は、その時に辞める。また、逆に新領主の方が、気に入らない使用人をクビにすることもある。一般的に、余りに「前の領主の時はこうだった」等と言う者は追い出される可能性が高い。

　まぁ、そういうわけで、使用人の大半がまだ残っており、私を迎えてくれるのであった。さすがに、前領主の家臣や係累の貴族等は残っていないが。

　とにかく、これは私の使用人である。少なくとも、現時点においては。

「あ、ミツハです」

「は？　ミツハさん？」

　分かっていないらしい、メイドさん。

「ここの領主になった、ミツハ・フォン・ヤマノです」

「え、あ、はい。え、えええ～～っっ！」

　うん、普通は、領主がひとりで歩いて赴任してきたりはしないよね。それが、12歳前後に見える女の子であるかどうかは別として。

「すぐに使用人全てを集めて下さい。皆さんに着任の御ご挨あい拶さつを行います」

「は、はいっっ！」

　メイドさんは、すっ飛んでいった。







「使用人の皆さん、私が新領主のミツハ・フォン・ヤマノ子爵です。領地の広さは変わりませんが、今日からここは男爵領ではなく、子爵領となります」

　使用人達は、驚いた様子。無理もないか。男爵家と子爵家では、文字通り、家格が違う。子爵家になったのであれば、給金の増額等、待遇の向上が期待できるし、『男爵家の使用人』と『子爵家の使用人』では、同じ使用人でも、やはり格が違うのだ。転職するにも結婚相手を探すにも、その名の威力は、テーブルナイフと新品のショートソードくらい違う。

　使用人達は、先日、国から新しい領主様が近々赴任されるという知らせは受けたものの、それがどのような人物かは聞いていなかったのである。爵位のことも、新領主の性別、年齢、外見等も。

　それは意図的なものである。使用人が事前に偏見や固定観念等を抱かないよう、新しい領主について事前に教えることはしない。全ては本人の到着後、本人を直接見てから考えれば良いことだからである。

　そのため、私の話を聞いた一部の使用人達は浮かれていた。

　子爵領への格上げ。温厚そうな少女領主。うまく煽おだてて取り入れば、甘い汁が吸える。そして、都合の良いことを吹き込んで操あやつれれば……。

「そういうわけで、よろしくお願いしますね。初めての領地運営で何も分かりませんので、色々と教えて下さい。なお、先程申しました通り、後日、皆さんおひとりずつ順番に、面接を行います。

　では、お仕事に戻って下さい」

　私は、挨拶を終えた。優しく、丁寧な言葉遣いで。

　優しそうな新領主に、安心し喜ぶ者。甘く見てほくそ笑む者。そして、領地の将来を憂うれえて顔を曇らせる者。おそらく、様々な思惑が、18人の使用人達の胸に渦巻いていることだろう。




　夕食。領主の食事に使用人が同席するはずもなく、私はひとりで食卓に座り、食事を摂とる。

　海辺の町であるが、並ぶのは肉料理ばかり。前領主一家の方針だったのだろうか……。

　私は、美お味いしいと絶賛しながら、残さずに食べた。普通は余って残るように出されるので、明らかに食べ過ぎである。

　入浴後、寝室に内側からカギをかけると自宅へ転移し、事前に用意していた小振りの段ボール箱を持って、すぐに領主邸の寝室へと戻った。それからカギを開けて寝室を出ると、屋敷のあちこちを見て廻まわり、使用人の勤務状況を見て激励し、寝室へと戻る。そしていつの間にか中身がかなり減った段ボール箱から色々な防犯装置を取り出すと、ドアや窓辺に設置した。







　ピー

　小さな電子音に、私は目を醒さました。ドアの前に設置した防犯装置のレーザー線を、何かが遮さえぎった時の警報音である。毛布の中でワルサーを握り、ドアの方に目をやると、昨日私を最初に迎えたメイドの少女の姿があった。

「おはようございます。もうお目覚めでございましたか」

「おはよう。昨夜はよく眠れたわ。朝食の用意は？」

　私は銃から手を離し、にっこりと微笑んだ。

　朝食後、再び屋敷を見て廻った。そして部屋に戻ると、施錠してドアの取っ手に布を被かぶせて鍵穴を覆い、ポケットから数個の電子装置を取り出した。

　秋あき葉は原ばらで購入した、超小型のボイスレコーダー。音を感知すると録音が始まり、最後に音を感知してから一定時間が経過すると停止する。先程別のものと交換して回収した、昨夜に仕掛けておいたものであった。

「さて、何がはいっているのかな……」

　私は、にっこりと微笑んだ。





＊　　　＊　　　






　ミツハは温厚で優しい領主であった。笑顔を絶やさず、使用人を労ねぎらい、ひとりで領内の漁村、山村、農村を回り、領民に声を掛けた。病弱なのか、昼間に床とこに就くことも多かった。

　そして一部の使用人達はミツハの様子に安心し、経費の水増し、商人との裏取引等を再開した。新領主の様子を確かめるまではと一時的に控えていたものを、堂々と再開したのである。また、部下や後輩に仕事を押し付けて仕事場を抜け出す者、村人の少女にちょっかいをかける者、屋敷の物をこっそり持ち出す者、等々……。

　危機感を抱いた執事がミツハに苦言を呈ていしても、ミツハはただにっこりと微笑んでいるばかりであった。

　真面目で誠実な執事は焦った。このままでは、一部の不心得者のせいで領内が乱れる。なんとかせねば……。

　そんなある日、ミツハはぽつりと呟つぶやいた。

「そろそろいいかな」

　そして、ミツハは再び使用人を招集した。







「……で、この６名は、本日付で懲戒解雇とします」

　使用人を招集したミツハの突然の解雇宣告に、名指しされた６人は激げつ昂こうした。

「そんな馬鹿な！　どうして私が！」

「いったい何の冗談ですか！　いくら子爵様とはいえ、理由もなく一方的に解雇などと！」

　叫ぶ使用人達に、ミツハは落ち着いた表情で、冷たく６人を見た。

「馬鹿？　馬鹿なのはどちらだ？」

「え……」

「馬鹿なのはどちらだと聞いている！」

　その男は、気弱で温厚だと思っていたミツハに怒鳴りつけられ、言葉を失った。

「ハンス。私は、ずっとお前の出す料理を褒めていたな？」

「え……、ええ……」

　料理長であるハンスは、戸と惑まどったように答えた。

「そう、私は毎日、美味しいと言っていた。すると、次第に味が落ちていった。普通、褒められれば、やる気を出して、より美味しくならないか？」

　黙り込む、料理長のハンス。

「なぜかな？　理由が分かるか？」

　しだいにハンスの顔色が悪くなる。

「それはな、私は子供舌でどうせ料理の味など分からないとでも思ったお前が、素材の質を落としたからだよ。そして、どんどん安物になっていく素材。でも、なぜか仕入れの代金は変わっていないんだよな。なぜだろうな？　不思議だよな、なぁハンス……」

　蒼そう白はくになり、黙り込んだハンス。

　次にミツハは、その隣の男に話し掛けた。

「なぁ、グンター。小麦の計算、おかしくないか？」

「え……」

「前回の納税の小麦、村からの納入量と、うちから商人への販売量、数字が変わってるよな。誰かが書き換えてるよなぁ。誰かなぁ、そんなことするの。誰も気が付かなかったのかな？　担当者、誰だっけ？」

「う……」

「そんで、ティルデ、一昨日の午後、雑役メイドに自分の仕事を押し付けて、どこへ行っていた？　我が家の香辛料をたくさん持って？　また、町の、あの妻子持ちの仕立屋のところか？」

　へたへたと座り込む、雑役メイド頭。

「お前達も、理由が聞きたいか？」

　温厚で優しく、気弱なお人好しと思っていたミツハの、態度も言葉遣いも一変した激しい追及。

　残りの３人に向かって放たれたミツハの言葉に、誰も言葉を返せない。

「私がなぜ子爵なのか、知らないのか？　別に爵位持ちの親が早死にしたってわけじゃない。自分でなったんだよ。私が初代。初代、ヤマノ子爵だ。舐なめるなよ！」

　睨にらみ付つけるミツハに、静まり返る室内。

「懲戒解雇だ。次の職探しには苦労するだろうな。さ、１時間以内に出て行って貰おうか。１時間経ってもまだ屋敷内にいた場合、子爵家への不法侵入で捕縛し処刑する。行け！」

　あたふたと、部屋から飛び出すように逃げ出る、６人の男女。ミツハはそれには構わず、側に立つ初老の執事に話し掛けた。

「すまんな、心配かけた、アントン。夜中の書類監査ももうやらない。夜はちゃんと寝るから、もう昼間にはベッドに入らん」

　そして、ポケットから取り出した数枚の書類を渡す。

「賄賂を使う商人だ、取引から外せ。あと、他の者の妨害をしている悪質な領民と、迷惑を受けた者。監視して対処しておいてくれ」

「ミ、ミツハ様……」

　執事、アントンの目に涙が浮かぶ。

「あと、雑役メイド長は、今日からケーテだ。しっかり頼むぞ」

　ミツハは、あくびをかみ殺す。

「悪い、アントン。昼間はもう寝ないと言ったが、あれは噓だ！　ちょっと寝てくる。

　あ、明日からいよいよ、我が子爵領の本格的な開発を始めるぞ。忙しくなるからな。じゃ、みんな、今日は御苦労だった。解散！」

　そう言うと、ミツハはさっさとその場から立ち去った。

　その場に残され、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ12人の使用人。

　新領主様のあまりの変わりように驚いたが、しだいに胸に湧き上がる、これは……。

　呆あきれ？　可お笑かしさ？　興奮？　興味？　わくわく？

　ああ、そうか。自分は今、わくわくしているのか。

　何か、面白いことが起こりそうな気がして。

　何か、楽しいことが始まりそうな気がして。

　少なくとも、明日は、今日より愉ゆ快かいな日になりそうだ。

　あれ？　何か、ロレーナがニヤついてる。

「ロレーナ、あんた、なに笑ってるのよ？」

「あんたも笑ってるじゃない！」

　え？　あはは、そうかぁ……。





＊　　　＊　　　






　子爵領で猫を被っている間、転移はしょっちゅうやっていた。部屋にカギをかけて閉じ籠もっている時、視察のためひとりで出歩いている時等、機会は充分にあったのだ。

　そして今日は、日本で雑用を済ませる日。領内の視察と称してひとりで屋敷を出た後、日本の自宅へ転移。そして子爵領の屋敷の私専用部分を近代化すべく、再び電機関連のメーカーと相談。

　まぁ、二度目なので話が早い。相手側の担当者も、大体は同じ人だし。あ、まずはメールと郵便物、と。

　え、みっちゃん、休みに帰省する？　うんうん。

　あ、腐女子店長さんからのメールだ。次の美少女の仕事はまだか？　うん、まだ。

　サビーネちゃんのドレスでも頼むかな。代金は金貨で。何か、円より金貨の方が喜びそうだな。

　ネットで大きなニュースは、と。

　え？　『遂ついにドラゴン発見される』って……。飛ばしのヨタ記事？

　ああっ、まさか!!

　慌てて傭兵団のところへ飛んだ。

　ウルフファングには、あれから数日後に金貨を支払った。その数、なんと６万枚。国庫からも貴族からも、思ったよりたくさん集まったので。勿論、大量のピンハネ済み。また一歩、野望に近付いたよ。貯金穴に大量投入した。

　で、浮かれていたところに、ウルフファングのみんなから『ドラゴンバスターと呼ばれたい』、『ドラゴンを公開したい』と懇願されて、私のことは絶対秘密という条件で、ＯＫしてしまったのだ。状況は適当にボカすということで。

　みんなは私のことを、あちらの世界の王女様で、魔法で世界を渡ることができて、この世界に来て知識を学んだと思っているらしい。

　あらゆる言葉を話せることから、翻訳魔法的なものを使用しているに違いない。ということは魔法が使える、つまり異世界人、と考えた模様。更に、見た目通りの年齢ではなく、実は数百歳である、とか……。

　惜しい！　見た目通りの年齢ではなく、ってところだけ正解。

　どうせ他の傭兵団とかに見せて自慢するだけかと思っていたら、えらいことになってる……。

　ベースに行って隊長さんに聞いたところ、現物はもうここには無く、大学の研究室に運ばれたとか。以前ウサギに興味を持っていた学者さんが置いていった名刺の連絡先に電話してやったら飛んで来て、現物見るなり、大興奮であちこちに連絡。あっという間に学者の群れが押し寄せたらしい。

　で、仲間内で事前に打ち合わせていた通りに説明。

　異世界の王女様に頼まれて、武器、車両ごと異世界に召喚。人々を守って魔王の軍団と戦い、勝利。その後、無事帰還。トラックに積んでいたドラゴンも一緒に転移していた、というものである。

　何か、本人達も半ばそれが真実だと思っている節ふしがある。噓を吐ついているという認識が殆どない。

　私のことは、世界間を自由に行き来できて、今でも時々来る、ということさえ隠せば問題ないという認識で、１回限りの異世界行き、ということになっているらしい。念のため名前も少し変え、『ナノハ王女』って。

　いや、砲撃とか、ちっこいとか、話し合いはせずにとりあえず撃つとか、確かに共通点はあるかも知れないけど……。誰か、ジャパニメーションマニアがいるだろ、オマエらの中に！

　で、そんなありきたりな、と言われても、現実にドラゴンの死体があるので、誰も反論できない。

　新作映画の事前ＰＲだと思った某ファンタジー小説専門の出版社が、盗作だ、版権侵害だと騒いだが、やはり現物があるため『フィクションではなく、現実の話』と言われては反論不能。

　まさか、映画化されたりしないよね？

　そして、話題性だけでなく、うろこの分析やＤＮＡ解析等、莫ばく大だいな利益になるかも知れない、とのことであった。

　あ、休暇中で参加できなかったふたりは、泣いて悔しがったとか。

　あまりにも可哀想だったので、依頼金は参加者で分配するのではなく、傭兵団の収入として、いったん全てを傭兵団の金庫に入れ、その後、団員に『臨時ボーナス』として支給するという形にしたらしい。これにより、不参加のふたりも、参加者よりは少ないものの支給金にはありつけたらしい。

　勿論、全額を分配したのではなく、数億円相当は団の金庫に残したらしい。武器や装備にはお金がかかるし、怪我や病気、年齢等により引退する者には、引退支給金も出してやりたいだろうしね。

　でも、支給金を貰ったふたりは、お金が欲しいんじゃない、竜殺しの名が、異世界が、王女様が、とうるさかったらしい。

　知らんがな……。







　ある日、来客があった。取り次ぎをした執事の話では、３人連れの男性とのこと。

　どうも王都関連のことを知って来たわけではなく、ただ単に、ひとりの新興貴族に会いに来ただけらしい。

　仕し官かん願いか賄賂か脅しか。会うか断るかどうしようかな、と思ったが、肩書きが科学者、傭兵、商人らしい。何かバラバラだ。それに、その肩書きだと、筆頭家臣にしろとか財務官になってやるとかではなさそうだ。せっかくわざわざこんな田舎まで来てくれたのだから、会うだけ会ってみるか。応接室へ通させよう。

　え、謁見の間？

　無いよ、そんなの。王宮じゃあるまいし。

　しかし、科学者、って……。私の頭の中の翻訳機、それで本当に間違いないの？




　応接室には、席についた私、執事のアントンさん、メイド長の３人。そして左右の壁沿いに分かれて並んだ、それぞれ３人ずつのメイドと男性使用人。客の身元が不確かなため、怪しい素振りがあればすぐに取り押さえる予定であり、そのための多人数配置である。

　勿論私は、念のためガンベルトを装備。脇のワルサーは、一瞬の抜き撃ちには不適なので。

　テーブルは大きいので、私と来客用の椅子との間には、抜き撃ちに充分な時間が確保できるだけの距離があった。

「どうぞ、こちらがヤマノ子爵閣下です」

　メイドに案内され、３人の男性が応接室へ通された。

「突然の訪問、まことに失礼、致し……」

　挨拶しつつ応接室に入ろうとした先頭の男性が、絶句して立ち止まる。

「おい、どうし……た……」

　そして、２番目の男性も。

　３番目の男性は、ひと言も発せず立ち尽くす。

「「ミツハちゃん！」」

「あれ、傭兵さんと商人さんじゃないですか」

　そろそろ名前を覚えてあげようかな。

「何で、ミツハちゃんが……」

「だって、私が子爵ですから。ミツハ・フォン・ヤマノ子爵」

「子爵令嬢、ではなく？」

「ではなく」

　絶句する３人。

「なら、なぜ乗合馬車に？」

「他に乗り物がなかったから」

「なぜひとりで？」

「家臣も部下もいないから」

「「「…………」」」




　その後、お茶とお茶菓子が出て、話はいきなり本題に。

「で、３人揃そろって、何の用件？」

「あ、馬車の関係でたまたま一緒になりましたが、私達はそれぞれ全くの別件です。仲間というわけではありません」

　商人さんの返事に、あとのふたりも頷うなずく。

　ああ、普通は伯爵領の領都まで行って休養し、身み嗜だしなみを整えてからこっちへ来るか。うちの町は風呂付きの宿なんかないし。それに、10日に１便の乗合馬車だと、新領主赴任の話を聞いて動いたなら、同じ馬車になるのが当たり前、だよね。馬車でも知り合いらしい話はなかったし。

「じゃあ、順番にお願いします」

「なら、私から……」

　私がヤマノ子爵本人だと聞き、最初は驚いたみたいだったけど、馬車で何日も普通に話をしていた私が相手なので、いつの間にか落ち着いていた商人さんが話し始めた。

「私、商人のペッツと申します。実はこの度たび、新領主様に商品流通のお話を致したく……」

　馬車ではずっと商人さん、って呼んでいたから、名前を聞くの初めてだよ。

　ペッツさんの話によると、前領主は、領内の生産物の対外販売は全て自分が仕切り、また、他領の商人が領内で勝手に商売することを禁じて、領内の現金が流れ出ることを防いでいたらしい。

　しかし領主が代わると聞き、ペッツさんは、この機会に新規販路を開拓すべく出向いてきたらしい。ヤマノ領だけのために遠路商品を運ぶのは採算的に苦しいが、ここは幸いボーゼス伯爵領に近いため、ボーゼス伯爵領への往復時に少し遠回りになる程度で済む。それくらいならば、新規販路を開拓するメリットの方が上回る、とのことであった。まだ若く、これからであるペッツさんは、ヤマノ領と共に、一緒に大きく成長していきたい、と考えているらしい。

　うんうん、成長するよ、うちは。

　よし、王都と繫つながる商人は必要だと思っていたんだ、人柄が信頼できるペッツさんに頼もう。

　え、私も王都の商人だろう、って？　いや、欲しいのは、この世界のものを扱う商人だから。私が地球のものをここと王都でやり取りして、どうすると。

「分かりました、ペッツさん。是非お願いします。できれば、帰りにはうちの領の商品を積んで、王都での販売をお願いしたいと思います。干物や塩漬けだけじゃないですよ。そのうち、新商品を開発する予定です」

「おお、それは願ってもない！」

「では、今はちょっと赴任したばかりで色々と勉強中ですので、数日後に再度お越し戴けませんか。その時に、詳細を相談しましょう。私も、それまでに使用人や村民に話を聞いておきますので」

「分かりました。では、しばらく村……町の宿に滞在しておりますので」

　あ、やっぱり『村』って言っちゃうよねぇ。

「次に、傭兵さん、お願いします」

「ああ。俺はヴィレム、知っての通り、傭兵だ。ちょっと街には居づらくなって、田舎でのんびりしたいと思ったんだが、俺は戦うことしか能がない。どうしようかと思っているところに、新興貴族の話を聞いてな。

　ボーゼス領を上回るド田舎、少ない人口、そして家臣も子飼いの騎士爵・傭兵もいない無防備状態。腕の立つ者なら、家臣や防衛戦力が揃うまでの繫ぎに雇って貰えないかと思ったんだ。なに、家臣にしてくれなんて贅ぜい沢たくな望みは持っていないから、安心してくれ」

　う～ん、正直だねぇ。でも、言ってることはその通りだ。今なら、私がいなければ、そこそこの人数の盗賊団に襲われただけで壊滅しそうだものね、この領地。早急に防衛力の整備が必要か。そしてそのためには、基幹要員が必要だ。

　うん、渋い中年は頼りになるからね。漢おとこ気ぎがあるし、ヴィレムさんは。

「分かりました。ペッツさんと同じく、数日後に」

「よろしく頼むぜ、子爵サマ」




「最後に、え～と、私を盗賊に渡そうとした人、お願いします」

「なっ……」

　驚く、私を盗賊に渡そうとした人。

　いや、他に呼び方が浮かばなくて。名前も職業も知らないし、『二十歳前後の人、お願いします』ってのはちょっと変だし。

　あ、執事のアントンさん始め、使用人のみんなの顔色が変わってる。殺しそうな眼で、私を盗賊に渡そうとした人を睨みつけてるよ。なんか汗びっしょりだな、私を盗賊に渡そうとした人。

「……ヨルク、です。科学者の、ヨルク」

　あ、そういう名前ですか。

「では、ヨルクさん、説明を」

　ヨルクさんが話し始める。

「私達は、王都で師・プラチドゥスの許もとで勉学と研究に勤いそしんでおります真理の探究者であり、科学者と呼ばれております。この度は、若き領主様が誕生されたと聞き、その柔軟な精神で新しき学問への御理解を得、我が学派への御支援を戴きたく、師に命じられ参上致しました次第です。

　我がプラチドゥス派の英知の一端にお触れ戴くべく、しばらくの間、私を客員講師として置いて戴きたく……」

　ふうん。

「英知の一端、とは、例たとえば？」

　私の問いに、ヨルクさんはしばし考えた後に、自信たっぷりに話し始めた。

「例えばですね、もし、私が『この世界は、太陽が地面の周りを回っているのではなく、大地の方が回っているのだ』と言ったら、どう思われますか？」

　ドヤ顔ですか。

「ああ、地動説ですか。大地は球形であり、自分が回転、つまり自転することにより昼夜が訪れる、と言いたいのでしょうか？　そんなの、当たり前じゃないですか」

「なっ！」

　驚きの声を上げる、ヨルクさん。

「他には、何か？」

「で、では……、虹がなぜできるかを……」

「空に浮かんだ小さな水滴にはいった光が、色によって曲がり方が違うので色別に分かれるとか？　だから、雨上がりで陽が差した時にできるのでは？」

「な……」

　脂汗が止まらないらしい、ヨルクさん。

「それだけ？」

「ぐ……、ならば、月が日々姿を変え、欠け減っていくのに、再び蘇よみがえるという謎を……」

「あ～、本当に欠けて減ってるわけじゃなくて、月は大地の周りを回っているから、太陽に照らされた部分のうち大地から見える部分が変わって、満ち欠けを繰り返しているように見えるだけでしょ？　もういいよ、時間の無駄だから」

「そ、そんな、そんな馬鹿な……」

　頭を抱えて蹲うずくまるヨルクさん。何か、馬車の中でもそんな感じだったよね。

「そもそも、女性や他の乗客を見捨てて自分だけ助かろうとするような人の教えなんか、受けたくないですよ。何か、自分も汚くなりそうで」

　そう言うと、私はメイドを呼んだ。

「お客さんが、おひとりお帰りよ。外へお連れして」




「あんたが、びっくりするほど物知りだってのは分かった。それは、よ～く分かったんだが……」

　ヴィレムさんが、しみじみとした様子で言った。

「容赦ねぇな、えげつないほどに！」

　ペッツさんが、こくこくと頷いていた。

　いやぁ、そんなに褒めても、何も出ないよ！

　数日間待って貰うのは、もちろん、大掃除が終わるのを待つためであった。
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　使用人の大掃除が終わったあと、私は、一挙に行動に出た。

　まず、私の私室への、絶対立ち入り禁止令。

　普通の書類仕事をしたり、使用人や、そのうち雇用するであろう部下達に指示を出したりするために、執務室は勿論そのまま使い続ける。しかし重要な書類仕事や、地球から持ち込んだパソコンで行う作業等を考えると、保全環境は必要だ。

　それに、身の安全のこともある。

　６人の『害を為す者』を追い出したが、それはすなわち、『６人の、私に恨みを持つ者を野に放った』ということでもある。逆さか恨うらみで、賊や間諜の手引きをしたり、情報を流したりするかも知れないのだ。

　また、残った使用人も、今はまだ裏切っていない、というだけで、今後、お金の誘惑や、家族を人質に取られて、ということもあるかも知れない。

　そのため、私室にパソコンその他の『この世界の者には秘密にするもの』を置き、防犯設備でガチガチに固める。夜も安心して眠れるように。

　そうすると、必然的に、私以外は誰も入れることはできなくなるというわけであった。

　自室の掃除くらい、自分でできる。メイド達にかなり食い下がられたが、そう言って突っぱねた。

　そして、次に、住環境の楽ちん化。

　しかし、風呂も調理器具も貯水タンクもポンプも、日本から持ち込む必要がなかった。

　うん、全部使用人がやってくれるからね。

　え、持ち込んでもいいのでは、って？

　そうしたら、それを担当している使用人が不要になって、クビになっちゃうでしょ。それこそ、『何も悪くない、真面目に働いていた人』が。

　自分の我わが儘ままで、自分の領地に不必要に失業者を増やしたくないよ。

　で、結局、自室の防犯設備、ＡＶ機器と小型冷蔵庫、ＬＥＤのライトスタンド、そして扇風機や電気ファンヒーター等のための発電システムを設置するぐらいに終わった。エアコンは断念。

　そして、人員の補充。

　使用人の３分の１を解雇したので、人員不足。防衛要員も必要だし。

　雇用は領内からかな。他領の領民を勝手に引き抜くわけにはいかないし、王都とかの自由民だと、すぐには間に合わない。執事さんと色々相談してみよう。

　新規に雇うのは、とりあえず、信用できそうな者を数名。そのうち増やしていく予定だ。これから色々と手を広げていくからね。王都でも、専門知識のある人とかを募集しよう。

　食事の方は、料理長を追い出したけど、若い料理人がひとり残っているから、それで良し。

　前領主の時は、料理長が領主一家の料理を担当。若い料理人さんは、その下した拵ごしらえや、使用人達の食事を主に担当していたらしい。

　いや、ひとりでいいよね、料理人。使用人達は、一度に食事するのではなく交代で食べるから、ひとりでも対処できるはず。私は、豪華で品数の多い、大半を残すような食事は要いらないからね。

　と、あれこれ考えていたら、来客。

　うん、傭兵さんと商人さんだ。

　忘れていたわけではない。多分。







「長い間待たせてごめんなさい。商人や傭兵にとっては、『時は金なり』なのに……」

「いえいえ、滅相もございません。これからのことを思えば、数日お待ちするくらい……」

「ああ、その通りだ」

　私の言葉に、そう返してくれるペッツさんとヴィレムさん。

　では、仕事の話と参りましょうか……。




　ペッツさんとは、取り扱い品目や税について相談。

　税は領地によって異なる。交通の要所とド田舎では条件が異なるから、当たり前か。

　ここは、うちと条件が近くて善政と言われているボーゼス伯爵領を参考にして、それよりちょっぴり優遇、というのがいいかな。販売額の２割、ってとこか。遠隔地ほど輸送費がかかって商品価格が高くなるし、まだ領民の購買力が弱いし……。

　交易ルートは、王都からボーゼス伯爵領、そこからヤマノ領に回って、王都へ。

　当然、その途中にある町や村にも寄るから、うちに来た時には、王都からの商品のうち、めぼしい物は売れてしまっており、売れ残りと、空いたスペースを埋めるために途中の町で仕入れた物が少しある程度、という状態。

　帰り道でも同じ町を通るので、王都で販売する商品を仕入れるのは、帰り道になる。無駄な距離を運ぶ必要がなくなるし、傷みも少なく、盗賊に襲われた時の被害も少なくなるので、当たり前だ。

　いい品をうちの領まで持ってきて貰うには、『その方が儲もうかる』ということにならないと難しい。高くしても売れる、とか、税がかなり安い、とか。

　税は、あまり安くすると領の税収が上がらないし、一応は他領との兼ね合いもあり、あまり無茶なこともできない。う～ん……。

「持ち込み・販売税２割。売れ残って持ち帰りたくない商品は、うちで預かって委託販売、ってのはどうですか？　販売はうちの店でやるから、店舗も人員も必要なし、経費負担ゼロ、ってことで。

　それと、うちの秘密工房で作った工芸品とかを回しますよ、儲かるの間違いなし、ってやつを。何なら、こっちも委託販売にしてもいいですよ。ペッツさんが手数料を取る、って形で」

「え……」

　私の提案に、驚くペッツさん。そりゃ、こんな好条件だと驚くか……。

　ボーゼス領より安い税も勿論だけど、売れ残りが余分な経費ゼロで全て現金化できる、というのは、結構魅力的なはず。

　何しろ、往路で売れなかった品だ、僅か数日後に同じ町を通っても、売れる可能性は低い。復路では、王都で売る物をたくさん積みたいはず。王都で仕入れたものを持ち帰っても意味がない。

　商品を全て引き取って貰えるなら、売れ残りを警戒して商品を少なめにする必要はなくなる。ならば、やや高額な品も、ボーゼス領やヤマノ領まで届くだけの充分な量を積んで、王都を出発できるだろう。しかも、手数料無しでの委託販売。タダで支店が手に入ったようなものだ。

「ぜ、是非お願いします！」

　ペッツさんは、即答で了承してくれた。

　うん、秘密工房、ってのは勿論噓で、１００均あたりの商品を、雑貨屋ミツハの商品と被らないようにして回す予定だ。これで充分な収益が上がれば、ヤマノ領に来る価値が激増、訪問回数が増えたりするかも知れない。

　但し、これは一時凌しのぎだ。私がいなくなっても回るよう、早急に『本当にこの領地で作られた、魅力的な商品』を開発しなきゃ……。あ、まずは領主直営のお店を作るのが先か……。

　あとは、うちの領地まで持ってきて欲しい物、つまり注文の品に関する打ち合わせや、とりあえずの来訪頻度の相談等。このあたりは、執事のアントンさんや他の使用人達、町の人達の意見も聞きたい。それらは後で別途調整、ということで、次は傭兵のヴィレムさん。

「どれくらいの防衛兵力が必要ですかね？」

　私のあまりに率直な質問に、苦笑いのヴィレムさん。

「いや、それは攻めてくる敵次第だから、何とも言えないな。ただ、地理的に、ここは他国が攻めてくるような場所じゃない。だから、対象は小規模な魔物の群れから大規模な盗賊団まで、ってことだ」

　う～ん……。ヤマノ子爵領の人口は、町が２６０、農村が３つで計２９０、山村が２つで計79、漁村が１つで47、合計６７６名。子爵領としては、かなり少ない。いや、自分で望んだんだけどね。元々は男爵領だし。

　それを守るには、どうすれば良いか……。

「どこかから連れてくるべき？　それとも、領民から募集した方がいい？」

「う～ん、王都とかで雇うと、遠くの田舎領だから高くつくからな……。家族持ちとかは嫌がるだろうし。それと、そもそも、それだと忠誠心に問題がある」

　ああ、いざとなったら簡単に逃げ出す、とか、守備兵力として雇った者達がそのまま盗賊になる、とかか。このあたりだと、領主一家を皆殺しにして、有り金全てを奪って逃げても、なかなか捕まらないだろうし。なにせ、写真も新聞もテレビもないからね。多分、まともな捜査もされないだろう。

　よし、領内養成か！　雇用促進にも繫がるしね。ヴィレムさんに鍛えて貰おう。

　でも、新人が使い物になるまでの備えは必要かな……。

　あ！　閃ひらめいた！

「ヴィレムさん、ヤマノ子爵領領主軍の指揮官として雇用します。

　予定する総兵力は、常備兵が指揮官以下５名。あとは、領民の中から常時36名を召集して、家業と兵役を兼業させます。これを随時入れ替えて、兵役に適した男性約２００名全員を、ある程度は戦えるように鍛えて下さい。

　そしてその後、見込みのありそうな者を何人か、常備兵に選抜します」

「え……」

　驚くヴィレムさん。

「ヴィレムさんには、基本的な武器の扱い方は勿論ですけど、その前に、主に体力的な面とか、兵士としての精神的な面とかを鍛えて戴ければ、と」

「あ、あぁ……」

　ヴィレムさん、なんか少し動揺してる？

　うん、うちは国民皆かい兵へいで行こうと思う。

　領民が少ないのに、大勢の常備兵なんか維持できない。かといって、僅か数人の兵士では、防衛戦闘どころか警備のローテーションも回せない。

　そこで、交代制で『家業と兵役を兼務する期間』を割り振ることにした。対象者は、兵役適齢期の男性で、家族に病人等を抱えておらず、本人が少し抜けても家業に大きな影響がない者。ひと期間が過ぎれば、次のグループと交代。

　これならば、生産に大きな影響は与えないだろう。自宅からの通いなので、領主側の負担も少ない。昼飯は腹一杯食べさせてあげるけど。

　徴集した36名の一般兵を、９名ずつの４つの分隊に分ける。

　各分隊は、３名ずつ３班に分かれて行動したり、２名ずつ４班に分かれて、あとの１名が分隊長としてその４つの班を指揮したり、と考えている。そしてそれらの上に、４名の士官。更にその上、トップがヴィレムさんね。

　女性陣も、希望者には武器の扱いを教えるつもりだ。積極的に戦いに出るわけじゃなくても、この世界、女性も自衛手段を持っていた方がいいからね。

　あ、『国民皆兵』と言えば、何か好戦的みたいだけど、あの、平和の象徴みたいに言われている永世中立国のスイス、あそこも国民皆兵なんだよね。男性は武器の訓練が義務付けられているし、各家庭には銃が保管されていて、いざという時には数十万の兵士となって召集されるの。かなりの軍事国家なんだよね、スイスって。軍事産業も多くて、武器をどんどん輸出してるし。

　時々、変な人が『日本も、スイスみたいな中立で平和な国に！』なんて言ってるけど、スイスは武装中立であって、ガチガチの武力で『ウチに手を出すなよ、ゴルァ！』って国だからね。日本にもスイスの真似させたいなら、まず国民皆兵の徴兵制にして、各家庭での武器の所有を許可して、軍需産業を育成しなきゃならないんだけど……。今の方がずっと平和じゃないの、日本って。




　あ、まず、戸籍を作らなきゃ……。

　兵役もだけど、課税、福利厚生、何をするにも、まずは戸籍管理からだよね。持ち込んだノートパソコンがあるから、７００人弱くらいの管理なら、大した手間じゃない。

　勿論、万一に備えて、紙媒体にも出力しておくよ。

　あと、そろそろ一度王都に戻って、お店のこととか、あの件とかを片付けないと……。それと、日本に戻って、早急に始めたいことがあるし……。

　ああ、忙しい！

　のんびりやっていくはずが、どうしてこうなった！

　自業自得ですか、そうですか……。





第十七章　ブログ







　21時30分。大おお月つき総合病院夜間待機室。

「何だ、夜間待機中なのに、症例の勉強か。しかし、勉強熱心なのはいいが、いつ急患が来るか分からないんだから、休める時には休んでおくのも、仕事のうちだぞ」

　待機中なのに、症例写真らしきもののプリントアウトと医学書を見み較くらべて勉強している研修医を見て、内科部長の西にし村むら修しゆう平へいは、笑いながらその研修医、石いし井い裕ゆう太たの肩を軽く叩たたいた。

「あ、部長……。いえ、ちょっと知人が面倒見てる子が病気らしくて、写真送ってきたもんで……」

　石井の返答に、西村は、今度は平手で石井の頭頂部を軽く叩いた。

「笑えん冗談は言うな。病院で、それは不謹慎だぞ」

「え？」

「そんなはずがないだろうが。それ、何の病気かまだ分かってないのか？　そんな状態で放置されている患者が、日本にいるものか」

　笑いながらではあるが、西村のその指導に、石井は真顔で尋ねた。

「部長、これ、何の病気ですか！」

「教えたら、お前の勉強にならんだろうが」

「お願いです、教えて下さい！　だって、これ……」

　石井は、まだ小さな子供の身体の一部が拡大された写真画像の、その左下に写った漫画雑誌を指差した。

「昨日発売の雑誌です」

「来い！」

　西村は顔色を変えて研修医石井の腕を摑つかみ、部長室へと引っ張っていった。

「どういうことだ。説明しろ！」

　西村の剣幕に、石井は普段ならば萎縮してしまうのだが、今はそれどころではなかった。

「ブログです。僕がよく覗のぞいているブログに掲載されていたんです。誰かこの症状について教えて欲しい、と。証拠に、発売されたばかりの雑誌を写し込んで」

「これでそこを出せ！　病院のシステムとは物理的に完全に切り離された、情報収集や、業者や研究者とのメール連絡に使うだけの端末だ。ウィルス対策もしてある。構わんから使え！」

　石井は、キーワード検索を使って馴な染じみのブログをヒットさせる操作を行いながら、西村に尋ねた。

「で、部長、あの病気は……」

　西村は、画面を見つめたまま答えた。

「……炭たん疽そ病だ」

　ようやくそのブログが表示された。

『みんな助けて！　子爵領経営記』

（ふざけたタイトルだ。何が子爵領だ！）

　西村は、むかつく心を抑えつけた。

「どこだ」

　石井は、相談コーナーで赤字で点滅する『緊急相談』をクリックして、そのページを表示させた。

　子供の肌に広範囲にできた、ニキビのような発ほつ疹しんと、黒いかさぶた。

　説明文には、『高熱と咳せき。息苦しそうな様子』と書かれている。更新時間は、２時間前。

（クソが！　冗談だったなら、ぶん殴ってやる！）

　西村の怒りが、大きくなる。

「連絡取れるか」

「相手がパソコンの前にいれば。そしてメールを待っているか、着信アラートのソフトを使っていれば、すぐに伝わります。返事は、こっちのアドレスを教えないと来ません。

　今までブログに書き込んでいただけで、個人情報漏らしたくないので、メアドは教えていません」

「やれ。このアドレスを使え、急げ！　本文は俺が打つ」

　返事はすぐに来た。

『書き込みは全て真実。すぐに行きます、場所を教えて下さい。薬の用意をお願いします。　子爵』

「すぐに行くだと？　お互い、どこの県かも知らないのに……」

　ぶつぶつ言いながらも、西村は住所と病院名を打ち込んだ。

　すぐにまた返信が来た。

『場所は把握しました。５分後に急患窓口前へ。薬と投与法のレクチャーをお願いします』

「ばっ……。５分だと！　何をいったい……」

（馬鹿にしているのか！　しかし、万一……）

「くそ、くそっ！　石井、ペニシリンとテトラサイクリン、急げぇ!!」

（絶対に噓うそだ。担がれて、いいように振り回されてる。分かってる。しかし、しかし、また子供が……）

「何してる、行け！」

　石井は走った。病院内で、全力で。




　そして７分後。西村と石井は、荒い息を吐つきながら急患窓口の前へ到着した。

　そこには、ひとりの少女が立っていた。

「ミツハ・フォン・ヤマノ子爵です」

　少女が僅か数分で来られたなら、患者もすぐそこだ。奇跡か偶然か！

　しかし、西村がすぐに案内するように言っても、少女は頑かたくなに首を横に振る。

「ふざけるな、そんな場合じゃないんだ！　死ぬぞ！　時間との勝負だ！

　それに、患者も診みずに、素人に薬を渡せるか！　注射なんか、医事法違反だぞ！」

「法律は大丈夫です。日本の法は届きません」

「何を……」

　少女は聞かない。そして投薬量と、こともあろうに、注射の仕方を教えろと言う。明らかに、ずぶの素人だ。14～15歳では、それも当然だ。

　数分の押し問答の末、涙を滲にじませる西村に、とうとうミツハと名乗った少女が根負けした。

「秘密は守って戴けますか？」

「……守ろう」

「何に誓って？」

「……私自身に」

「分かりました。一緒に行きましょう」

　次の瞬間、そこには誰の姿もなく、少し風が吹いていた。







「ここは……」

　さっきは、確かに病院の急患窓口の前にいた。間違いなく。

　倒れて気を失っている間に運ばれたか？　しかし、自分は立っている。そして横には、石井とあの少女。

「こっちです」

　考えるのは後でいい。今は、為すべきことを。

　手にした医療鞄かばんを握り締めた。

　黙って少女について行くと、一軒の粗末な家へと案内された。中に入ると、ぼろぼろの木のベッドと、その上に寝かされた幼い少女。その横には、看病に疲れたのか、椅子からずり落ちかけた恰かつ好こうで眠る、母親らしき者の姿があった。

「石井、来い！」

　助ける。今度は、絶対死なせない。










　……あれは夢だったのか。

　今でも、そう思う。

　そしてカーソルを動かし、クリックした。

『みんな助けて！　子爵領経営記』

　クリック。

　点滅する項目はない。

『病気相談』

　クリック。

『身体が重くて、すぐに息切れがする　相談者　肉屋のボリスさん』

　またコイツか。回答を書き込む。

『メシを減らせ。運動しろ。走れ　回答者　マッコイ』

　太り過ぎだろ、コイツ。最初は病気かと思ったが、体重１２０キロだと。クソが。オークの肉喰くってるって、お前、共食いだろ、それ。

　２つ戻って。

　もう何十回もクリックした項目。

　クリック。

『お礼コーナー』

【順調に回復に向かっています。ありがとうございました】

　そして貼り付けられた、幼い少女の写真。

　そろそろ仕事に戻るか。

　あ、その前に、『海産相談』の、『カンブリア紀みたいなの獲れたんですけど』に書き込まないとな。昨夜考えた新しい料理法、絶対いける！
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　私は、ブログを立ち上げていた。

『みんな助けて！　子爵領経営記』

　そう、領地の経営を、使う機会もないのに無駄知識を蓄えているオタ……げふんげふん、豊富な知識を持つ専門家達に助けて貰もらうためのブログである。

　18歳の若造ひとりでは、いくら多少の現代知識があろうとも、できることは限られている。

　そりゃ、ネットで調べれば、多くのことが分かる。でも、文字だけの、真偽も不確かな情報だけで領民の生命財産に関わることを判断するのはリスクが大き過ぎるし、本当にそれをやってみた経験者でないと分からないことも多い。

　それに、調べれば分かる、とはいっても、そもそも、何も知らなければ調べようもない。名前も存在も知らないことを、どうやって検索すれば良いというのか。

　そこで考えたのが、このブログである。

　異世界の子爵領領主様になりきっての、経営相談。

　きっと、オタ……豊富な知識を持った人達が、色々と知ったかぶり……的確なアドバイスをしてくれるに違いない。そしてそれをヒントにして、更に自分で確認して裏を取り、経営に役立てる。

　うん、完璧の母！

　みんな、あくまでも『冗談の、お遊びブログ』だと思い、まさか本当のことだとは考えもしないだろう。そして、『お遊び』だからこそ、真剣に、そして自由な意見を出してくれるはず。

　遊びだからこそ、真剣。ふざけて手を抜いた遊びなど、面白くも何ともないから。

　……で、最近、特に頻繁に有益なアドバイスをしてくれる人達を、領地に招こうかと考えた。

　知識豊富で、誠実で温厚な４人の常連さん達。

　私の個人情報は一切漏らしていないし、他の者に話したとしても、異世界に行ったなどという荒唐無稽な話を信じる人達もいないだろう。その元ネタがおふざけブログとなれば、なおのこと。

　みんな、自分の信用を失い変人扱いされる危険を冒すような人達ではないし、そもそも、秘密厳守をお願いすれば、それを守ってくれそうな人達ばかりだ。もし約束を破られても、写真も証拠物品の持ち帰りも禁止するし、アクセス禁止にして接触を断てば済む。

　なぜ、わざわざ異世界のことを教えるか？

　そろそろ、本気で、突っ込んだ部分まで協力してくれる人達が欲しくなったのだ。冗談半分のお遊びの域を超えた、少々時間を取らせる協力を。そのうち、報酬の支払いも考えている。

　次の３連休あたり、いってみるか……。
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『残念！　それは私の黄銅鉱さんだ！　というわけで、金鉱石ではありません。金の鉱石なら１個、銀の鉱石なら５個集めると、お餅屋の缶詰が貰えないよ！』

『鉱業相談』の、『金鉱石っぽいの見つけた！』に、残念なお知らせを書き込んだ。うん、鉱石と木材の事なら任せとけ！

　しかし、このおかしなブログ、『みんな助けて！　子爵領経営記』を見つけてから、しばらく経つよなぁ。

　最初は、女の子っぽい文章で『突然子爵になって、領地経営をしなくちゃならなくなりました。皆さん、助けて下さい！』ってのから始まって、稲を植えたい、海産物で儲もうけたい、貴金属はどこで採れる、と、まぁ、厨ちゆう二に病びようの夢いっぱいの架か空くう経けい営えい譚たんだったんだよなぁ。

　で、ネタが結構よく考えられていて、妙にリアルで。みんな面白がって、専門家とかがアドバイスすると、その結果報告がまた、専門家が感心するほどリアルで、その道のプロの人が『あ～、そこ勘違いしたかぁ！　ああ、素人ならそう間違うこともあるか、確かに！』って驚くくらい、まるで本当に試したかのような報告。添付される写真も凄い出来で、ＣＧ加工のプロが絶賛してたくらいだ。もう今では、みんな子爵領が本当にあるものとして書き込んでいる。

　緊急イベントもある。『病気の女の子を助けて！』とか、『助けて！　稲に害虫が!!』とか。いや、多才な人だよな、子爵様。

　と、そのブログの常連としてよく書き込んでいたら、招待された。

『いつも、チートな発展を目指す子爵領を助けて戴き、ありがとうございます。この度、２週間後の３連休に、小規模オフ会として、特によくアドバイスを戴きます４名の方を我が子爵領に御招待したいと思います。領地をその眼で直接見ることにより、以後のアドバイスの参考として戴ければ幸いです。

　なお、２泊３日を予定しております。準備して戴くものは、洗面具と期間中の替えの下着のみで結構です。その他は全て当方で用意致します。衣服の準備の都合上、普段ご着用の衣服のサイズをお教え下さいますようお願い致します。

　集合：土曜１３００　解散：月曜１３００』

　なにコレ～！

　勿もち論ろん行くよ。

　子爵領うんぬんはともかく、全部向こう持ちで、２泊３日の遊びに連れて行ってくれるっていうんだから。温泉旅行とかかな。引退した金持ちが、過疎の村で小さな田畑やってるとか。それで、我が領地、とか。

　それに、ハンドルネームしか知らない常連さん３人と、あの子爵様に会えるなら、それだけでも行く価値はある。

　本人含めて５人分の２泊３日の経費を全て負担とか、かなり裕福な人なのかな、やっぱり。

　まぁ、あのＣＧ加工を見ただけで、カネの掛け具合が分かるよなぁ。そんなカネかけてる楽しみを、つまらないことで台無しにはしたくないだろうから、すっぽかされて放置、なんてことはまずないだろう。

　年配の女性か、定年後の、時間とお金に余裕のある初老の男性か……。いったい、どんな人が子爵様なのやら……。
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　土曜１２５５。某デパート屋上、遊戯ランド。

　そこには、４人の男女が集まっていた。


　マッコイ　初老の男性　『病気相談』常駐




　ヤマ王　　26歳男性　　『鉱業相談』、『林業相談』常駐




　ヒモノ　　27歳女性　　『海産相談』常駐




　エンドウ　23歳女性　　『農業相談』常駐



　何となく、４人全員が、『あ、この人達が参加者だ』と察して、自然に集まってきたのである。

　最初は、この中の誰かが子爵様かと思ったが、どうやら全員招待客らしかった。

　そして、１２５９　50秒。

「皆さん、ようこそお集まり戴きました。ミツハ・フォン・ヤマノ子爵です」

「「「美少女、キタ～～!!」」」

　既に面識のある、マッコイこと、医師の西村修平以外の３人が、奇声を上げた。

「この場所にお集まり戴いた理由は、ここにはいつも人が殆ほとんどいないこと、そして大型遊具で視界が遮さえぎられる空間が多いためです」

　そう言って、ミツハはみんなを遊具の陰へと誘導した。マッコイだけはこれから起こることが予想できていたが、他の３人は意味が分からず、半信半疑でミツハの後に続く。そして皆の姿が遊具の陰に完全に隠れた時。

　そこには誰もおらず、ただ弱い風が吹くのみであった。







「ようこそ、我がヤマノ子爵領へ！」

「「「えええええええ～～っっ!!」」」

　まさかの、本当の子爵領行きに大騒ぎのマッコイ以外の３人であったが、しだいに落ち着き、ミツハに尋ねた。

「も、もしかして、私がアドバイスして計画されたあれ、あの新方式の水田と畑、本当にここにあるんですか！　報告の通りの状況で、ＣＧ写真のままの姿で！」

「写真はＣＧじゃなく普通のデジカメで撮ったやつですけど、ええ、山側の平野部に……」

「ふ、フネ！　小型万能網漁船は！」

「試作中ですけど、漁村の仮設造船場に。ちょっと行き詰まってまして……」

「何が問題なの！　フネはどこ！　どこにあるのよ!!」

　興奮につばを飛ばしてミツハに摑みかかる、女性陣。それに対し、男性陣は。

「はは……。僕の担当の方は、鉱山があるわけじゃなし、木材加工も大きな機械がないと難しいし……」

　ヤマ王こと、青あお木き智とも也やの肩をぽんぽんと叩いてやる、マッコイこと、西村修平。

　その時、遅れる母親を置いて駆け寄ってきた幼い少女が、マッコイの足に飛びついて、ぎゅっとしがみついた。

「え？　何を……」

　驚くマッコイに、ミツハが微笑みながら告げた。

「マルグリットちゃん。あなたが救った命ですよ、ドクター・マッコイ」

　ようやく追いついた母親が、マッコイに何度も頭を下げた。

「ああ……」

　マッコイの顔が上方を向く。

「あああ…………」

　その頰ほおに、涙が伝い。

「あああああああ！」

　しゃがみこみ、少女を抱きしめる。

　娘。助けられなかった、私の娘……。

　マッコイの嗚お咽えつが続く。

「え？　何もないの、僕だけ？」

　落ち込む、ヤマ王。

「ヤマ王さん、今から山へ行って、鉱石探査と木材調査をお願いします」

「え？」

「炭焼き小屋と、たたら製鉄とかができないか、という調査も」

「えええ！」

「玉たま鋼はがね、ってのも」

「えええええ！」




　遠方の者のことを考えて、昼過ぎ集合、昼過ぎ解散で計画したため、夕暮れになるのは早かった。

　田畑を走り回り、問題点を調べるエンドウ。造船が頓とん挫ざしている新型船を前に、ミツハの通訳で怒鳴りまくるヒモノ。あの体重１２０キロの肉屋のボリスのところへ、通訳のミツハを連れて殴り込むマッコイ。ヒモノには、まだ海産物加工の確認と、貝類、海藻類で見込みのありそうなものを見て貰わなければならない。そしてヤマ王は山へ。

　もう完全に真っ暗になった頃、ようやく５人は子爵邸へと帰還した。

　風呂にはいり、出された衣服に着替えると、懇親会が始まった。

　お酒を口にするミツハを見て皆が止めようとしたが、ミツハが『ここでは15歳で成人ですよ』と主張して引かないので、やむなく引き下がった。この様子では、どうせいつも飲んでいるのだろう、と思って、諦めたのである。

　領地をじかに目にした面々は、燃えていた。今日の調査結果について激論を交わし、笑い、そのうち酔いが回って潰れていく。飲んで騒ぐからである。

　その中で、マッコイは、何か考え込むような顔で静かに杯を重ねていた。

　マッコイが考え事をしているのは分かっていたが、ミツハは、この機会に是非医師に聞いておきたいことがあったため、マッコイに近付き話しかけた。

「ドクター、ちょっといいですか？」

「ああ、何かな」

　マッコイは、ミツハの方に向き直った。

「あの、もしも『あらゆる傷が、ゆっくりだけど絶対に完全に治る。部位欠損も治る』ってことがあったら、それって、ただ怪我が治るということ以外に、何か意味があるんでしょうか？」

　実は、ミツハには最近気になることがあったのである。

　マッコイは、少し酔いが回った頭で考えた。そして酔った頭は、突拍子もないことを考える。

「う～ん、何でも完全に治る？　部位欠損も？　それって、骨も神経細胞も復活するってことかな。酸素による劣化も、ＤＮＡ転写のコピー劣化も、テロメアの長さの短縮も、全部、なんでも？

　それって、老化しないということかな？　首切っても身体生えてくるのかな？　はは……」

　それを聞いて、ぱたり、とミツハが倒れた。

「子供が、お酒を吞のむから……」

　マッコイは、呆あきれた顔で、倒れたミツハを眺めていた。

　そして、うなされるように呟つぶやく、ミツハ。

「う～ん、老後の資金、８万枚じゃ足りないかも……」

　え、ショックなの、そこ？　そこだけなの？

　それに、『老後』なの、それって……。










　私は、しばらく前から、『自分が全く成長していないのではないか』と思い始めていた。

　いくら18歳で身長がもう成長望み薄、とはいっても、まだ多少は伸びてもいいはずであった。また、多少は成長が期待できるところもあったはずである。胸とか、胸とか、胸とか……。

　それが、全く、１ミリも成長する気配がない。嫌な予感がしてマッコイさんに聞いてみたところ、あの回答である。

　いや、あれはただの推測に過ぎない。まだだ！　まだ、慌てるような時間じゃない！

　まぁ、本当は、もう成長しないかな、と、17歳で身長が止まった時に覚悟したから、あんまり気にはならない。逆に、ずっと若さが続くなら、別にそれでもいいではないか。永久に死ねない、なんてことはないんだから。

　多分、首を落とせば死ぬし、心臓を突いても死ぬし、溶鉱炉に落ちても死ぬだろう。

　深く考えても仕方ない。生きるのに飽きるまで、楽しくやろう。

　それに、そのうち『それ』も会いに来るかも知れないし。







　朝。

　みんな、頭が痛くて、気持ち悪いらしい。私は、何ともない。

　ふつか酔いも、完全回復の対象？　病気もかな？

　２日目は、昼過ぎに王都へ行く予定。それまでに、みんなそれぞれ、ここでやっておくことを済ませておくように。




　日曜１３００。

　支給した『王都で目立たない服』に着替え、『雑貨屋ミツハ』に転移。

　いや、とっくに営業再開してるよ！　開店日は少ないけど。

　昼食は、まだ食べていない。あそこへ行くからね。

　ということで、やって来ました、『楽園亭』。

　私の母国から友人達が遊びに来ると聞いて、本場の人達に自分のヤマノ料理が通用するか挑みたいと、アネル君、アリーナさん、ベルントさんに加え、マルセルさんまでもが参加しての、貸し切り営業である。

　みんなは、『え～、せっかく異世界に来たのに、普通の地球の料理ぃ？』とご不満のようだけど、まぁ、１食くらいいいでしょ。夕食はこちらの料理にするから。

　で、なぜ居る、サビーネちゃん。ボーゼス家総員。王様と宰相。そして一の姫様。特に最後の人！

　仕方なく、一応みんなに紹介した。

「ミツハちゃん、子爵よね？　なんか、伯爵様一家が家族扱いしてたり、お姫様とタメ口っぽく話したりしてるような気がするんだけど。それと、王様とかが……」

「お願い、聞かないで……」

　農業担当のエンドウさんの不思議そうな言葉に、私は頭を抱えた。

　料理は、みんなから合格点を貰い、料理人一同、嬉うれし泣きしていた。

　そしてその後、王都見物。これはただの観光なんだけど、もしカネ儲けのネタに気付いたら、すぐに申告するよう言ってある。

「ねぇ、どうして街のみんなが、ミツハちゃんにキラキラした眼で手を振ったり、叫んできたりするの？　アレ、何て言ってるの？」

「お願い、聞かないで……」

　正直言って、王都にはあまり見るべきものはない。目玉は王宮だが、王宮に入るわけにはいかないし、他には、地球の名所を写真やテレビ、ネット等で見慣れている我々にとっては、西欧にありがちな古い石畳、古いレンガ造りの街並みでしかない。見る物といっても、ま、防壁くらいかなぁ。

　……と思っていたら、『いいぞ。王宮、案内してやろう』って、王族ぅ～！




　夕食は、再び『楽園亭』で、今度はギンギンの王国料理。

　といっても、あまり珍しいものでもなく……。漫画みたいに、ドラゴンのステーキとか……、って、今なら地球の方が食べられる可能性が高いのでは。冷凍保存してるよね、多分。

　そして、また酔いが回った頃、今度はマッコイさんが私のところに来た。何やら真剣そうな顔。

「子爵様、私がこの世界にずっと住む、ということは可能だろうか？」

　う～ん、何やら考え込んでいると思えば……。

「うん、可能か不可能か、といえば、可能。でも、私がいつ死ぬか、いつ転移の力を失うか分からないよ。もしこの世界にひとり取り残されたら？　医術で人々を、って思っても、医療設備も薬も何もない状態で、何ができるの？

　言葉もこれから覚えなきゃならないし、高度なことは、該当する言葉がこちらにはないから、話が伝わらないよ。ドクター、中世の人に、言葉だけでＣＴスキャンの説明ができる？　その人が知っていて理解できる言葉しか使わずに」

　マッコイさんは、また考え込みつつ私から離れていった。

　うん、意地悪だったかな。私がマッコイさんより早く死ぬという確率は低いし、多分転移の力は無くなることはないだろう。

　でも、可能性はゼロではないし、人生設計の全てを、私の存在とその転移能力をアテにして立てられても困る。私自身でさえ、転移能力を失うという万一の事態をも考慮して、安全策を立てているのだ。それが『金貨８万枚貯ためて、老後を安泰に暮らそう計画』なのだから。




　酔った足で、みんなでお店に戻り、連続転移で子爵邸に戻った。

　いや、宿なんか取らないし、お店の３階はプライベートスペースだからね。

　あ、王都に着いた時はすぐにお店から出たけど、帰りにはお店の売り場をじっくり見られた。

『高たけぇ～！』、『何という暴利！』、『狂気の値付け』、『品しな揃ぞろえの悪魔』、って、ボロカス言われた。

　う、うるさいわ!!




　翌朝は、みんな、かなり遅くまで寝てた。まぁ、あとは帰るだけだからね。

　来た時の服は、王都に行っている間に綺き麗れいに洗濯してあった。それに着替えて、遅めのブランチ、朝食兼昼食を摂とる。あとはみんな、ぎりぎりまで最後の追い込み。

　フネが～

　たんぼが～

　残念！　これは私の黄鉄鉱さまだ！

　まっこい、ぎゅ～！







　月曜１３００。某デパート屋上、遊戯ランド。

　旅は終わった。

　人々は、元の世界、元の生活へと戻る。





第十八章　人材確保







「……というわけで、うちで働きませんか？」

「「「「え……」」」」

　王都、某食堂。

　固まる、４人の傭よう兵へい達。

「あ、あの、それって、私達が子爵領の領主軍の、その……」

「うん、創設メンバーにして、士官待遇。指揮官の直属の部下であり、36人の兵士の上官。とりあえず、初任給は金貨５枚くらいでどうかと考えてるんだけど……」

「ど、どうするよ、おい……」

「ど、どうするったって、どうするよ……」

「き、金貨５枚だよ！　リヤカー買うまでは、月に金貨２枚も稼げりゃ上等だった私らが……」

「リヤカー買った後でも、金貨４枚いけばいいほう。しかも、それ以上稼ぎが増える見込みはない。怪我や病気、歳を取ることを考えれば、安定した収入は魅力的」

　おお、イルゼちゃんの長なが台詞ぜりふだ！

「金貨５枚あれば、４人で何不自由ない生活が……」

「え？　ひとりあたり金貨５枚、だよ？」

「「「「えええええええ～～っっ!!」」」」

　あれ？　日本の幹部自衛官って、それくらいの給料じゃなかったっけ？

　うん、一発で落ちたね。

　元々、出身の村も田舎の小村だったらしく、田舎暮らしは問題ないらしい。みんなでお金を貯ためて、将来は王都でお店でも、とかいう話になってた。うん、充分射程圏内の夢だね、それ。そのうち、昇給もあるからね。







「……というわけで、うちで働かない？」

「「「えええええ～～!!」」」

　ボーゼス伯爵領、コレットちゃんの村、コレットちゃんの家。

　いや、この子の才能、小村で埋もれさせるには惜しいでしょう、絶対！

「あ、あの、ミツハ、し、子爵様に、なったの……？」

「うん、なんか、王様が『子爵にしてやる』って……」

　なんか、ガクガク震えてるよ、トビアスさんとエリーヌさん。

「し、しかし、コレットはまだ子供です。そんな遠くへ行ったら、もう二度と会えないかも……」

「あ、私の領地、ここのお隣なんですよ。ここの領都へ行くより近いですから、１泊２日で往復できますよ」

「「え……」」





[image: ]








　田舎の村娘が貴族家で働けるなど、それこそ、ウルトラスーパー立身出世物語、である。

　その夜は、コレットちゃんのウルトラスーパー立身出世と、私の天変地異女神の錯乱立身出世を祝って、村を挙げての大宴会となった。それは、小村の村人とお隣の領主が宴会、という、世にも不思議な光景であった。

　ちなみに、さすがにこの村にも王都での騒ぎや姫ひめ巫み女こ様の話は伝わっていたが、それは『雷いかずちの姫巫女様』という名で伝わっていたし、その姫巫女様が貴族に、それも子爵になったことや、ましてやそれがここの隣領であることなどは、知る由よしもなかった。そしてそれは、当のヤマノ子爵領においても同様であった。

「ねぇねぇミツハちゃん、私もどうかな、使用人にさぁ」

「あはは……」

「でも、コレットが貴族家の使用人にねぇ……。ホント、人生、分かんないもんよねぇ……」

「え、いや、コレットちゃんは使用人として雇うんじゃないですよ？　将来の家臣候補として、色々と勉強して貰もらおうと思って……」

「「「「「ええええええええええええ!!」」」」」





＊　　　＊　　　






　王都で、人材の募集を行った。

　但し、私の名は出さず、ただの田舎領での募集として。

　腕の良い鍛冶師。

　小型の漁船が造れそうな、船大工。木工技師でも可。

　医療従事者。

　あ、例の科学者、ヨルクさんの師匠、プラチドゥスさんのところにも行ってみた。ヨルクさんの人間性はともかく、その師匠の科学に対する姿勢と洞察は優れているんじゃないかと、気になっていたので。

　さすがに情報には敏感なのか、もう既に、姫巫女イコール私、イコールヤマノ子爵、というのが分かっていたらしく、お師匠様本人が相手をしてくれた。ヨルクさんから話を聞いていたのもあってか、超警戒されてた。

「だから、空気中に含まれる水分量の限界は、温度によって大きく変わるんですよ」

「ふむふむ……」

「高度が上がると空気の圧力が下がって、温度も下がりますから、こうなってですね……」

「いや、じゃあ、この場合はこうなるんじゃないのかね？」

「あ、はい、そうですね。だから、こう……」

「うむうむ」

　話が弾はずんでしまった。

　ろくな観測機材もないのに、観察と洞察からあそこまで到達できるのか。感心したよ。

　研究費にと、金貨10枚、寄付してしまった……。

　研究成果を元に何か実用品を開発する、という話になったら、声を掛けて貰えるように言っておいた。一応。




　私が王都で人材募集をしているという情報が漏れたのか、また『筆頭家臣になってやろう』、『財務管理をしてやろう』という詐欺師や勘違い野郎がやってきた。前者には、国王陛下の紹介状はあるのか、と言って追い返した。後者には、数学の問題をいくつか出して試験をしてやり、一問も解けなかったので追い払った。はぁ……。

　幸い、名を出さずに行っていた技術者募集の方にはその手のおかしなのは湧かず、数名の面接にまで漕こぎ着つけた。

　しかし、明らかに問題がある者、技量未熟の半人前、面接官が小娘だからと馬鹿にした態度の者、子爵家の直接雇用だからか私のことを知っていたのか、変にはしゃいで調子に乗る者等、なかなか良い人材は見つからなかった。

　まぁ、腕良し、人格良しの人材なら、職にあぶれていたりしないよね、普通に考えると。

　領地で人材発掘に努めるか……。

　あ、お店開けて、シャンプー売らなきゃ……。




　王都と日本での用事を片付けて、子爵領に戻った数日後。

「ミツハ様、御来客でございます」

　執事のアントンさんの、何とも言えない微妙な顔。

「誰？」

「はい、その……、前領主様の御長男、アウグスト様でございます」

　ああ～……。

　また、頭痛くなりそうなのが来たよ……。

　まぁ、会わずに追い返すのもアレか。

「応接室に通して下さい」




「お初にお目にかかります、前領主であるトムゼン男爵家長子、アウグスト・フォン・トムゼンと申します」

「……はぁ？」

　呆あきれた。

「で、その長子殿が、何の御用ですか？」

　にこやかな微笑を浮かべていたアウグストとやら、私の反応が微妙なので、少し慌てている様子。

「いえ、この度、若き女性が我が領の後継者となられたと聞き、色々とお教えできることがあるかと思い、参った次第です。家臣もおらず、苦労されているかと……」

　ああ、取り入って家臣になるか、入り婿狙いで貴族に、それも子爵家に返り咲き、とか狙っているのかな？

「え、別に必要ありませんけど？　使用人のみんな、良くやってくれていますから」

「え？　いや、使用人も、使えない者がいますからね。役に立つ者、例たとえばグンターとかをうまく使って、使用人を纏まとめるコツとか……」

「え？　あんなのを信用して重用してたの？　だからダメだったんですね、前領主家は。バレバレの汚職をやらかしてたんで、とっくにクビにしましたよ、他の同類５人と一緒に」

「え……」

　言葉に詰まる、アウグストとやら。

「それに、そもそもトムゼン家は爵位剝奪、平民になったはずですよね。なのに、なぜ未いまだに男爵家を名乗り、家名の前に『フォン』を付けておられるのですか？　それって、爵位詐称、重罪ですよね？」

「あ、いや、それはその、前領主家長男である私の立場が判わかりやすいようにと……」

「黙れ！　ヴィレム、この爵位詐称の大たい逆ぎやく人にんを捕らえよ！　爵位をお与えになる国王陛下を始め、我が国の全ての貴族を貶おとしめた大罪人である！」

　アウグストは喚わめき散らして抵抗したが、元貴族のボンボンが熟練傭兵に敵かなうわけもなく、簡単に取り押さえられて、縛り上げられた。

「放せ！　私を誰だと思っている！　アントン、何とかしろ!!」

　喚くアウグストに、執事アントンは冷ややかに答えた。

「あなたは、アウグストという名のただの平民で、私はミツハ・フォン・ヤマノ子爵閣下の忠実な僕しもべでございますが、それが何か？」

　え、という顔で周りを見回すアウグスト。

　その眼に映るのは、全く何の表情も浮かべず、いや、若干の嫌悪と侮ぶ蔑べつの表情を浮かべた、自分達の使用人だった者達の姿であった。

　がっくりと項うな垂だれたアウグストは、使用人達に牽ひかれていった。

「う～ん、まだ兵がいないからなぁ、どうしようか……。

　そうだ、アントンさん、ボーゼス伯爵に使いを出して。爵位詐称の大罪人を捕らえたが王都に護送する兵がいないのでお願いしたい、と」

「は、承知致しました。しかし……」

「しかし、何？」

「伯爵家が、そのような頼みを見返りもなく簡単に引き受けて下さいますかどうか……」

　ああ、まだ情報は届いていないか。

「大丈夫。伯爵様には、ちょっとコネがあってね。いいから、使いを出して」

「は、差し出がましいことを言い、申し訳ありませんでした」




　２日後、使いの者が戻り、翌日には護送の兵士が到着するとのこと。

『また、おかしな者が来るかも知れない。ミツハの護衛の者を派遣しようか』という伯爵様からの伝言は、ありがたく辞退させて戴きます。







「ミツハ様、御来客でございます」

　アントンさん、何か死にそうな顔。

　何か、嫌な予感が……。

「誰？」

「は、トムゼン男爵家次男、ブルクハルト・フォン・トムゼンと名乗っておられます。……前領主家の次男です」

　……頭が痛い。

「ヴィレムさん、さっさと捕まえて」

　ヴィレムさんも、苦笑していた。

「まぁ、護送が一度で済むのは良かったかな」

　そこで、ふと気になったことを尋ねた。

「ねぇ、アントンさん。前領主って、子供は何人いたの？」

「はい、男子３人、女子２人でございます」

　勘弁してよ、もう……。










　スヴェンさん達が到着した。

　リヤカーは売ってくるかと思っていたのに、僅かとはいえ持っていた私物を積んでの、リヤカーを牽いた徒歩移動とは……。

　まぁ、完全武装の伯爵領領主軍が王都まで往復したことを思えば、大したことはないのか……。

　早速ヴィレムさんと顔合わせをして、最初の召集兵36人の名簿を渡しておいた。あとは丸投げである。

　正直言って、村人を少し訓練したぐらいで盗賊に勝てるとは思えない。

　そりゃ、数十人の盗賊に対して２００人の領民をぶつければ、敵を倒すことはできるだろうけど、それでこちらも数十人とかの被害が出ては、自領が潰れてしまう。

　分かってる。それを回避するためには、銃があればいい、ということは。

　しかし、銃は私がいなくなれば弾薬も整備も続かず、すぐに使えなくなる。それじゃあダメだ。

　一応、万一の場合に備えて、一部の者にはサブマシンガンの撃ち方と弾倉交換だけは教えておこう。勿もち論ろん、銃はいざという時に渡すのであって、普段から持たせたりはしない。非常用の武器弾薬は、ウルフファングのベースの一室を借りて、色々と置かせて貰っている。それを転送するのだ。もし時間的に余裕があれば、彼らを再び雇用できるかも知れないし。一応、隊長さんに、そういう場合のための話をしておこうかな……。

　あ、クロスボウ、どうしようか。簡単な構造のやつをここで試作してみるのは、アリかな？

　うう、腕の良い鍛冶師が欲しいなぁ。農具や船具、工具なんかも、この町で作りたい。自力での発展に直結しそうなのに……。

　製鉄は？　とりあえずは、日本から鋼を持ち込むか。そう大した量じゃないし。将来的には製鉄もしたいけど、自然破壊もイヤだしなぁ。高品質少量生産でいくか。

　玉たま鋼はがね？　たたら製鉄？　木材が大量に必要だったっけ？

　チタン……、いやいや、加工が難しいよね、ここでは。




　コレットちゃん、到着！

　いや、迎えに行ったんだけどね、勿論。

　いつまた狼おおかみやら盗賊やらが出るかも分からないのに、護衛もなしにコレットちゃんに単独で移動させるわけがない。私とヴィレムさんでお迎えに行った。

　スヴェンさん達は、村人兵士一期生を特訓中。

「うわぁ、ミツハ、本当に子爵様なんだぁ！」

　おいおい、信じてなかったのか、コレットちゃん！

　とにかくこれで、護衛兼訓練教官、見習い兵士、癒し要員が揃そろった。

　あとは、チートな発展を目指して、領地改革だ。

　三さん圃ぽ式農業？　輪栽式農業？　ノーフォーク農法？

　三圃式農法は、過渡期的なものか。一気に、ノーフォーク農法でいくか？

　いやいや、ここは専門家の意見を聞こう。

　農業の相談は、エンドウさんか……。

　掘ればカネになる鉱物資源が発見できないのは、痛いな……。

　あとは、海産物か？　もっとまともな漁船があればなぁ……。

　とにかく、情報と知識だ。もっと情報が必要だ。

　本とネットに時間をかけよう。

　あ、その前に、とりあえず使用人を補充しないと……。







　人材の確保について、思案中。

　賄賂や偽造が横行するこの世界、基本的に、書類の信頼性やら知らない人からの紹介状とかはアテにできないので、信頼できる人物からの直接の紹介と、面接による本人の確認しか頼りにならない。まぁ、面接も、その時だけ猫を被られたら判別は難しいけど……。

　伯爵様が、家臣を貸そうかと言ってくれたけど、断った。

　アレクシス様の方の手伝いもあるだろうし、色々と『今までになかったやり方』をするかも知れないしね。いくら伯爵様のところとはいえ、あまり情報が筒抜けになるのも考えものだしね。

　ん～と、財務関連担当、農業・漁業担当、商業担当、と。あと、福利厚生、そしてメイド２名。

　メイドは、執事のアントンさんや使用人のみんなに、いい人の心当たりがないか聞いてみよう。勿論、掘り出し物が見つかるかも知れないから、一般募集も行うけど。

　財務や各産業については、懲戒解雇した６人の内の３人と、残ったもうひとりが担当していたけれど、それらは税の徴収や換金、不正行為の取り締まり等が中心であり、『産業を育成するための施策』等とは無縁だった。そのあたりを任せられる人材となるとなぁ。技術者で、そういう方面にも使える人材がいればいいんだけど、王都での一般募集ははかばかしくなかったしなぁ……。

　ただ手先が器用なだけの普通の技術者ではなくて、柔軟な思考ができて、広い視野を持っていて、……って、そんな人材が、フリーのままなわけがないか。

　多少変わり者でも構わないんだけどな、変人で普通のところでは勤まらないけど、才能と能力はある、っていうような人でもいれば。どこか、そういう人を知っていそうなツテでもあれば……、って、あるんじゃないの、もしかして！

　そう、才能がある変人の巣そう窟くつ、プラチドゥスさんのところ！

　いや、あそこ自体は、少し方向性が違う研究畑だけど、才能と能力のある変人のツテは、きっとある！　そういうのって、大体が知り合い同士なんだよね。ほら、『類は友を呼ぶ』ってやつ？

　早速、相談に行ってみよう。

　いや、なんか話が合って、結構仲良しになっちゃったんだよね、あのおじいちゃんとは。




　……で、居た。

　ひとりは、師匠の指導通りにせず、色々と勝手におかしなことをするため破門され、お金に困って日当仕事をしながら細ほそ々ぼそと研究を続けている金属加工職人。プラチドゥスさんが、時々研究に必要な道具の製作を発注してあげているらしい。

　その人が作った製品を見せて貰ったり、色々なエピソードを聞いたりしたところでは、典型的な『凝こり性の技術馬鹿』という感じ。腕は良く、発想もなかなかいい。プラチドゥスさんに、会ってみたいと伝えて貰うことにした。

　もうひとりは、プラチドゥスさんの弟子の女性。プラチドゥス派のメインである科学方面からは少し外れて、社会学的な方面に興味を持っているらしく、他の者とは少し合わずに、浮き気味らしい。数字には強いらしく、参謀役にいいかも……。

　プラチドゥスさんいわく、悪い子ではないのだが、うちとは少し水が合わないようだ、とのこと。そういうわけで、私のところで活躍できれば、と、推薦したらしい。本人にはまだ何も言っていない、とのことであった。

　こちらも、後日面接させて貰うよう頼んでおいた。







　そして、面接当日。

　金属加工職人のランディさん、23歳。

　大体はプラチドゥスさんから聞いていた通りであり、人格的に問題はなく、ただ単に技術馬鹿が過ぎて他の人とうまくいかないだけだった。腕は、かなりいい。これは買いだね。運営的な仕事は任せられないけど、技術者としては問題ない。逆に、新しいことにも抵抗なくのめり込んでくれそうで、都合がいい。地球のものを参考にした部品を造って貰うのに最適だ。

　次に、プラチドゥスさんの弟子の、ミリアムさん、19歳。

　面白い。頭の回転は速いし、しっかりとした洞察力がある。社会学的なことに興味があるなら、領地の政策的なことにも携わって貰おう。

　畑違いっぽいけど、せっかく数字に強いのだから、財務関係も任せられるかも。これまたお買い得だね。

　ふたりとも、是非採用したいと伝えたら、本人達は勿論、プラチドゥスさんにも凄く喜んで貰えた。本人達は、それぞれ行き詰まっていたところを、いくら田舎の領地とはいえ、子爵家からの直接のお声掛けである。それも、自分達の専門分野に期待されてのスカウト。喜ばないはずがなかった。

　ふたりは、できる限り早く領地へ向かうとのことで、すぐに身辺整理に取りかかった。両親への説明とか、色々とあるのだろう。

　で、プラチドゥスさんから、ヨルクさんもどうか、と言われたけど、断った。

　どうしてかと不思議そうに聞かれたので、話をよく聞いてみると、ヨルクさん、どうやら私がヨルクさんの説明を理解できずに追い払った、というふうに報告していたらしい。だから、じっくりとヨルクさんに教わってはどうか、と……。

　腹が立った。

　で、しっかりと全部説明したよ。馬車でのことから、いくつか説明させた学説が、全部あまりにも初歩的なもので、そこまでは知っている、と言えば、それ以上の説明ができなかったこととか。

　大体、自分の都合の良いように虚偽の報告をする研究者など、全く信用できない。そんな者に出すカネは無い。いくらお金が余っていたとしても。

　それに、そういった輩やからは、自分の保身のためなら、またいつでも噓うそを吐ついたり、私や仲間を売るだろうからね、盗賊の時のように。

　更に、プラチドゥスさんと話していると、プラチドゥスさんは、別にヨルクさんに『客員講師に』などと指示してはいなかったことが判明した。どうやら、プラチドゥスさんは、ただ単にパトロンや寄付のお願いをするよう指示しただけなのに、相手が少女と知って、勝手に取り入ろうとしたらしい。

　師匠の指示をねじ曲げて捏ねつ造ぞうし、貴族に噓を吐くとは、ますますお断りだ。プラチドゥスさんには、先日寄付したお金はヨルクさんの研究には一切使わないよう、強く念を押しておいた。さすがにプラチドゥスさんもまずいと思ったのか、渋い顔で頷うなずいていた。







　人材募集も何とかなりそうなので、転移で領地に戻った。

　あまり何度も転移で移動しているとバレるかな、とは思うけど、転移を使って王都と行き来しないと、あまりにも不便だからなぁ……。

　それに、乗合馬車で片道７日もかかる距離だから、そもそも私がいつ、どのような行動をしたかなど、把握できる者は多分いないだろう。王都にしても領地にしても、ああ来てるんだ、とか、ああ戻ったのか、とか思われるだけだろう。まぁ、あまり気にしないことにしよう。

　数回くらいなら、バレても『面倒なんで、渡りを使っちゃいました』で済むか。伯爵様やイリス様あたりにバレたら『ミツハの生命力が！』とかいってお説教が始まりそうな気がするけど……。

　面倒な設定作っちゃったかな。いや、でも、そうしとかないと、本国との交流を、とか言い出す貴族や商人が出てきて大変なことになっちゃうから、仕方ないか。

　で、領地に戻ったら、現従業員のツテによる推薦と一般募集で、メイドさんの希望者が大勢リストアップされていた。

　どうやら待遇や私の人となりを聞いたらしく、って、子爵家のメイドで、しかも領主が少女なら虐待やお手つきの心配もないから、希望者殺到は当たり前か。

　大きな領で領民数が数万人、とかなら、領主家で働けるのは超幸運と言えるだろうけど、領民数が数百人だと、そう宝くじ並みの確率というわけでもないし。

　あ、それはここが男爵領並みの領民数だからか。子爵家のメイドともなると、普通はもっと狭き門なのかな、領民も数千人は居るだろうし。それならば、手の届く範囲に子爵家使用人への道があるとなれば、飛び付くのも無理はないか……。

　コレットちゃんの村でも、雇って欲しそうな素振りの人が多かったしね。

　いや、そうそう他領の住民は引き抜けないよ。コレットちゃんは、命の恩人で親友だから、と伯爵様にちゃんとお願いして、許可を貰ったのだから。

　才能がありそう、というのは内緒。どこの領主も、才能のある領民が流出するのは渋るだろうからね。

　ふふふ、伯爵様、数年後に、コレットちゃんを手放したことを後悔するがよい！

　と、まぁ、そういうわけで、大勢の中から書類と面接にて選考。

　懲戒解雇にしたメイドは、例の雑役メイド頭と、元領主夫人付きであったメイドの、ふたり。後者は、自分は領主夫人付きなのだ、というおかしなエリート意識があり、やりたい放題であったために解雇した。『やりたい放題』には、勿論、備品や消耗品の持ち帰りも含まれていたし、何を勘違いしたのか、私に対して、上から目線で『御忠告』遊ばすという態度に出てくれたのである。

　後で他のメイド達に聞いたところによると、どうやら領主夫妻のお気に入りで、子供達への教育や叱しつ責せき等も任されていたらしい。

　でも、それは領主が変われば関係ないし、そもそも、私は領主の娘ではなく、領主様御本人だっつうの！　何が悲しゅーて、領主がメイドに叱責されにゃならんねん！

　しかし、懲戒解雇を告げられた時の、あのきょとんとした顔、そしてそれに続く、呆ぼう然ぜんとした顔には、笑えたよ。

　新しく雇うのは、ふたりとも、普通のメイドでいいか。

　というか、メイドの区分を撤廃しようかな。お付きメイドとか雑役メイドとか、メイドの中で階級作ってどうするよ？　別に凄く専門的な特殊業務、ってわけじゃないんだから、みんなが何でもできるようにして、区別を無くせば良いんじゃないかな。

　家族はいなくて、私ひとりだけだし、私にはお付きメイドは必要ない。そもそも、ずっとくっつかれて世話をされていては、落ち着かないよ。

　今まで上位になっていたお付きメイド達は嫌がりそうだけど、領主一家や来客の世話をするメイドは偉くて、その他の仕事をするメイドは格が下、とか、何の意味もない。

　おそらく、見た目が良いメイドがお付きメイドになって、領主の側女要員でもあったのだろう。

　ここが元々子爵家以上であれば、男爵家の三女とか大商人の娘とかが行儀見習いとかで居たりしたかも知れないけど、田舎の弱小男爵家では、平民しか居ないか。領内には、そもそも『大商人』なんかいないし。

　と、まぁ、そういうわけで、採用は『普通のメイド』枠で。人数は２～３人かなぁ。ま、いい人材がいるかどうかで、柔軟に対応、ってことで。







　そして、やってきました、メイドさんの面接日。

　従業員の推薦であっても、別に贔ひい屓きはしないよ。ただ、推薦者に書類を確認して貰って、噓がないかチェックできていることと、おかしなのを推薦したら自分の立場が悪くなるということを認識しているだろうから、あまり変なのは混じっていないだろうな、と思うくらいで。

　そして意外にも、従業員からの推薦は、それほど多くはなかった。

　まぁ、知り合いにいい職場を紹介してあげたい、という思いはあるだろうけれど、もしその者が何かしでかしたら、推薦した者にも累が及ぶ可能性があるのだ。そして、そういうデメリットがあるのに、メリットは特にない。せいぜい、その知人に少し感謝される程度だ。

　それに、下手をすると、その知人に自分より序列が上になられる可能性もある。それはちょっと嫌だろう。

　まぁ、推薦するとすれば、自分の妹くらいか……。

　で、応募総数47。

　子爵領全住民６７６名のうち、男性３２２名、女性３５４名。

　女性の方が多いのは、男性の方が狩猟や事故で死ぬ数が多いから？　昔、戦争に駆り出された？

　それとも、女性の方が強きよう靱じんだとか、たまたま偏かたよっただけで、誤差の範囲内？

　ともかく、領内全ての女性３５４名のうち、十代から三十代で結婚していない女性の大半が応募したんじゃないの、コレ？

　17～18歳以上の大半が結婚しているとして、その他も、殆ほとんどは仕事に就いているか、家業の手伝いをしているはず。それらは辞めていいのか……。

　いや、それだけ魅力的なのか、子爵家で働けるということは。う～ん……。

　これじゃ、従業員に推薦頼んだ意味があんまり無いなぁ。

　とにかく、選考開始。




「ここで色々と学ばせて戴き、自らを磨きたいと思いまして……」

　いや、一見向上心があって立派に聞こえるけど、別に従業員を勉強させて磨いてあげるために給金出すわけじゃないからね。勉強も、コレットちゃんのように将来のためならばともかく、メイドの仕事を続けるのに、雇用側からの未来投資は必要ないよねぇ……。うちで自分のスキル上げて、どこかへ転職するつもり？

　アピールするのは、自分が得たいものではなく、自分が雇用側に与えられるもの、でしょうが。自分を雇えば、雇用側にはこんなメリットがありますよ、という……。

　ここは別に、職業訓練所や花嫁学校じゃないんだから。




「では、これで終わります。次の方……」

「お待ち下さい！　これから少し、私の話を聞いて戴きたいのですが！」

　いや、自己アピールは、面接官との質疑の間にするものだからね。質問への回答の中で、うまく表現してね。

　持ち時間が終わった後で、自分の言いたいことを一方的に喋しやべる、というのは、反則。ルール違反。後出し。話が終わって結論が出た後で『いや、もう一度自分の話を聞いてくれ』なんて蒸し返す人は要らないよ。言いたいことは、話が終わる前に言いなさいよ、ということで。




「私の意欲とやる気を、是非知って戴きたく……」

　いやいや、意欲もやる気もなく面接受けに来る人はいませんから！　みんな、雇って貰いたい気満々ですから！　自分だけ特別、とか、何か勘違いしてるの？




「以前、王都の商家で重用されておりまして……」

「え、なのにどうして辞めたんですか？　重用してくれるところを辞めるような事情があるのなら、うちで働くのも、難しいのでは？」

「え、いや、その……」




「伯爵家からもお声掛け戴いたことがあるんですよ、私！」

「あ～、じゃ、子爵家であるうちなんかより、そっちで雇って貰った方がいいですよね」

「あ、いえ、そちらは断りまして……」

「え、伯爵家でも御不満なら、子爵家であるうちなんかでは、到底御満足戴けるような条件じゃないですよねぇ。それじゃ、侯爵家あたりからお声掛けがあることをお祈りしております。

　次の方！」




　何か、期せずして領内女性のデータベースができそうだなぁ、『虚言癖あり』とか『信用できない人物』だとかの……。

　メモも取ってるし、念のため録音もしてるんだよね、この面接。




「……26番、ノエルです」

　コレットちゃんと同じくらい……、って、年齢制限があるんだから、10歳以上なのか。

　８歳のコレットちゃんと同じか、やや小さく見えるけど。銀髪の、おとなしそうな女の子。

「ここを志望した理由は何ですか？」

　私の問いに、少女、ノエルちゃんが答えた。

「……売られそうなので」

　おおぅ、ヘビーだよ……。




　面接を終えて、皆を帰した。結果は、後日通知。

　言っていたことが本当かどうかの裏を取らなきゃならないからね。

　しかし、まるで誰かがメイド採用面接予備校でも開いてたんじゃないかと思うくらい、色々なテクニックを披露されたなぁ。『最後に私の話を聞いて戴けませんか法』とか、『私の意欲を見て下さい法』とか、『昔、○○をやっていました法』とか、『慈善活動をしていました法』とか、『もう今の仕事は辞めてきました法』とか、『向上心があるんですよアピール』とか……。

　その技法を見せて戴くのは、今日はあなたで６人目ですよ、とか教えてあげれば良かったかな。

　小手先のテクニックなんか、他の者も当然思いつくし、何十人もの相手を面接する試験官が、一度も目にしていないわけがない。

　付け焼き刃のテクニックや駆け引き、借り物の言葉じゃなく、辿たど々たどしくても構わないから、自分の言葉で、誠実に答えて欲しいんだけどね、こっちとしては……。

　建前の綺き麗れい事ごとを言われても、採用の参考にはならない。ということは、本音で選考の参考になることを言ってくれた者の方を採用するよねぇ。まぁ、それが大きくマイナスになることなら、また話は別だけど。




　そして最終的に、４名を採用した。

　ノエル10歳、ニネット12歳、ポーレット17歳、ラシェル27歳。

　十代が多いのは当然だ。17歳以上は既婚者が多く、応募者の大半が十代だからである。

　本当は、当初予定を大きく上回る、５人に採用通知を出す予定だった。いい人材は確保したかったので。

　しかしそのうち１名は、採用前調査の結果、申告内容に虚偽があることが判明し、急きゆう遽きよ採用取り止め。虚偽内容そのものは、別に正直に言ってくれれば許容できるものだったけど、雇用主を騙だまそうとした、という点で失格。

　ノエルちゃんについては、同情心が無かったとは言わないけれど、勿論それだけじゃない。ちゃんと、充分な能力があることを確認した上で、採用を決めた。同情だけなら、領主としてノエルちゃんの件に介入すれば済むことだし。

　ノエルちゃんは利発で頭の回転が速く、理解力、記憶力も優れている。きっと良いメイドになってくれるだろうし、周囲に近い年齢の者がいないコレットちゃんの、良いお友達になってくれれば、との考えもある。

　あ、ノエルちゃんの『売られる』発言だけど、領内で人身売買か、と焦って調査してみると、奴隷として売られるのではなく、少し離れた伯爵領の商店に奉公に出されるというものだった。20年分の給金を先払いで親に渡しての。

　いや、それ、人身売買と変わらないから。

　ノエルちゃんが『売られる』と言ったのも当たり前か。頭の良い子だからね。

　ヤマノ子爵領では、たとえ子供であっても、自分の身体は自分のものであり、その労働力を売れるのは自分だけだ。いくら親であっても、子供を売ることはできない。だから、奉公の契約を結んだならば、その代金は、親ではなくノエルちゃん自身のものとなる。それを取り上げるならば、強盗罪で逮捕。

　そう丁寧に説明してあげると、なぜかノエルちゃんの奉公の件は無くなった模様。まぁ、商店での奉公で得られるお金より、子爵家で働く方がずっと稼ぎが多いんだけどね。

　ただ、ノエルちゃんがそれを親に渡すかどうかは別問題。自分を売ろうとした親に、ノエルちゃんが、自分で稼いだお金を渡すかねぇ？　うちの使用人には、利子付きの預金制度があるよ。

　勿論、ノエルちゃんから無理に給金を巻き上げようとしたら、ヤマノ子爵家警備兵の出番となる。

　金髪のニネットちゃんは、12歳の年齢相当の外見。ということは、日本では15歳前後、ここでは11～12歳に見られる私と同じか、それより少し上に見えるということ。身長も、む、胸も。ぐぬぬ……。

　ニネットちゃんは、使用人の中で唯一の漁村出身者なので、これからテコ入れを考えている漁村改革にも協力して貰おう。現場の人の意見は大切だからね、やはり。

　あと、コレットちゃん、ノエルちゃんと３人で、仲良くしてくれないかな……。

　17歳のポーレットは、山村出身。山村と言っても、全員が猟師や林業に従事しているわけではなく、父親が猟師、母親とポーレット、そして弟妹は畑仕事を行っているらしい。

　しかし、ポーレットが適齢期となっても、住民数の少ない村の中にはポーレットのお気に召す相手はおらず、町に出て仕事とお相手探しを、と思っていたところに、子爵家が使用人を募集。勿論飛び付いた、というわけらしい。

　うん、まぁ、今時の若い娘さん、って感じ。山村テコ入れの時には、意見を聞こう。

　最後のラシェルさん、27歳。町の住人で、未亡人。

　旦那さんを病気で亡くし、４歳の娘さんを抱えて困っていたところに、この求人を知ったらしい。娘さんは、亡くなった旦那さんの御両親に預けて働くとのこと。

　この人を採とろうと思ったのは、その経歴から。そこそこの町の中規模商店の三女とかで、子供の頃から店の手伝いをし、結婚するまでは店の経理や事務、仕入れの交渉とかも手伝っていたらしいのだ。これは使える！

　しかし、幼い娘さんと引き離すのは忍びないので、子連れで住み込むことを提案してみたところ、ラシェルさん呆然。泣かれてしまったよ。

　同情？　贔屓？　いいんだよ、私は自分がやりたいようにやるんだから。

　で、ラシェルさんに、娘さんは使用人の子供として、つまり非従業員として扱うか、僅かながらも給金を貰ってのメイド見習いとして扱うか、どちらを希望するか聞いてみたところ、しばし考え込んだ後に『メイド見習いでお願いします』との返事。

　うん、その方が勤務中も母娘一緒に居られるし、将来も安泰だからね。成人後に転職するにしても、４歳から子爵家で育った15歳のベテランメイド、とかなら、王都の伯爵家あたりでも採用されるよ、多分。それも、『あの、ヤマノ子爵家出身』ともなれば……。

　紹介状とかも書いてあげるよ、勿論。嫁入りにも、効果は抜群だと思うよ。




　これで、以前からの使用人12名、コレットちゃんや領主軍関係、それにプラチドゥスさん方面やラシェルさんの娘さんも含めた新規雇用勢が13名で、私を含めて26名。あと、ネットのブログによるアドバイザーの皆さん。

　よし、この陣容で、ヤマノ子爵領はチートな発展を目指す！

　……何か、安泰な老後を目指す、っていうのから随分路線が変わってきたような気がするけど、まぁ、この世界で老後を過ごすなら、『引退した子爵領前領主として、安泰な老後を過ごす』ということでいいか。

　そのためには、領内が順調に発展して、裕福で安定した領にならないと。

　あ、思ったより領主邸の人数が増えてきたから、やっぱり料理人をもうひとり追加するかな。

　考えてみたら、料理人ひとりだと、休みが取れないじゃん！　病気になっても休めない。……どんなブラック企業だよ！

　メイド勢にも、花嫁修業の一環として、ローテーション組んで料理の手伝いをさせよう。それならば、料理人も交代で休みを取れるだろうし。

　ヤマノ料理が作れるメイドとか、引く手あまたなんじゃないかな？

　いや、引き抜かれたら困るんだけどね。





第十九章　子爵領の運営







　王都から、プラチドゥスさんの弟子だったミリアムさんと、金属加工職人のランディさんが到着した。

　これで、ヤマノ子爵領の陣営がようやく勢せい揃ぞろい。

　さぁ、内政チートの時間だ！

　……いや、すみません。少しずつ改良していく程度です、はい。

　まず、使用人の区分を変えた。

　お付きメイドと雑役メイドの区別を無くし、お付きメイド長を普通のメイド長に、雑役メイド長のケーテを副メイド長にした。他は、みんな普通のメイド。ラシェルさんの娘、リアちゃんだけはメイド見習い。まだ４歳だからね、うん……。

　懲戒解雇にしたグンター達は、使用人という立場で徴税等を担当していたけれど、そういう担当者は、以後、使用人ではなく公務員と呼ぼう。領の運営陣も。

　徴税等を担当していた者は、３人中２人を懲戒解雇にしたから、以前からの者はひとりしか残っていない。まぁ、そのひとりもあまり信用できるわけじゃないけど、目立った不正はあまり無かったし、全員いなくなっては業務に支障が出るから、見逃してあげた。でも、今後何かやらかしたら、即解雇。早めに業務内容を把握して効率化、いつ切っても問題ないようにしておこう。

　防衛兵力の方は、領主軍と呼称する。

　いや、規模の割には物々しいけど、世の中、ハッタリは大事だよ。

　指揮官、ヴィレム少佐。士官、スヴェン、ゼップ、グリット、イルゼの各少尉。配下の兵、36名。うち４名は軍曹。但し、配下の兵は30日毎に入れ替わる。有事の際には、必要に応じて、当番以外の者も兵として呼集される。

　兵役対象者は、全部で２１６名。36名の小隊、６個編成だね。年に２回、30日間の軍務と家業の兼務期があることになる。これくらいなら、大丈夫だろう。30日間まるまる拘束するわけじゃないから。兼務期であっても、警備や訓練のローテーションにはいっている分隊以外は、自宅に帰れるんだからね。

　ミリアムさんは、運営要員として財務部長と厚生部長を兼任し、私の参謀役。人心掌握と民意のコントロールに知恵を出して貰もらおう。地球の社会学や心理学の本も読ませようかな。書いて翻訳するのは面倒だから、一度読んであげるだけにして。頭良さそうだから、多分それでいいだろう。あくまでも、少し参考になれば、程度なんだから。

　コレットちゃんは、研修生として、ミリアムさんの補佐。

　ランディさんは、領主直属の技師として、直営工房を任せる。一応、運営陣の一員としてカウント。技術者として、また、変人として、変わった切り口で案を出してくれる可能性があるので。

　更に、メイドや料理人等の使用人や、領主軍の兵士達の中で見込みのある者は、随時領地の運営に携たずさわらせる。場合によっては、運営要員に抜ばつ擢てきする。

　元からいた使用人は、前領主がどういう基準で採用したのか分からないが、まぁ普通の者達であろう。全員、町からの採用らしいし。

　しかし、私が勧誘したり選考したりした者達は、高い可能性を秘めているはず。……と思う。多分。

　そして案の定、メイドの一元化は、優位であったお付きメイドには不評であった。

　しかし、領主である私に逆らう程のことではなく、素直に受け入れられた。自分達の直属の上司であったお付きメイド長がそのままメイド長になるということも、素直に受け入れた理由のひとつであろう。

　そして、使用人達の再編を終えた私は、領内の意志を統一すべく、領内の主要人物を集めての領民会議を開催した。










　領主邸会議室。

　そこには、ヤマノ子爵領の主要人物が勢揃いしていた。
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　まずは当然のことながら、領主であるミツハ。そして執事のアントン、運営要員全員、領主軍の士官５人の、子爵家組一同。

　そして、町長と、農村３、山村２、漁村１の、各村長。それに、町で唯一の商店の店主を加えた、領民組。

　領民組は、緊張していた。

　領主の前だから、というのも勿もち論ろんあるが、少し前までは、ミツハがここに来て最初にやっていた『優しい、いい領主様キャンペーン』のお陰で、結構気安い関係になっていたのだ。それが、この緊張振り。

　そう、ミツハに関する情報が、ようやく子爵領にも届いたのであった。

　領民達も、不審には思っていた。

　年若き少女が新興貴族の開祖、というのが、そもそもおかしい。子供の身で、いったいどのような功績を挙げたと言うのか。

　そして、しょっちゅうやって来る、同じく新興子爵家である隣領の若き領主。

　同じ若き新興子爵同士なのであるから、相談や親睦を、というのは分かる。しかし、数日置きに子爵本人が来る、というのは、どうなのか。しかも、聞くところによると、反対側の隣領の領主様であるボーゼス伯爵家の長子とのこと。

　そして更に、そのボーゼス伯爵家一同の来訪。

　新興の子爵が隣の伯爵家に挨拶に行くのならば分かる。当然の行為だ。しかし、なぜ伯爵家側が、それも妻子を連れて家族総出で挨拶に来る？　この子爵領を吸収しようと企んでいるのか？

　しかし、それにしては伯爵様御夫妻と御子息、御息女様達の態度がおかしい。まるで娘に対するような、そして妹に対するようなその態度。そして次男である御子息様と、長子である隣領の領主様達が我が領主様に向ける態度と視線。

　領民達も、しだいに何となく分かってきた。

　そしてその頃からしだいに届き始める、王都での出来事の詳細情報。

　ボーゼス伯爵領に買い出しに行った領民が、乗合馬車で来た者や御者達から聞いた噂うわさ話ばなし。わざわざ王都から来た仕官希望者や大商人、貴族等の使いの者達が所構わず話して回る、尾ひれの付いたヨタ話。それらによって、ミツハがあの『雷いかずちの姫ひめ巫み女こ』その人であるということは、瞬またたく間に広まったのである。そして、子爵位を賜たまわったにも拘かかわらず、この領地を選んだことも。

　前領主が叛はん逆ぎやく同然の行為をしてお取り潰しとなった、国の果て、行き止まりの貧乏田舎領。

　農業、林業、水産業の全てが細ほそ々ぼそとしたものであり、その大半が、領内での自己消費。必要なものは、ボーゼス伯爵領経由での割高な購入。

　とても、将来有望な、まともな貴族に与えられるような領地ではなかった。殆ほとんど嫌がらせか、精々が、何かの事情で仕方なく領地を与えることとなった場合くらいであろうか。

　赤字ではないが、とても、領主一家が王都で屋敷を維持して、社交界で動き回ることができるだけの収入は確保できそうにない。

　領民達は皆、今度も碌ろくな領主は来ないだろうと思っていた。まぁ、今までもそうであったから、別に変わりはないが。

　伝え聞く、隣領のボーゼス伯爵様のような立派な領主様が来てくれることなど、それこそ夢物語であった。

　そこに、子爵位を与えられながら、この領地を所望してくれた領主様。

　若く、才能に溢あふれ、強き力を持つ異国の王姉殿下。

　そして噂によると、ボーゼス伯爵領において、ただの村娘を助けるためにひとりで狼おおかみの群れと戦い、重傷を負ったという……。




　今まで、領のことを決めるのに領民が意見を求められることも、説明されることもなかった。ただ、命令されるのみ。

　なのに、領民が呼ばれた、この領の未来を決めるというこの会議。

　もしかすると、皆の暮らしが良くなるかも知れない。

　領民全ての希望の星。

　この領主様を失脚させるようなことは、決して許されない。いや、許さない！

　皆の、握る拳に力がはいる。

　……なので、会議に集まった領民勢は緊張していた。それはもう、ガチガチに。

　それは、仕方のないことであった。







「皆さん、お集まり戴いて、ありがとうございます」

　ミツハは、丁寧な口調で挨拶を行った。

　ミツハの口調は、割と頻繁に変わる。

　上位者に対する丁寧な話し方もできるが、学生時代は仲間内での女子高生らしい言葉遣いをしていたし、考え事をする頭の中では、少々アレな言葉で。そして、怒った時の詰問調、調子に乗った時や名セリフを引用、というか、パクった時の、芝居がかった、気取った喋しやべり方かた……。

　まぁ、相手やシチュエーションによって話し方を変えるのは、当たり前のことである。職場の上司にタメ口で喋る馬鹿もいないだろう。

　中には、上司や先輩に対して『自分の方が年上だから』と言って敬語を使わない、馬鹿な中途入社の新入社員がいるらしいが、年齢によって序列ができるのは、『他の条件が全く同じ』という場合のみである。職場での上下関係より年齢が優先されると思うような馬鹿は、その馬鹿さ加減が早々に露見して淘とう汰たされるから、良いことではあるが……。

　と、まぁ、そんな感じで、ミツハは口調や言葉遣いをよく変える。

　貴族で領主なのだから、本当はここでは『偉い人喋り』にすべきかも知れなかったが、この会議では、ただ決定事項を押し付けるのではなく、自由に発言し、充分に納得して貰いたいがために、あえて丁寧口調を選んだのである。

　使用人の皆は、ミツハがその時に選んだ口調によって、普段モード、お怒りモード、淡々お仕事モードとはっきり分かって便利、と、慣れたものである。

「今日は、これからのヤマノ子爵領の発展のために、皆さんに了承して戴きたいこと、皆さんが要望したいこと等の摺すり合あわせを行うためにお集まり戴きました。この会議の間は無礼講、身分や立場を気にして遠慮したりせず、本音で意見を述べて下さい。でないと、話が決まってしまった後で後悔しても知りませんからね！」

　ミツハの言葉に、領民達が神妙そうな顔で頷うなずく。

　無礼講というのは、本来は宴会等で使う言葉であるが、細かいことは気にしない。

「まず、既に発動しているから御存じの通り、領の防衛体制についてですが、何か問題点や意見等はありますか？」

　ミツハの言葉に、農村の村長から手が挙がる。

「以前の、いきなり若い者が引っ張って行かれて、ずっと帰して貰えない、というのより、ずっと助かります。昼飯も腹一杯喰くわせて貰えるそうですし……。

　それで、その、何人かの次男以下の者達が、ずっと兵士として雇って貰えないか、と言っているのですが……」

「ああ、それは、徴集が一回りした後に、希望者の中で見込みがありそうな者を何人か雇うつもりです。ただ、この規模の領で多くの常備兵を抱えるのは無理ですので、大半は今のまま、持ち回りの徴集兵、という形になりますが。なので、希望される若者には、頑張れ、とお伝え下さい」

　頷いて納得する村長。

　他の村でも、軍務に関しては、概おおむね同意見らしい。

「では次に、農業改革について御説明します」

　ざわつく、３つの農村の村長達。

　村長といっても、20～30軒程の集落の代表に過ぎず、町内会長程度の意味しかない。山村や漁村などは、十数軒ほどしかない。

　そして始まる、連作障害、養分不足等の説明。啞あ然ぜんとして、そしてすぐに食い入るようにして聞き入る農村の村長達。

　ただの小娘の話であればともかく、領主様であり、異国の賢者たる雷の姫巫女さまのお知恵である。邪険にする者はいなかった。

　輪栽式農業は、まず、一部の農地で色々と実験するところから。

　いきなり、新しい方法を全面的に取り入れたりはしない。何かあったら、領が全滅してしまう。

　まぁ、ミツハがお金をはたいて日本から食料を買ってくれば別であるが……。

　とりあえずは、簡単ですぐにできて、まず失敗がないものから。つまり、腐葉土のすきこみ、灰とかを少し撒まく、という程度。あとは、鶏けい糞ふんに藁わらを混ぜて数ヵ月くらい発酵させてみる。人じん糞ぷんによる堆たい肥ひなどは、何年も寝かせて熟成させないとダメだし、衛生面とかの失敗も怖いからパスする。

　そして、ほんの少しだけ、日本から持ち込んだ肥料も試してみることにした。万一の備えと、確実に収穫が増える実験結果がひとつはないと、士気が上がらないだろうと思ったからである。

　結局、３つの農村で手分けして、最初の１年は少しずつ農地を区切って様々な方法を試すことで合意した。輪栽式農業も、勿論開始する。これは堆肥と違って大失敗ということはないので、そこそこの面積で４種類の作物を併行して栽培することに決定。それに併せて、家畜の数を増加する。輪栽式農業は、家畜の飼育もセットでの農法なのである。

　あと、ミツハの要望で、ほんの一部ではあるが、稲の栽培にも挑戦することとなった。これは作物の出来に拘わらずミツハが全部買い取るということにしたので、喜んで引き受けて貰えた。いわゆる、契約栽培である。

　そして次は、林業である。

　林業。

　ミツハは困っていた。特に案がないのである。

　木材はどこにでもあるから、わざわざよその町に運んで売ることなどない。近くで切れば良いのだから。

　木工製品も同じ。この村で作れる程度の物は、どこの村でも作れる。

　とりあえず、木を切った後には、将来のために植林することにしたが、それは今すぐ収入の増加に繫つながるようなものではない。農業組に対して出されたような、画期的な案があるのではと思って期待していた山村の村長達は、がっかりした様子である。

　気落ちしている山村組を見て、ミツハは、少し焦った。

（あと、何かないかな……。あ、シイタケ栽培は？）

　聞いてみると、みんなシイタケを知らなかった。現物がないと、そもそも菌を植えられない。

　獣肉は、生では日ひ保もちしないし、日保ちするように加工するにも、そもそも大量の燻くん製せい肉やジャーキーを作るほど獣を獲ったら、すぐに獣の数が激減して、あとが続かなくなる。

　とりあえず、炭焼きとたたら吹きの可能性について検討することを約束して、お茶を濁にごした。

　あと、金属鉱石を発見すべく、それらしいものがあればすぐに知らせるよう厳命し、パソコンのプリンターで出力した鉱石見本の写真を、村人の数だけ渡した。

　ちなみに、『たたら吹き』と『たたら製鉄』とは、混同され勝ちであるが、別物である。『たたら』とはふいごのことであり、ふいごを使った初期の製鉄法、つまり世界中の各地で行われた原始的な製鉄法の多くが『たたら製鉄』という名で呼ばれるものである。

　それに対して、『たたら吹き』とは『たたら製鉄』のうちのひとつである。日本で行われた特殊な製鉄法であり、砂鉄から作られる質の高い『玉たま鋼はがね』を作り出すものである。玉鋼は日本刀の刃金となる高質な鋼であり、たたら吹きで作られる鉄のうち、３分の１以下しか取れない。残りの３分の２以上の部分は、刃金以外の部分や、日用品その他の用途に使われる、低質のものである。

　この玉鋼で、ブランド力のある製品が作れれば。

　ミツハは、価値のある金属鉱石の発見と、この製鉄に希望を懸けていた。




　そして海産。

　漁村の代表者である村長は、希望を懸けていた。

　今まで、漁村は住民数が少ないことと、魚介類は日保ちしないため領外に売ったり備蓄したりできず、換金性が悪いために領主からぞんざいに扱われていた。

　しかし新領主であるミツハは、着任直後から頻ひん繁ぱんに、それこそ農村や山村に行くより遥はるかに高い頻度で漁村を訪れ、様々な質問をし、漁師の妻達が作った魚介料理を喜んで食べてくれた。

　そして、舟や漁具に並々ならぬ関心を示していた。

　更に、今まで町の住民からしか採用されなかった子爵邸の使用人に、初めて漁村からニネットが採用された。

　村長が期待するのも、無理はなかった。

　そして……。

「まず、製塩の強化と、海藻を乾燥させたものを、商品として大量生産します。それと、漁獲量を増やして、日保ちする干物、素干し、塩干し、煮干し、焼干し、燻乾品、節類なんかを作ります」

「おお！」

　林業の時とは打って変わって饒じよう舌ぜつになったミツハに、漁村の村長は眼を輝かせた。

　それに対して、どんよりとした様子の、山村の村長ふたり。

「それと、干物の大量生産のためには、先程言いました通り、漁獲量を増やす必要があります。そこで、網の改良と、漁船の新造を考えています」

「おおおおお！」

　予想以上のミツハの提案に、喜びの声をあげる村長。

　ミツハにとっても、漁業は効果がすぐに上がる美お味いしい産業であった。

　投網、刺し網、地引き網。沿岸の水質が汚染されていないここでは、回遊魚狙いの地引き網も、それなりの安定した漁獲が見込めるだろう。また、本格的な漁業が殆ど発達していない今なら、少し沖に出れば、網漁で大量の漁獲が期待できる。更に、スレていない魚の宝庫、釣りによる漁獲も期待できる。

　ミツハは、最初のうちは網と釣り道具を日本から持ち込んでも構わないと思っている。でないと、準備に時間がかかりすぎる。持ち込んだ網の効果を見せつければ、自然とその網の作りを調べて、同様のものを作ろうとするだろう。釣り道具にしても然り。

　舟は……。

　中古の小型ボートなら、20万～30万くらいで買える。しかし、材質がＦＲＰではまずいか。舟はやはり、現地製造であろうか。

　舟は地引き網にも必要であるが、今ある舟では、網と錘おもりの重量、作業時のバランス保持、作業に必要な人数の乗船等を考えると、難しそうであった。

　製塩は、漁村の人口が少ないこと、あまり広大な場所は取れないこと等から、流下式塩田が妥当であろう。何より、入り浜式や揚あげ浜はま式の塩田に較くらべて、労働者数が圧倒的に少なくて済む。

　施設の製造には、農村の者も使う。最終的な煮詰めのためには大量の木材が必要なので、山村の協力も必要である。

　燃料として大量の木材が必要であることを告げると、山村の村長達も、少し顔を綻ほころばせた。




　そして最後に、町から呼んだ商店主。

　この領は、先が海で行き止まりなので、通り過ぎる旅人などはいない。そして近隣に用がある者は、まともな町があるボーゼス伯爵領へ行く。

　また、この村で売られる領外産の商品は、その大半がボーゼス伯爵領経由で運ばれたものであり、当然、ボーゼス伯爵領より高くなる。そのため、この領で買い物をするのは、領内の者だけである。

「お店、廃業しませんか？」

「「「「「「「えええええ！」」」」」」」

　ミツハの言葉に、領民勢全員が驚きの声をあげた。

　領内唯一の商店が無くなったら、領民６７６名、１７０家族が日々の買い物に困るようになる。

　領外からの品物も勿論であるが、領内産のものであっても、店を介さないと、いちいち欲しいものをその生産者の所へ行って買わなければならなくなる。毎日、何種類もの品を。全ての家庭が、農村、山村、漁村をぐるぐる廻まわる？　不可能である。

　皆がそう思った時。

「いやいや、お店が無くなるというわけじゃありませんよ。ちょっと規模を大きくして、もっと色々な商品を置こうと思っているんです。これからうちの領に定期的に来てくれる商人のペッツさんが持ってきてくれる商品や、私の祖国から運ばれてくる珍しい品々、そしてこれからうちの領内で作る新製品とか。それらを全て個人経営の店に任せるわけにはいかないので、領主直営の店を開こうと思いまして」

「……もし、廃業を断ったら？」

「それでも別に構いませんよ。ただ、新規に領主直営店が開店するだけですから。おそらく、今よりもっと良い値段で買い取り、もっと安い値段で販売する店が」

「それじゃ、うちが潰れちまう……」

　ミツハの答えに、顔色を悪くする商店主。

「だからの、廃業のお勧めなんですよ。失業させたりはしませんよ、勿論。新しいお店には、各村を廻って仕入れをする者が必要ですし、ボーゼス領やその他の領地との直接取引も考えています。商売に慣れた人は必要ですからね」

　商店主は、考え抜いた末、首を縦に振った。

　最初から、他に選択肢はなかったのである。

　ミツハは、しばらくの間は、ここの店でも日本の製品を売ろうと考えていた。それも、王都の店よりかなり割安で。それにより、ボーゼス領だけでなく、近傍の他領からも客が来て、経済が潤うことを狙っていた。

　勿論、他領からの客が増えれば、宿や定食屋もテコ入れする。宿は普通の常時営業の宿にし、定食屋は大きくして、食堂に。そして料理人にヤマノ料理を仕込む。

　なるべく早く、領内だけの力でやっていけるようにしたい。しかし、最初は多少のズルは仕方ないだろう。でないと、話が始まらない。




　その後、ミツハは店と工房、塩田の建設について話し、町や各村からの人員の派出を依頼した。

　天てん役やくだと思い、無料奉仕だと考えていた村長達は、ミツハが日当を出すつもりだと知って驚いた。滅多にない、現金による臨時収入である。皆、喜んで馳はせ参じることであろう。

　あと、料理人にアテはないかと聞いたところ、定食屋の息子がボーゼス伯爵領の料理屋で働いているとのこと。呼び戻すかどうか、定食屋の夫婦と相談することにした。

　そして最後に、ミツハは子供達への教育について話をした。

　これから先、豊かな生活をするためには、教育が絶対に必要であること。

　最低限、読み書きと計算ができないと、肉体労働くらいしか働き口がなくなること。そして、騙だまされたり不公平な契約書にサインさせられたりして、悪徳商人の餌えさになるだけだということ。

　子供達も大事な労働力であり、皆は渋ったが、一日置きに午前中のみ、そして昼食を食べさせてから帰らせる、と聞き、それならばと了承した。

　これで、今回の議題は全て終了である。他に何かないか、と聞いたところ、税はこのままか、との質問が出た。

　税は、最も多いところで７割。これは、領民がまともに暮らしていける限界を超えている。余程のことがあった場合の、一時的なものである。７割の税を継続すると、大抵は領民の逃亡や領主家の滅亡が待っている。

　継続可能な最大税率が、６割。そして、王国で最も税率が低いところが、４割。これは、余程豊かで善政の領のみであり、大体、普通は５割前後である。

　但し、同じ税率でも、総税収額が金貨１万枚の領と金貨10万枚の領では条件が全く違うため、単純に比較できるものではないが。

　ちなみに、ボーゼス伯爵領は５割である。商業や、領内を通過する荷からの税収が期待できない、農業主体の田舎領としては、充分善政の部類であった。

　そして、この領の税率は、６割である。前領主の時のまま、まだミツハが何も指示を出していなかったので。

「あ、ごめんなさい、忘れてました。うちの領の税率は、今から、３割です」

「「「「えええええええ～～っっ!!」」」」

　領民側だけでなく、子爵家側からも驚きの声が上がった。

　ミツハは、別に食事や衣類にお金をかけるわけではないし、パーティーを開いたりもしない。王都の上級貴族や大神殿の神官に賄賂も使わないし、宝石も買わない。普通の生活費は、たまに開ける王都のお店で充分稼げる。なので、領での税収は、国へ、つまり国王陛下に納める税の他には、使用人や公務員達の給金、屋敷の維持費、そしてそれ以外は、領内の公共工事や教育、福利厚生等にしか使わない。新設する商店や製塩等を始めとする各事業は、独立採算を目指している。

　さすがにあまり低くすると、他領との兼ね合いもあるし、ある程度は予算がないと何もできないので、まぁ、これくらいかな、という数字であった。

　だが、領民達にとっては、驚天動地の大騒ぎである。

　４割だった自分達の取り分が、７割に。

　これは、生活の豊かさが１・７５倍になったというわけではない。

　４割のうち、最低限の食費、燃料費、衣類その他の、絶対に必要なものに３割５分を使っていたとする。すると、ただ生きていくため以外の、少しの贅ぜい沢たくに使えるのは、５分。

　それが、取り分が７割になると、どうなるか。

　贅沢に充てられる分が、３割５分。実に７倍である。今までの７倍、贅沢にお金が使える。領民の購買力が爆上げである。

　そうなると、消費が増える。消費が増えると、生産者の利益が増える。生産者の金回りが良くなれば、彼らの消費が増える。するとまたその品の生産者の金回りが良くなる。

　こうして、少しのお金が一定のルートを回るだけであった田舎町で、次々と経済が回り始めるのである。





＊　　　＊　　　






　第１回領民会議から、１ヵ月。

　店と工房が完成した。

　安全のため、平屋である。素人である村民達が作るので、王都で専門家に建てて貰うようにはいかない。

　空き地だらけで土地は充分あるので、広さは充分に確保してあり、平屋でも全く問題はない。

　金属加工職人のランディさんは、最低限の機材は王都から運んできていたため、早速、炉や機材の設置にかかった。まだまだ不足している機材は多いが、それは発注して取り寄せる。

　……ということになっているが、重くて嵩かさ張ばる荷物は輸送に手間と時間が掛かって高くつくので、私が仲介を引き受けて、こっそり転移で運ぶつもりであった。

「ランディさん、素材持ってきたんだけど、こんな感じでいいかな？」

　重そうな荷物を持って突然やってきた私に、ランディさんは驚いた様子。

　そりゃそうか。誰が、領主様自らが重い金属塊を担いで、ひとりで工房にやってくると思うだろうか。

　いくら人付き合いが苦手とはいえ、常識というものがあるランディさんは、大慌てで飛んできた。

「も、持ちます！　私が持ちますからっ！」

　そう叫び、急いで私から荷物を引ったくった。

　そして、予想より重かったのか、がくん、と荷物を持った身体が下がった。よくぎっくり腰になるパターンであるが、何とか耐えきった模様。

「それ、うちの国の金属素材なんだけど、もし欲しいのがあったら言ってね。もっと硬いのや軟らかいの、その他色々あるから」

　そう言われて、荷物を開いてみるランディさん。中には、様々な金属のインゴットが入っている。見本用なので、ひとつひとつはそう大きなものではない。そして識別用に、記号が付けられている。

　ランディさんは、いくつか取り出して、じっくりと調べている。

　領主である私を立ったまま待たせているけれど、それに気が付かないところが、ランディさんである。

「え……。

　おかしい。何だこれは。

　似たようなインゴットだけど、ひとつひとつが微妙に違う。打ち付けた感じでは、どうもそれぞれ硬さが違うようだ。それも、かなり硬い。

　そして、この、異様に軽い金属。本当に金属なのだろうか、これは……。

　いや、待て、まずはもう少し調べてから……」

　ランディさんは、何やら自分の世界に没ぼつ入にゆうしてしまっていた。

　どうやら待っていても無駄らしいので、私はランディさんを放置して、そのまま帰った。とりあえず作ってみて欲しいものがあったのだけど、また後で来ることにしたのである。男性がこういう状態になったら時間が掛かることは、お兄ちゃんやお父さんで、充分学んでいる。

　多分、後で我に返ったランディさんは焦るだろうけど、ま、それくらいは自業自得だ。




　塩田は、まだ工事中。枝し条じよう架かを用いた流下式なので、季節や天候の影響を他の方式よりは受けにくいし、労力が少なくて済み、場所も他の方式より狭くて済むと、良い事尽ずくめである。

　これで、遠方から運ばれてくる岩塩が中心の、塩の流通業界に殴り込む……、と、色々ありそうだから、とりあえずは領内消費と塩漬け製品の製造にのみ使う予定であった。

　塩漬けがたくさん作れるようになるだけでも、経済効果は大きい。この領の経済規模は、元々非常に小さかったので。

　学校は、既に稼働状態にはいっている。

　元々人口が少ないので、子供の数もそう多くはない。なので、場所は子爵邸の一室を使用している。その方が、教えるのにも、昼食の準備をするにも都合が良い。

　また、使用人も、コレットちゃん達、未成年の子供勢だけでなく、大人でも希望者には授業を受けさせたので、それにも子爵邸を使用するのが都合が良かった。

　読み書きができない使用人達は恥ずかしい思いをしていたらしく、皆、やる気充分である。

　教師は、読み書きができる者で手の空いている者や、ミリアムさん、ラシェルさん、そして私が行った。特に私の金かね儲もうけ講座や敵を叩たたき潰つぶすためのえげつない手法、東急ハンズで買ってきた科学実験セットによる授業等は大好評であり、執事のアントンさんまでが聞きにくる始末であった。

　一部、子供には少し問題がありそうな授業内容もあったが、細かい事は気にしない！

　子供達は、通学を嫌がるどころか、同年代の子供達と楽しく遊びながら『明らかに、自分の将来のためになる』と実感できることを学べ、そしてお腹一杯食べられる美味しい昼食に心を奪われ、２日に１回では少な過ぎるのではないか、と言い出している。




　そして、お店である。

　王都のお店、『雑貨屋ミツハ』の数倍の売り場面積を持ち、今までの商店にあったもの、つまり領地でとれた獣の肉や山菜、魚介類、野菜や穀物等の食料品や、布地、農具の金属部分等の生活必需品等は全てそのまま揃っている。しかも、魚は買い取り制であった。

　そう、今までは、魚は傷いたみが早いため、売れ残ると商店が丸々損失を被るというリスクを避けるために、魚は売れた分だけ後払いで仕入れ代金を払い、売れ残った分は返品されていたのである。

　そうしないと、リスクを恐れてごく少量しか仕入れられなくなるので、別に商店主が卑ひ怯きようというわけではない。委託制であれば、漁師は好きなだけ商品を置いて貰えるので、運が良ければたくさん売れる。その代わり、売れなければ稼ぎは少なく、傷む寸前の魚を持ち帰って、漁村のみんなで食べることになる。

　夕方になっても、売れ残りを投げ売りしたりは絶対にしない。もし夕方に投げ売りをすれば、翌日から、夕方になるまで誰も魚を買わなくなるので。

　しかし、新しい店では、完全買い取り制。

　なので、値引きしようが安売りしようが、店の自由であった。

　そして、加工したもの、つまり、煮たり焼いたりと、調理したものも売った。付加価値をつけて、利益率を上げたのである。魚の調理を面倒がる独身者層の需要を掘り起こすのである。それに、加工すれば、多少鮮度が落ちたものも新しい商品に生まれ変わって、消費期限が延びる。

　更に、売れ残った生魚は閉店と同時に処理を開始して、干物や塩漬け等に加工した。

　これらにより、魚の完全買い取りを実現。

　漁師達は、獲っただけ確実に収入になると知って、やる気を出した。

　しかも、店には日本製の漁網と釣り道具が並べられていた。その威力は、既に領主様である私が、直々にデモンストレーション済みである。

　……ちなみに、日本の小さな漁村に出向いて、暇そうにしていたお年寄りに投網の投げ方を教わった私は、面白がってわらわらと寄ってきた老人連中に逃がして貰えず、筋肉痛になるまで特訓を続けさせられたのであった。

　貝や海藻を乾燥させる場所も整備した。昆布、わかめ以外にも、あおさと呼ばれるひとえぐさ、海の苔り等の採取・加工を開始。更に、新造船の建造準備が始まった。

　女性や子供達も、海藻の採取・加工や、岩場からの釣りによる漁獲等により、収入に大きく貢献できた。

　漁村は、村ができてから最大の熱狂に包まれていた。

　農業は漁業と違って手間と根気と時間をかけるものであることは、農村の全員が充分承知している。そして、領主様の指導に従った漁村の状況を見て、次の収穫期における自分達の実験の成果、そしてそれを元にした収穫増の未来を夢見て、希望に燃えていた。

　……そして、どんよりとした山村の状況に居たたまれなくなった私は、日本産の鋸のこぎりや斧おのを、何なん挺ちようか寄贈したのであった。




　このように、従来の商品は全て継承し、更にその数倍あるスペースに、私はペッツさんから仕入れた品と、日本の商品を大量に並べた。

　リンスインシャンプー、使い捨てライター、カロリーメイト、袋ラーメン等の、王都の店でお馴な染じみの定番商品に加え、各種激安缶詰、日保ちするお菓子、鉄製農機具、漁具、工具、食器、ＬＥＤライト、文具、便利用品等々。

　購買力が上がった領民にも売れるであろうが、本命は、近隣の他領からの客であった。店の売り上げだけが目当てではなく、領内への人の流れをつくること。それに伴い、商品の流れ、カネの流れができてゆくことである。

　領民向け以外の商品は、しばらくはあまり売れないかも知れないが、あまり傷まないものばかりなので問題はない。










『ヤマノ子爵領の店を知っているか』

　近隣の領地で、しだいに噂が広がり始めていた。

　あの雷の姫巫女様が、故国から届いたものを売っているらしい。

　王都の店より品数が多くて、安いらしい。

　運が良ければ、姫巫女様に会えるらしい。

　姫巫女様から商品を直接手渡されて、ゆ、指に触れた奴がいるらしい！




　海に面した領地なのである。船で運ばれた故国からの品が、王都より安く、たくさん出回っても、何も不思議はない。……はずである。

　しだいに増える他領からの客に、宿と定食屋も改装した。

　宿は常時開いて、雇った従業員が常駐。風呂も造った。

　定食屋は、ボーゼス伯爵領から呼び戻した息子に子爵邸でヤマノ料理を教え込み、少し高めの値段でメニューに載せた。

　少しずつだが、順調に進む領地の発展。

　……山村を除いて。

　仕方なく、私はシイタケの菌を日本から持ち込んだ。

　山から切り出した原木にたくさんの小穴を開けて、湿らせた大お鋸が屑くずと菌を混ぜたものを詰め、蠟ろうを溶かしたものをスポンジにチョイと付けて、穴にポンポンと触れて封をする。菌と大鋸屑が乾燥するのを防ぎ、更に、虫が入り込むのを防ぐための、先人の知恵である。

　あとは、陽が当たらず、じめじめとした場所に並べておくだけ。

　シイタケは、焼いて良し、煮て良し、ダシの素としても良しの、使えるヤツである。何より、干せば軽くて日保ちする、というのが良い。

　買い物に来た客に食べさせて、他領へとじわじわ広めていくつもりであった。ヤマノ子爵領の特産、独占販売である。

　タケノコも、日保ちするから……、って、ダメか。竹林くらいどこの領地にもある。自じ然ねん薯じよも、木の実も……。

　やはり、木炭と製鉄しかないか。砂鉄の収集を始めさせよう。

　……って、それには、磁石が必要？　強力なネオジム磁石を用意するか。永久磁石界で最強と言われるその口上が本当かどうか、試してくれよう！

　海岸や川岸に堆積した漂砂鉱床を探すか、残留鉱床である山砂鉄を探すか、どうするか……。

　幼い子供の、良い小遣い稼ぎになるかな？　いや、幼い子供の稼ぎとはいえ、家計を支える重要な収入か。村人の生活は、まだまだそう甘いものではない。税率軽減の恩恵が表れるのは、次の収穫期が来てからなのだから。

　……とりあえず、磁石を用意して、貸し出そう。





第二十章　エージェント







　久し振りに、隊長さんのところを訪問。いや、最近は領地改革で忙しかったからね。

　個人携帯武器は殆ほとんど使えるようになった。投げると後ろに飛ぶ、手榴弾以外は。

　いや、使えるようになったといっても、『撃てるようになった』というだけで、命中率は低いけどね。

　例のドラゴンの素材は、いい値になったらしい。そして公平を期すため、ウロコや肉は、各国に均等に売ってあげたらしい。独占されないよう、一定量ずつ。

　勿もち論ろん、凄い高額で。

　高いと文句を言った国の分は、オークションで他国や大企業に売ったとか。鬼……。

　そして、ドラゴン素材関連の研究成果から派生した発見、発明、新製品等の全てに関しての、利権の確保。もう、大金持ち確定である。

「……いや、出すよ？　勿論、嬢ちゃんの取り分も出すからな？」

　胡う乱ろんげな私の視線に、慌ててそう説明する隊長さん。
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「で、傭よう兵へい稼業は続けるの？」

「ああ、俺達は他に能がないからな。カネを分けて解散しても、他にやれることもねぇし、どうせすぐに使い果たしちまうか、襲われるか、騙だまされて一文無しさ。それくらいなら、傭兵団のままで纏まとまっている方が安全だからな。まさかウチに喧けん嘩か吹っ掛ける奴も居るまいしな。

　ただ、カネに困って危険度の高いムチャな依頼を受けたりしなくて済む、というのは、ありがたいよな。そもそも、当分は戦闘仕事を受ける気はないしな」

　うん、カネが充分あるのに、カネ目当てで死地に赴おもむくようなことはしないよね、普通。

「あ、そうそう、私、子爵領の運営やってるって言ったよね。もし盗賊とかが来たら、戦力出して貰もらえる？」

「ああ、嬢ちゃんの依頼なら、話は別だ。相手が銃器を持っていないとはいえ、死ぬ可能性はあるが、ま、それで死ぬようなら、それはそういうヤツだった、ってことだ。志願制にしても、多分全員が参加するさ」

「あ～、敵国が来るようなところじゃないから、前みたいには要らないんだけど……」

　うん、過剰戦力だ。

「あ、木造で、人力で動く、十数人乗りの船とか、心当たりないかなぁ？」

　日本と違い、このあたりの国ならば、まだ木造で機械動力ではない船があるかも……、と思ったのだが。

「……ガレー船か？　嬢ちゃんとこ、まだ奴隷とか使ってんのか？」

　びっくりしたように、眼を丸くする隊長さん。

　駄目か……。

　さて、今日は特に訓練の予定はない。大金を稼いだら、戦車か自走式機関砲でも買おうかな。『神様』、頼りになるからねぇ。

　軽装甲機動車とかは、５・５６ミリじゃあ武装が弱過ぎる。やはり、20ミリ機関砲とかを積んだ歩兵戦闘車とか……、って、何と戦うんだ、ヤマノ子爵領は！

　……今日は、もう帰ろう。

　あ、その前に、街で買い物をして行こうかな。

　いや、日本だけでなく、この国の街でも買い物はするよ。大抵のものが、日本よりたくさん入っていて、安いから。馴な染じみの店も増えたし。よくオマケして貰ったり、飴あめ玉だまを貰ったりする。

　……分かってるよ、10～12歳くらいの子供だと思われてるってことは！

「嬢ちゃん、街へ出るのか？」

「うん、買い物しようかと」

　隊長さんは、少し声を潜めて言った。

「……最近、怪しいのがうろついてる。多分、どこかの国の諜ちよう報ほう員いんか何かだ」

「目的は何？」

「多分、異世界との行き来の方法、とかだろうな。あと、こっちに無い資源や技術とか。

　以前、うちの馬鹿がホームページに写真上げやがったし、今回、王女様から貰った報酬だと言って大量に換金した金貨、あれ、以前にも換金してるからな。プロが本気で調べれば、俺達はともかく、姫様の転移は１回限りじゃなかったってことは、すぐに分かるだろう」

「資源はともかく、技術？　剣と弓矢の世界に？」

「あるだろうが、ほら。魔法とか、魔法とか、魔法とか……」

「ああ……」

　なる程、異世界利権とか、うまくすれば異世界に軍を出して、とか考えてるのかな。24ドル相当のガラクタと交換で広大な土地が手に入るとか、使い捨てライターとダイヤの原石が交換できるとか……。

　でも、転移は科学的なものでも、魔法により次元のトンネルを、とかいうものでもない。たとえ私を捕らえて転移を命じても、転移する時点で、自分だけ転移するとか、他の者の装備や衣服は全部残して高い山脈のてっぺんに転移して、自分だけすぐに再転移するとか、どうにでもなる。

　そもそも、一撃で殺すならともかく、そうでないならいつでも転移で逃げられるのだから、私を絶対に殺すわけにはいかない者達に、どうこうできるはずがない。薬で一瞬のうちに眠らせても、尋問するためには意識を取り戻させる必要があるのだし。意識がある状態がコンマ数秒あれば、転移で逃げられる。つまり、尋問は不可能、ということだ。私が自分の意志で付き合ってあげない限りは……。

　うん、脱出のため転移する時、その建物の柱全てを一緒に持って行く、とかいうのも面白いかも知れない。

　それに、一応、私は向こうの世界の者だと思われているし、たとえ本名がバレても、人質にされる家族も、大事な親戚もいない。もしもあの叔父一家が人質にでもされれば、大笑いなんだけどな……。

　とにかく、大したことはない、ということだ。

「分かった。大きな問題じゃないけど、一応、これからは私の名前は、例の説明の時ので統一させてね。おかしな連中に、あまり『真名』が広まるのは良い気がしないから」

「お、おぅ……」

　真名、とかいう怪しい用語の登場に、戸惑う隊長さん。後でジャパニメーションマニアの団員さんにでも聞いといて。




　その後、団員さんがクルマで街まで送ってくれた。なんか、私を送る役が取り合いになってた。……モテ期到来か？

　連続転移で街に行くこともできるけど、出現の瞬間を目撃される可能性は常にあるし、時速70マイルで30分弱、世間話をしながら送って貰う方がいい。

　あ、信号も何もない道を、そのまま時速70マイルでノンストップだから、50キロくらいは離れてるよ、街から。私設の傭兵団のベースがそんなに街の近くにあるはずがないよ。

　ちなみに、この場合の『マイル』は、海マイルではなく、陸マイルの方ね。

　街に着いて私を降ろすと、団員さんはそのまま帰っていった。買い物のあとは、そのまま転移で自分の世界に戻るって知ってるからね。

　そういえば、なぜかみんな、私が『戻る時はどこからでも戻れるが、この世界に来る時は傭兵団のベースにしか現れない』と思っている節がある。多分、転移で出発する場所はどこでもいいけど、到着する場所には目印となるマーカーの設置が必要、とか思っているのかな。それが傭兵団のベースに設定してある、とか。ま、別にいいけどね。好きに思わせとこう。何かの安全弁になるかも知れないし。

　と、適当に食材とかを買い歩いていると、知らない人に声を掛けられた。

「すみません、お嬢さん。少しよろしいでしょうか？」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、身長は１８０センチくらいで、私からは見上げる高さ。40代半ばくらいの、黒っぽいスーツを着た、落ち着いた感じのおじさん。後ろに、若い人がふたりついている。みんな黒スーツ。そういう決まりでもあるのかな？

「はい、何でしょうか？」

　頭の中に、ロシア語と中国語の知識が浮かぶ。ロシア語は完全に、中国語はやや劣る感じで。

　話し掛けられたのは英語だけど、英語は元々完全にマスターしているから、特に変化はない。

　うん、英語と中国語を勉強してマスターした、母国語がロシア語の人ね。

　勿論、返事は、話し掛けられた言語である英語で返している。

「少しお話ししたいのですが、よろしいでしょうか？」

「え？　ええ、まぁ、少しぐらいでしたら……」

　私の返事に、喜色を浮かべる男性。

「では、どこかで食事でもしながら……。どうぞ、クルマで御送りしますので」

　見ると、後方に黒塗りのクルマが駐とめてある。さすがに、怪しい男達３人プラス運転手のクルマに、無防備に乗り込む女の子はいないだろう。異世界人だと思って、舐なめてるのかな？

「いえいえ、この世界では、知らない人について行ったり、知らない人のクルマに乗ったりしてはいけないと教わりましたので……」

　眉まゆを顰しかめる男達。誰だ、余計なことを教えたのは、とでも思っているのだろう。

「ですから、あそこのお店で、お茶でも飲みながら、なら大丈夫ですよ」

　私の言葉に、仕方なく頷うなずく男達。そして、歩き出した私についてくる。

　おそらく、いきなり拉致、とかではなく、元々、最初は軽い接触だけのつもりだったのだろう。




「こ、ここは……」

　たじろぐ、３人の男達。

　浮いていた。

　思い切り、浮きまくっていた。

　程々に席を埋めたその店の客は、自分達以外は全て、若い女性客であった。その中に、黒いスーツの男が３人。

　もう、目立ちまくりである。

　この街で、若い女性に人気のスイーツ専門店。

　勿論、わざとこの店を選んだ。これだけ注目を集めていれば、おかしな真似はできまい。ふはははは……。

　そして壁際のテーブルを選び、壁を背にして座った。

　普通は、逃げ出せない席は避けるべきである。マルチ商法や宗教の勧誘に来た、数年振りに会う元クラスメイトと見知らぬその連れ、とかと席に着く時には、特に。

　しかし、今の自分には関係ない。転移もあるけれど、場所が『この店』だから。

　とりあえず、注文を取りに来たウェイトレスさんに、ケーキセットを頼んだ。おじさん達は、コーヒー、コーヒー、チョコバナナクリームサンデー、って、最後の人、他のふたりに睨にらみ付つけられてるよ。

　うんうん、食べたかったけど、ひとりじゃ店にはいる勇気がなかったのね。たっぷり味わって食べて下さい……。

「で、お話とは、何でしょうか？」

　わざと、少し大きな声でそう言った。

　そう、店にいる客や店員の皆さんに、自分達は知り合い同士ではなく、『初対面の怪しい男達に囲まれている女の子』であると知らしめるためである。

　効果覿てき面めん、二は十た歳ち前後のお姉さん達のグループが、怖い顔でこっちを見ている。そして、ちらちらとこちらを見ながら、バッグから携帯電話を取り出している女学生のグループ。

　男達は、店内側を背にしていたり、壁側の私の方を向いていたりするため、それらの様子には全く気付いていない。よし、計画通り……。

　居心地悪そうにしながら、最初に声を掛けてきた年配の男性が、声量を抑えて話し始めた。

「単刀直入にお聞きしますが、あなた様は異世界の王女殿下でございますね？」

　うん、直球、ストレートど真ん中！

「ええ、まぁ……。どうしてそれを？」

「おお、やはり！　実は、我が国は是非王女殿下の国と国交を結びたいと考えておりまして……。魔王軍との戦いに際しましては、軍の派遣による御支援も可能です！」

　うんうん、何だかんだ言って、軍隊を進駐させて、あとは力でゴリ押し、か……。

　しかし、異世界で孤立したら、どうするつもりなんだか。現代兵器なんか、補給と整備が続かないと、すぐに無力になっちゃうよねぇ。それに、いくら強力な兵器を持っていても、周り中が敵ならば、毎晩断続的に夜襲を受けて全然眠らせて貰えなかったり、こっそり忍び込んだ敵に水や食料に毒を入れられたり、そもそも現地での水や食料の確保を妨害されたりすれば、すぐに干上がっちゃうと思うんだけどな……。

「いえ、それは、この世界の勇者様方のお陰で、もう終わりましたので……。あとは、主力を失った残敵の掃討くらいです。それくらいは、他の世界の方々には頼らず、自分達でやりませんと……」

　私の返事に、え、と、アテが外れたような顔をする男達。

「え、しかし、いつまたドラゴンが襲ってくるかも……」

「いえ、古竜は元々、数百年に一度現れるかどうか、という程度です。成竜は温厚で知性的な生物でして、ごく稀まれに子竜や若い竜がヤンチャしに来るだけだそうです」

　あの後、あちらの世界の学者さんからそう説明された。

「え……」

　ここで、注文の品が来た。

　ウェイトレスさんを見るために視線を上げた私は、思わず噴き出しそうになった。

　若い女性だらけの店内の何ヵ所かに、異物がある。

　まるで示し合わせたかのように、暗色の目立たないスーツを着た男達のグループが、数ヵ所に。目立たないはずのその地味なスーツが、ここでは、とてつもなく目立っていた。

　席が埋まってきたせいか、違うグループが相席にさせられていたりして、実に気まずそうな様子。そりゃまぁ、若い女の子と相席にはさせられないよねぇ……。

　同じくウェイトレスさんの方に眼を向けた男達もそれに気付き、呆ぼう然ぜんとした様子。

　しかし男達は、今ここで話を進めないと、いったん自分達が私と別れれば、他国のエージェント達が一斉に群がり寄るに違いない、と思い、注文の品をテーブルに置いたウェイトレスさんが去っていくと同時に、周囲の状況には眼を瞑つむり、再び話を続けてきた。

「しかし、祖国のためをお考えになれば、ここは我が国との国交を……」

「Лояльность　к　Родине」

「「「え？」」」

　私が突然口にした言葉に、驚きよう愕がくの表情を浮かべて私を見詰める３人。

「私の曾そう祖そ父ふの命の恩人にして、わが国の大英雄、『勇者イワノフ』がよく口にしていた言葉だそうです。祖国への忠誠、というような意味の言葉だと聞いております……」

　呆然とする３人。

　そして、しだいに赤く染まっていくその頰ほお。

「そ、それは！　その方は、我が国の者ですぞ!!」

　その大声に集まる、店中の視線。

　うんうん、面白くなってきたね。

「え……。あの、勇者イワノフが、この世界の人？」

「そ、そうです！　その名、先程の言葉、我が国の者に間違いありません！」

　私の言葉に興奮する、某国エージェントの人達。

「で、では、勇者様が持っていたと言われている、伝説の３種の神器、あぶとまっと・からしにこふよんじゅうなな、とかれふ、そして神の雷あーるぴーじーせぶん、というのは……」

「ええ、ええ、ええ！」

　もう、泣き出さんばかりの男達。

「これも、御先祖様と我が国の英雄のお引き合わせ！　是非、我が国との友好条約を！」

「……ちょっと良いですか？」

　テーブルに身を乗り出して私の手を握ろうとした男を、新たな男性の声が制止した。

　振り返り、せっかくの勢いに水を差した男を睨み付ける、某国エージェント。

　どうやら、急に盛り上がった様子に危機感を抱き、先を越されるのを邪魔する気になったチームがいたらしい。

「姫様、是非、我々も話に加えて戴きたいのですが……」

　横入りした男性の言葉に、私はにっこりと微笑んで答えてあげた。

「はい、どうぞどうぞ！　同じ話を何度もするのも面倒ですし、一度で済ませられるなら……」

　ぎりぎりと歯は嚙がみする、先約の男達。

　それを見て、他のグループが一斉に席を立った。

　そして、ぞろぞろと私達の席を取り囲む。

　少女を取り囲む大勢の怪しい男達に、さすがに見過ごせず、店のあちこちで一斉に操作される携帯電話やスマホ。もちろん、官憲への通報である。

　いくつかの席では、いざとなったら少女、つまり私を助け出すべく、ケーキナイフやフォークを握り締める女性達の姿があった。

　私の方に意識を集中させており、背後でのそれらの動きに気付かない、各国のエージェント達。

　彼らは、殆どの一般市民は、自分に無関係の面倒事には関わりたくなく、大抵のことは見て見ぬ振りをする、それに、自分達は別に怪しい真似や非合法なことをしているわけではないし、とでも考えているのであろう。

　そういう考えが染しみついている彼らには、ここがどういう客層の店なのか、そして自分達が取り囲んでいるのが、他の者からどう見える人物であるかということを、失念していたのである。

　11～12歳の少女を大勢の男達が取り囲むというのは、充分に怪しい行為であったし、通報事案であった。

「あ～、これはちょっと、人数が多過ぎますよねぇ。また後日、場所を改めてお話しすることにした方が良さそうですね。

　じゃ、皆さん、改めて後日こちらから連絡しますので、連絡先をお教え戴けますか？」

　私の言葉に、慌てて名刺やらアドレスのメモ書きやらを手渡す、各国のエージェント達。

　忌いま々いましそうな顔をしながらも、まだ、余計な連中を追い払ったあとに話を続けて、再度こっそりと会う約束を取り付けるか、このまま場所を変えて条約の仮締結を、と考える某国のエージェントは、自分達の優位を信じていた。何しろ、先祖の恩人である勇者の母国なのだ。

　一応、他国の者達と一緒に連絡先を手渡した男がそう考えていた時、それはやってきた。

「通報があった店は、ここですか！」

　そう、多数の通報によって駆けつけた警官、12名。

　同時に多くの通報があったことと、少女が多くの男達に取り囲まれているとのその通報内容から、数台のパトロールカーが現場に急行した結果であった。

　店内の様子を見て、殺気立つ警官達。

「お前達、そこを動くな！　お嬢ちゃん、この人達は知ってる人かな？」

　警官の言葉に、私は明るく答えた。

「ううん、知らない人。さっき声を掛けられて、お話がしたいからクルマに乗りなさい、食事を奢おごってあげる、って言われたけど、なんか悪い予感がしたから、このお店になら行ってもいい、って言ったの……」

　噓うそはない。正直そのものである。

　おお、と、少女の機転に感心すると共に、自分達の行為が大正解であったことを喜ぶ、通報者達。

　えええ～っ、と驚愕に眼を見開く、各国エージェント達。

　そして、怖い眼をして男達を睨み付ける警官達。







　エージェント達が警官に連れて行かれ、現場での簡単な事情聴取のあと解放されたミツハは、通報してくれたお姉さん達にひとりで出歩かないようきつくお説教された後、パフェを奢って貰った。

　そして、警察で色々と事情聴取され、身元を調べられ、指紋を採とられ、散々な目に遭った各国のエージェント達。

　ミツハに声を掛けてあの店に連れ込んだのは最初の男達だけで、その他の者は、たまたまそれを見掛けて心配になり、念の為について行っただけ、という説明を主張し続けることによって何とか解放されたが、あからさまに怪しいため、公安に連絡されてしまった。

　他国のエージェント達の情報を一挙に入手できて、欣きん喜き雀じやく躍やくの公安達。公安に眼をつけられてしまっては、エージェントとしての価値が大幅に低下してしまう。

　まぁ、本当のことも言えず、少女の連れ去り未遂犯としてこってり絞られた某国エージェント達に較くらべれば、まだマシであったが。










　ある日、そのエージェント達の許もとに、電子メールによる懇談会の招待状が届けられた。

（王女様、あれ、本気だったんだ……）

　てっきり、警官達が来るまでの時間稼ぎかと思っていたエージェント達は、驚いた。

　確かに、王女様が警官に言ったあの説明は、噓ではなかった。それに、警官を呼んだのは他の客達で、王女様が呼んだというわけではなかった。

（もしかして、警官の質問に素直に答えただけで、全然悪気はなかった？）

　勿論、そんなはずがなかった。

　そして某国のエージェント達も、ほぼ同じように考えていた。

　王女様が警官に喋しやべったことは、事実そのままであったのだから……。

　そう、この世界のことには疎うといから、それが我々に何をもたらすかを認識していなかっただけなのだろう、と。

　何しろ、我が国は大英雄の母国なのだからな、と、自国の優位を疑ってもいなかったのである。

「３日後、あの傭兵団のベースで、か……」










　そして、招待メールの配信から３日後。

　傭兵団ウルフファングのベース、作戦会議室。

　団員全員が集まれるだけの広さを持つその部屋は、ほぼ全ての席が埋まっていた。その大半は各国の代表達であり、あとは私の護衛を務める傭兵団の団員である。あのスイーツ専門店に集まった国だけでなく、私が選んだいくつかの国にも招待と事情説明のメールを出しており、それらの国からも代表者が参加している。

　急な話であり、また非公式なものであるため、国の要職たる大臣等が参加しているところはあまり多くなく、多くの国は情報畑のトップ達が腹心の部下と共に参加していた。勿論、かなりの裁量権を持たされて。外務官僚達の出番は、もっと先のことであった。




「皆様、本日は遠いところ、よくおいで下さいました。これより、我が領地と国交を結びたいとお申し出戴きました皆様との、懇談会を開始致します」

　私の仕切りで、懇談会が開始された。

「まずは、招待状に書いておりました通り、朝貢の儀を」

　本来、朝貢とは、下位の国から上位の国に貢ぎ物を贈り、そのお返しとして、上位の国はその数倍のものを下賜する、というものである。しかし私は、それを自分に都合の良いものに変更していた。

　自分と交渉したい各国の代表が、競って貢ぎ物を出す。そして私はそれを全て受け取り、その中で最も気に入ったものを貢いだ者にのみお返しを渡す。それも、選ばれたという名誉が主体で、お返しの品自体には金銭的価値は殆どない。所いわ謂ゆる、『記念の品』程度である。また、それによって交渉が有利になるということもない。

　……酷い詐欺であった。

　しかし、各国は私、異世界の王女様の歓心を得るために、この贈り物勝負に勝つ気満々であった。

　宝石。ドレス。名誉爵位。その他、様々な贈り物が続く。

　先入観を排し、公平性を保つため、この時点では贈り主の国名は名乗らない。まあ、私は事前に情報を少し入手しているけど。

　某国がドヤ顔で出してきた、ＡＫ‐47アサルトライフル、トカレフ自動拳銃、ＲＰＧ‐７の３点セットには、各国代表から失笑が漏れた。全て時代遅れの旧式武器である上、金額にすると微々たるものである。しかし、自信満々の某国代表。

　だが、いずれの品にも、私が特に心を動かされることはない。

　そして、とある小さな開発途上国の番となった。

「人力で漕こぐ、全長13メートル、全幅３メートルの、中古の木造船２隻の目録です」

　再び、列席者の間から失笑が漏れた。しかし。

「えええっ！」

　思わず叫び声を上げてしまった私の、激しい反応に驚く代表達。

「そ、それは本当ですか！　ど、どうして私がそれを欲しがっていると……」

「はい、お金も特産品も何もない我が国ですが、せめて少しでも王女殿下にお喜び戴きたいと思い、傭兵団の方々に色々とお話を伺いましたところ、以前に木造船を欲しがっておられたとお聞きしまして……」

「うん、うん、欲しい！　欲しかったよ！　ああ、これで地引き網が始められる。網漁用の新型船が自力で建造できるまでの繫つなぎになるよ……」

　財力や技術力に驕おごるのではなく、本当に相手が喜んでくれるものを、という、その心遣い。やはり、小国であっても、誠意と勢いのある国は違うなぁ……。

　あまりの私の食い付きっぷりに慌てた大国の代表が、『我が国からも、大型の船を提供します！』と叫んだが、自分達で維持や修理ができない動力船を貰っても仕方ない。そして、自力建造の参考にもならない。そう言って、斬って捨てた。

　そして結局、返礼の対象に選ばれたのは、その木造船を贈った小国となり、生きたままの角の生えたウサギの番つがい、地球で似たようなものを見たことがない、おかしな金属で作られた装飾品、そして２泊３日の異世界旅行券２枚が贈られた。

　私にとってはタダ同然の品々であったが、各国の代表達は、『持ち主を殺してでも奪い取る！』と言わんばかりの眼で、その返礼の品を凝視していた。

　彼らは、贈り物に宝石やドレスを選んだ自分達が根本から間違っていたことにようやく気付いたらしいが、後の祭りである。

　しかし、私も、別に宝石を貰って嬉うれしくないわけではなかった。換金物としてはそれなりに役に立つので。ただ、今は、現金よりも領地の発展に直接役立つものの方が嬉しかっただけである。

　こうして儀式が終わり、いよいよ話し合いが始まった。




「では、本題にはいります。まず、皆さん、私達と国交を結びたいとのことですが、どうして私にそのようなことを言われるのですか？」

「「「え……」」」

　私が言っていることが、よく分かっていないらしい列席者達。

「そもそも私は、ある国でそれなりの立場におりましたが、今は国を出て他国の世話になっております。そしてそこで所領を与えられ、小さな領地の運営を行っております。

　つまり、私が自分の裁量で自由にできるのは自分の領内のことだけで、他国との交渉や条約締結、軍隊を国内に引き入れる等のことは、国王陛下の許可なく勝手に行えることではありません」

　私のことを、今いる国の王女だと思っていたらしい各国の代表達は、え、と驚いた顔をしていた。

「し、しかし、魔王軍との戦いの時には……」

「あの時は、時間に余裕がなかったため、以前の身分を名乗り、義勇軍としてこの世界の勇者様達を率ひきいました。報奨金は、義勇軍に対する礼金です。今の私は、ただの地方領主に過ぎません」

「で、では、国交は……」

「はい、地方領主にそのような権限はありませんし、勝手に他国の者を国内に招き入れることもできませんね」

　私は、代表者達の質問に、次々と答えていく。

　そして、思っていたのと大きく違う私の話に、困惑する各国の代表者達。

「では、国王陛下との仲介の労をとって戴くことは……」

「仲介して、どのようなお話をされるおつもりですか？」

「それは勿論、国交の申し入れと、使節の派遣、交易のお話などを……」

「……どうやって？」

「え？」

　私の問いに、きょとんとしている代表達。

「いえ、どうやって使節を派遣したり、交易したりされるのかな、と思いまして……」

「「「え？」」」

「世界間転移能力の持ち主が大勢居おられるのですか、皆さんの国には。私のように、自分自身以外を転移させるには生命を削る、ということもない、優れた方々が」

「「「え……」」」

　静まり返る、作戦会議室。

「え？　まさか皆さん、私に全部運ばせるおつもりだったとか？

　そんなことをしたら、すぐに死んじゃいますよ、私。その後、どうするおつもりなんですか？」

「「「…………」」」

「あの、その能力は、他の者には……」

「私のこの能力は、たまたま私の世界を通りかかった流浪の神から授かったもの。私の世界にも私ひとりしか居りませんし、他の者に伝えられるようなものではありません」

　私は、列席者の質問に、絶望的な答えを返す。

「あ、あの、これ……」

　他の者を伴う転移が私の寿命を縮めると知り、旅行券を返そうとする小国の代表者。どうやら、この国の代表はエージェントではないらしい。人が良すぎる。

「ああ、それはいいんです。人ひとり運ぶくらいの負担ならば、時間が経てば回復しますから。

　船には、多少の生命力を削るだけの価値が充分にありますし」

　それを聞いて、立ち上がる某国の代表者。

「では、我々を王女殿下の母国に案内して戴きたい！　勇者の母国の者として、是非我が国からの御挨拶と、友好の儀を結びたい！」

　また、何をおかしな事を言い出すのやら、と、呆あきれ顔がおの面々を無視して、某国の代表である男性は、更に言い募つのる。

「貴方の母国と、我がロシアの未来のために!!」

「ロシア？　それが貴方達の国の名ですか？」

　私の問いに、今まで自国の国名を言っていなかったことに気付いたらしい代表者。おそらく、諜報関係の仕事をしていると、自分の名や自国名は極力口にしないのが習性になっているのだろう。

「はい、申し遅れましたが、我が祖国、ロシア連邦です！」

「え……」

　それを聞いて、私は驚いた振りをした。

　私のその様子に、怪け訝げんな表情の某国代表。

「私を騙しましたね！　勇者イワノフの故国は、そのような名の国ではありません！」

　突然の私の怒号に、え、と驚く某国代表。

「勇者イワノフの故国の名は、『ソビエト社会主義共和国連邦』です！」

　あぁ、と、ほっとした様子の代表。

「それは、我が国の旧国名です。国の名が変わっただけですよ」

「え？　他国が侵略したとか、内乱で簒さん奪だつが行われたとかではないのですか？」

「いえ、元々ロシアという国名でしたが、他国と合併しソビエトと名乗り、再び元の名に戻っただけですよ。国名以外は元のままです」

　その説明に、私は安心したような顔をした。

「そうでしたか。確か勇者様の出身は、ソビエト社会主義共和国連邦の中の、うくらいな、とかいう地方だったということですが、今はロシア連邦のうくらいな、なのですね……」

　ぶふうぅぅ～～!!

　作戦会議室のあちこちで、盛大に噴き出す音が聞こえた。

　う、ウクライナ……。

　クリミア侵略……。

　あちこちで囁ささやかれるひそひそ話。

　私は、そのうちのひとりを指して尋ねた。

「どうしたのですか？　皆さんが何を言っておられるのか説明して下さい！」

　指名された男性が、必死で笑いを堪こらえながら説明した。

「いや、あの、ウクライナというのは、昔からロシアに酷い目に遭わされ続けた国でして。国民の大量虐殺とか……。つい最近も、クリミアという地域に侵略されて、そのせいで国内では今も戦いが続いていますよ」

　余計なことを、と睨み付ける某国代表。

　私は、冷たい眼でそれを見た。

　勿論、ウクライナのことは知っている。

「騙しましたね……」

「い、いや、そういうわけでは………」

　これで、今後、某国の言うことは全て無視できる。

　何せ、王女を騙そうとした、勇者様の母国の敵なのだから。

　一番しつこそうな、今後も何かとちょっかいをかけて来そうなところを潰し、完全無視の理由を作る。計画は、どうやらうまくいったようである。




「そういうわけですので、私に国交を、とか言われましても……。

　交易するにも、たくさんの物を運ぶことはできませんし、小さな物で稼ごうにも、私がこの世界の相場を知っています以上、使い捨てライターで金貨１枚、とかいうようなわけにはいきませんよ。

　そもそも、向こうの世界の、粒が小さくて質の悪い小麦だとか、僅かな量の魚介類だとか、こちらの世界の衛生基準を満たすかどうかも分からない獣肉とか、需要がないでしょう、この世界には。

　それに、こちらの世界のものを無制限に運んであちらの経済活動や産業を潰したり、金や宝石類を大量に流出させたりするつもりはありませんよ。交易にならないでしょう、始めから。

　いつ私が事故に遭ったり病気になったりするかも分からないのに、責任重大な国同士の仲介役や馬車馬代わりをやるつもりも、全くありませんしね。

　で、皆さん、私に、具体的に何をして貰いたいのですか？　私や、私の世界の国々に不利益がない形で」

　ざわつくが、特に誰からも発言のない会議室。

　そのうち、別の小国の代表のひとりが、挙手をして発言の許可を求めた。

「あの、鉱物や生物のサンプルとか、戴けないでしょうか……」

　他の者も、そうだ、それがあった、と眼を光らせる。

　未知の生物や、未発見の金属。それらが、いったいどれだけの富を生み出す元となることか……。あのドラゴンの素材からは、今も様々な発見がされつつあるのだ。

「あ、それくらいでしたら……。そうですね、では、サンプルはあなたの国と、船を戴きましたところとの２国にお渡ししましょう。何か発見があれば、うちにも還元して下さいね」

「も、勿論です！」

　大喜びの、２国の代表達。そして、えええ、と驚愕の、他国の代表達。

「ま、待って下さい！　生物の取り扱いには高度な技術力が必要です！　未知の細菌や寄生虫等、完璧な管理と防疫態勢が整った大国が管理しないと！」

「あ、大丈夫です。転移する時、害のある細菌やウィルス、寄生虫等は一緒に転移しないようにしていますので。だから、お渡しした動物が逃げ出して、自然界で繁殖するのさえ防げれば……」

　必死で言い募る米国の代表に対して、私は事も無げにそう言った。

　そう、これが、私が病原菌を持ち込む心配をせずに平気で転移できる理由であった。『それ』が私の頭の中に押し込んでいってくれた転移能力の説明の中に、ちゃんとその説明がはいっていたのである。

「「「え………」」」

　再び呆然とする、会議室内の一同。

　そして代表達の中から、ひとりの年配の男性が立ち上がった。この男性も、諜報畑の人物ではなさそうである。外務畑の者であろうか……。

「王女殿下。その、もし、もしも、ですな。細菌やウィルス性の重病や、毒物、有害物質等に冒された者がですな、その、転移で移動します時に、『病原菌や有害物質は残れ』とかいって転移させて戴いたら、どうなりますかな……」

「え……」

　考えたことがなかった。

　病気の者を転移したら？　病原菌や原因物質を残して。

　あああ、マルグリットちゃんの時に、それが分かっていれば！

　私は、頭を抱えた。

　そして、異様な静寂に包まれる会議室。

　マズい！　この話が広まったら、大変なことになる……。

　さすがに、私も気が付いた。この、転移のとんでもない副次効果に。

　何とか口止めしなければ！

　しかし、よりによって、世界中の諜報員が集まっている、ここで？

「み、皆さん！」

　私は、焦って声を張り上げた。

「何もなかった。いいですね、皆さんは今、何も聞かなかった！」

　汗だらだら。

「この件に関してのみ、一切の口外を禁じます。皆さんの上司にも、もっと偉い人達にも。

　もしどこかの国の偉い人とかから、この件に関してひと言でも何らかのアプローチがあった場合、その国には、他国からの異世界関連の一切の技術や情報の提供を禁じます。それを破った場合、提供国にも同様の処分を行います。ドラゴンの研究から開発された物も、何もかも。勿論、私への接触は一切禁止。少しでも仲介しようとした国も同様の処分とします。但し……」

　ひと息入れて。

「もし秘密が守られたなら、今、ここにいる人とその家族、妻と子供に関してのみ、もしもの時には転移による処置を試してみることをお約束します。

　但し、秘密が漏れた場合には、全員に対してこの約束は無効となります。ばれたら口止めの必要がなくなりますからね。そして、ここに居る人とその家族、政府関係者、情報関係者とその親族には、以後絶対に転移による処置をしません」

　少し考えた後、更に追加。

「あ、もし漏れた場合、漏らした人と、今ここにいる人以外でそれを知った人全員が死んで、記録も何もかも完全に抹消されたという確証が得られた場合のみ、口止めの代償を復活させても良いかも知れませんね……」




　静まり返る室内。

　互いに顔を見合わせる列席者達。

　上に報告すれば、確実に情報は漏れる。

　誰でも、自分や家族の命は惜しい。そして、プロ中のプロである一握りの情報の専門家ならばともかく、ただのデスクワーカーである上司、選挙で落選すればただの人である政治家連中なら、絶対に飛び付く。下手をすると、自分や家族のため以外に、カネ目当てで食い付くかも知れない。

　そして、もし秘密が漏れた場合。

　こいつらなら、平気で殺やるだろう。自分のためならば。

　もしかすると、家族のためにも。

　皆、何となく、秘密は守られそうな気がしていた。

　その方が、結果的には国益に適かなうことになるのだし、と。







　その後、サンプルを提供する２国と打ち合わせを行い、つむぎ車等の、子爵領に導入できそうな道具について話が弾んだ。

　やはり、先進国ではなく、小さな途上国との交流が有益であった。そう思って、誠実な小国をいくつか選んで招待しておいて、正解であった。小国は、情報関係者ではなく、外交関係者や大臣クラスを投入してきたようであるし。小さな国はフットワークが軽いからね。

　あとは、何か用があれば隊長さん経由で連絡すること、街中では接触しない、後をつけない、違反した国とはその後一切関わらないし話もしない、ときつく言って、散会。




　とにかくこれで、周りをうろつかれることはなくなるだろう。

　私のことは、異世界人だと思い込んでくれているだろうから、『日本人、山やま野の光みつ波は』も安全圏。

　まぁ、大国がこのままおとなしく黙っているとは思わないが、とりあえずは、地球方面は一段落。しばらくは領地のことに専念して、財政を立て直そう。

　あ、領主として稼いだお金は、あくまでも『領地の運営費』だから、私の個人資産にはしないよ。だから、老後のための８万枚の金貨は、『ミツハという、個人』として稼がなくちゃならない。

　うん、完全別会計だ。

　でも、ヤマノ子爵領は、位置的に、他国との揉もめ事ごとに巻き込まれるような場所じゃないし、土地が肥えているわけでも、地下資源があるわけでも、軍事的に価値があるわけでもなく、そしてとても小さい。だから、まず、外的要因での危険は考えられない。なので、領主としての仕事と、私個人としての仕事を両立させて、お金を稼ぐのも不可能じゃない。

　よし、頑張るぞ！　また一歩、野望に近付くのだ!!




　……と考えていた時代が、私にもありました。

　今度は、そっちかよ！





書き下ろし　家族







　ベッドで眠る、コレットちゃん。

　起こさないように、そのベッドの端にそっと腰掛けて、その寝顔を眺める。

　お父さんもお母さんも、そしてお兄ちゃんも失って、天涯孤独の身となった私の、ただひとりの家族……。

　いや、勿もち論ろん、分かっている。

　コレットちゃんには御両親がいるし、私とは親友ではあるけれど、コレットちゃんが今ここにいる直接の理由は、私との間に雇用主と従業員の関係があるからに過ぎないということは。

　そして私は、まだ幼いコレットちゃんを、自分の都合で御両親から引き離した、悪党だ。

　可愛い盛りの娘を連れ去られ、御両親は、さぞかし悲嘆に暮れた……様子は、全然なかったな、そういえば。

　何か、諸手を挙げて大賛成、大喜びしていたような……。

　しかし、コレットちゃんは、まだ８歳だ。両親と離れて、寂しがっている……様子は、微み塵じんもなかったな、そういえば。

　初めて見る貴族の屋敷に、興奮してくまなく探検して廻まわったり、私が日本から持ち込んだ機器や道具を弄いじったり、私にべったりとくっついて離れなかったり……。

　いや、不安とか寂しさで、というわけじゃなく、満面の笑みを浮かべて、嬉うれしそうに、はしゃぎ廻って。全然、全く、御両親と離ればなれになったことなど、気にもしていない様子。

　……いいのか、それで！




　まぁ、それを望み、そう仕向けた私がどうこう言えることじゃないか。

　家族を亡くし、友人達とも進路が分かれて疎遠になった私には、もう、側にいてくれる、絶対に私を裏切らない人は、コレットちゃんしかいないんだ。だから、コレットちゃんが８歳の平民の娘としてはかなりの才能を秘めているということに気付いたのを良いことに、強引に自分の許もとに引き寄せた。

　御両親は、この国にはそんなものはないが、地球でいうところの、全寮制の中ギ等ム教ナ育ジ機ウ関ムにでも娘を行かせた親のような感覚なのかも知れない。

　ここの最高責任者は私だし、村から徒歩で半日ちょいの距離だし、そして村娘が貴族家の家臣候補になるなど、突然現れた白馬の王子様に『実はあなたは某国のお姫様だったのです。お迎えに上がりました』と言われたに等しく、７億円の宝くじに当たったのの１００倍くらい凄い事態なんだから、考えてみれば、反対するわけがないか……。




　この世界に来て、最初に出会った、私の命の恩人。

　強くて、……背骨と肋ろつ骨こつを折られないよう、注意しよう……、聡そう明めいで、素直で、誠実で、可愛い、私の、年の離れた親友。

　何があっても、絶対に守る。

　この子を守るためならば、１万人くらいは平気で殺せそうな気がする。

　まぁ、その前に、地球に転移するだろうけど。

　……サビーネちゃん？

　うん、勿論、サビーネちゃんも全力で守るよ！

　でも、まぁ、サビーネちゃんは王女様だからなぁ。私が何もしなくても、護衛やら近この衛え兵へいやらがたくさん付いているだろうから、それこそ、この国が攻められて王都が陥かん落らくする時くらいしか危険はないか。

　勿論、その時は転移で脱出させる。……サビーネちゃんが、それを望んだなら。

　あの子のことだから、家族……、いや、国民を見捨てて王族が逃げることはできない、とか言い出しそうだなぁ。王族の血筋を残す、ということの意味を分かりやすく説明したアニメとか、なかったかな……。




　そして、ボーゼス伯爵家の長女、ベアトリスちゃん。

　デビュタント・ボールの仕切りを任せられたのだ、約束を果たすまでは、死なせるものか。

　更に、我が領主邸最年少メイド、見習いのリアちゃん。正規メイド最年少の、ノエルちゃん。その他、『ヤマノ子爵家メイド少女隊』のみんなも、年とし増また……、げふんげふん、成人隊のみんなも、誰も失わない。誰も、誰も、誰も……。

　そっとコレットちゃんの髪を指で梳すくと、日本製のリンスインシャンプーの威力か、さらさらの髪が指の間をすり抜けた。










（ん……、身体が重い……）

　コレットちゃんが息苦しさに眼を覚ますと、下半身に重しが乗っていた。

（ミツハ……）

　いつの間にか、コレットちゃんにのし掛かるようにして寝入ってしまったミツハ。

　そして、そのミツハの髪を、優しい眼をしてそっと手で梳く、コレットちゃん。

（ミツハは、私が守ってあげるからね……。たとえどんなことがあろうとも、必ず……。

　いざとなれば、私の村まで背負っていく。それでもダメなら、他国まで背負っていく。ミツハのためなら、敵の10人や20人、平気で殺せそうな気がするよ……）

　あまり重くはないミツハの体重を下半身に感じながら、コレットちゃんは、再び、そっと眼を閉じた。





[image: ]





書き下ろし　謎の少女







　謎の少女がうちに出入りするようになってから、もう数ヵ月になる。

　いつも突然現れて、そして再び突然に「それじゃ！」と軽く右手を挙げて、姿を消す。

　いや、比喩的表現じゃなく、本当に消えやがるんだ。

　……別に、幽霊ってわけじゃねぇ。メシも食うし、トイレにも行く。からかえば、真っ赤になって怒る。多分、生きてるんだろう。

　初めは、常識知らずのどこかの小国の貴族の娘、くらいに思っていた。小火器の訓練依頼くらいは、治安の悪い国のお嬢様ならば、まぁ、そう不思議でもねぇ。

　そういうのは普通は護衛の役目だが、護衛自身に襲われることもそう珍しいこっちゃねぇし、護衛が付いて行けない場所もある。まぁ、パーティー会場とか、更衣室とか、風呂とか、トイレとかだな。パーティー会場とかでの警備は主催者側の責任だが、テロリストに殺された後で文句を言っても始まらねぇ。

　そういうわけで、小火器と、まぁ、ショートソードも良しとしよう。そんなものにいつ出番が来るのかは判わからねぇが、本人がやりたいと言うならば、それは向こうの自由だ。こっちは、カネさえ払ってくれれば、構わねぇ。もしかすると、ダイエット運動代わりかも知んねぇしな。うん、問題ねぇ。

　……しかし、小火器と言うから、てっきり、拳銃とアサルトライフル、精々が敵を攪かく乱らんして逃げ出すための閃せん光こう弾だんやスタン・グレネード程度だと思っていたら、周囲に破片をバラ撒まくことにより殺傷効果を高めた破片手しゆ榴りゆう弾だんとか、軽機関銃、重機関銃、グレネードランチャー、迫撃砲、無反動砲、ロケットランチャーとかも教えろとか言い出しやがった。

　それらは、もう小火器じゃなく、中火器とか重火器の範囲に足を踏み出しかけてるよ！

　第一、お嬢ちゃんひとりが使い方を覚えても、本体や弾薬の輸送、装そう塡てん、補助等、到底ひとりじゃ扱えねぇ。しかも、それが幼い子供となりゃ、尚更だ。

　まぁ、こっちも商売だからな、カネ払うってんなら、そりゃ教えるけどさ。

　知らねぇぞ、どうなっても……。忠告と警告は、充分にやった。俺達は、義務は果たした、完全にな……。

　そして、手榴弾の使用だけは厳禁した。

　危害半径より遠くに投げられず、そして振りかぶった手榴弾が後ろに飛ぶ。

　ふざけんなよ、模擬弾じゃなかったら、４～５人は死んどるわ！　本人を含めてな！

　はぁはぁ……。

　とにかく、まぁ、通常の３倍くらいの時間をかけて、何とか訓練を終わらせた。

　誰か、俺達の我慢強さを褒めてくれ！

　そして、一応の依頼は終わったと思っていたんだ。今にして思えば、俺ともあろう者が、なんて甘い考えをしていたことか……。前隊長に、あれだけ「物事は、考え得る限りの最悪の場合の、その３倍くらいの状況に備えとくもんだ。そして、大抵は、そういう事態になる」って言われていたというのに……。

　そして、『その日』がやって来た。




「傭よう兵へい団だんウルフファング全員を雇いたいと思います。出撃は明後日の夜明け前。敵は約２万、魔物を含みます。支払いは最低保障金貨４万枚、場合によっては上積みあり。受けて戴けますか？」




　何じゃ、そりゃああああああぁ～～!!




　そして始まった、魔王軍とドラゴン相手の、世界の命運を懸けた決戦という、なにコレ英えい雄ゆう譚たん！

　金貨６万枚に、ドラゴンバスターの称号と、ドラゴン本体でウハウハの大おお儲もうけ！

　……て、天使様と呼んでもいいかな、嬢ちゃん。女神様と呼ぶには、少々胸が足り、ぐわっ！　本気で蹴り入れる奴がいるかよ！　……いや、すまん、だから、その灰皿は下ろそうな、結構高いし、何より、重くて痛いから……。







　まぁ、そういうわけで、うちは財政的には全く困っていない、どころか、非常に裕福。しかも、ドラゴンの素材の研究から得られるパテント収入で、以後の継続した利益が保証されている。

　金を分配して解散、とかすると、絶対に悲しい結末が待っている。俺達傭兵は、馬鹿揃ぞろいだが、馬鹿なりに身のほどは弁わきまえている。なので、このまま組織を維持して、危険な仕事は受けず、のんびりやることにした。金よりスリル、とかいう奴は、有志で仕事を受ければいい。

　ま、それはいいんだが、問題は、だ。

　……あの嬢ちゃん、いったい何者だ？







「というわけで、皆の予想を聞いてみたいと思う。誰か……、よし、パスチパパーチク屋ス！」

　さっと手を挙げた奴を指名した。

「次元世界の魔砲少女！」

「次！」

「エルフの王女様プリンセス！　あの胸の無さは、絶対にエルフだ！」

「ばっ！　お前、もし突然現れたらどうすんだよ！　あの、８文キックを食らうぞ！」

「「「「「小ちっさ！　足、小っさ!!」」」」」

「大人用の靴はサイズがないから、子供用かオーダーメイドらしい。ブツブツ言ってたな……」

「「「「「…………」」」」」

　これで皆、嬢ちゃんの前では、決して足のサイズや靴の話題は出さないだろう。




「はい！　異世界の魔法使いで、世界渡りの魔法と言語翻訳魔法が使える、高貴な身分のお方！

　大分前からこの世界に来ていて、色々と勉強してるから地球のことは大体知っている！」

　……うん、そんなとこか。

「あ、治癒魔法も使えると思います。訓練で怪我したところ、数日後には、微かすかな傷痕も残さず、綺き麗れいに治ってましたから」

　それは、俺も薄々気付いていた。やはりそうか……。

　ならば、地球人、というか、この世界の人間だという可能性は無いな。やはりあの異世界の者で、東洋人ぽい外見は、ただの偶然か。

　我々が行った国は白人系の人種だったが、他国から来た、とか言っていたからな。そこが、ああいう人種、この世界では東洋人に相当する者達の国なんだろう。

　まぁ、東洋人ぽくても白人ぽくても黒人ぽくても、関係ないか。異星人というよりは、別の歴史を辿たどった、別の地球、と考えた方が良いのかもな。でないと、あまりにも人間に似過ぎている。

　……ウサギに角が生えていたり、魔物やドラゴンがいるんだから、人間にも角が生えていたり、手が６本付いていたりしても不思議じゃないがな……。




「よし、では、今までの情報と合わせて、嬢ちゃんは異世界、おそらくはこの世界と同系列の異次元世界の地球相当の惑星の大国の王姉殿下で、今は他国の貴族、子爵様をやっていて、少なくとも世界渡り、言語翻訳、治癒の３つ、もしくはそれ以上の魔法が使える、魔法少女。

　そしてかなり前からこの世界と行き来していて、一部の知識に欠落はあるものの、かなりこの世界のことは勉強している。この推測で問題ないな？」

　皆、異議なし、という顔をしている。

「じゃ、今まで通り、対外的には、嬢ちゃんの名は『ナノハ』ということにして、他の情報は一切漏らすな。ネットとかに写真を上げるんじゃねぇぞ！」

　何人かが、眼を逸らしやがった……。







　そういうわけで、まぁ、あらかた予想通りの結論に達したわけだが。

　俺達に生活の安定をもたらしてくれた恩人だ、裏切るつもりは欠片かけらもねぇ。これからも、色々と世話になりそうだしな。

　命の安全と、金に困らない、安定した生活。

　俺達にゃ縁がないと思っていたが、いくら望んでも手に入らねぇと思って諦めていたそんな生活が、いざ手に入ってみると、だ。

　やってみたいこと、ってのが心の中に湧き出て来やがった。

　酒に女に博ばく打ち？　世界中を旅行？

　そんなもんじゃねぇ。




　あの世界。

　せっかく安全で優雅な生活を手に入れたというのに、頭に浮かぶのは、野蛮で危険に満ちているであろう、あの世界のことばかり。

　魔物。

　ゴブリン、オーク、オーガ、その他の様々な魔物達。……そして、ドラゴン。

　行きてぇ。

　また、あの世界へ行きてぇ！

　……くそ、俺は『戦闘狂バトルジヤンキー』なんかじゃねぇ！　ねぇ、はずなんだが……。

　どうしても、あの世界に行きたくて行きたくて、堪たまらねぇ。

「くそ、なんでこんなに異世界に行きてぇんだよ！」

「……坊やだからさ」

　ぎょっとして振り向くと、嬢ちゃんが、にやにや笑いを浮かべながら立っていやがった。まるで、『いつか言ってみたい名めい台詞ぜりふを、やっと言えた！』みたいな、嬉うれしそうな顔をして……。

　き、聞いてみるか？　駄目で元々、もしＯＫならば、儲もうけ物だ！

「つ、連れて行ってくれねぇか？」

「……駄目」

「くそおおおおおおぉ～～!!」

　俺は、声を掛けて引き留めようとした嬢ちゃんを振り切って、部屋を飛び出し、屋外へと走り出た。

　こんな時は、思い切り走るしかない！

「うおおおおおぉ～～!!」

　ふと前を見ると、同じように叫びながら走っている者がふたりいた。あの、休暇で遠方に行っていたためにドラゴンバスターになり損ねたふたりだ。

　そうか、お前達もか……。

「「うおおお……、おんおんおん……」」

　泣くな、泣くなよおぉ……、おんおんおんおんおん……。





あとがき




　ＦＵＮＡふなです。

『老後に備えて異世界で８万枚の金貨を貯めます』第２巻をお手に取り戴き、ありがとうございます！

　自じ重ちよう無しでの戦い、そして自分の意志に反して、『雷いかずちの姫ひめ巫み女こ』の二つ名と貴族の称号を得てしまったミツハ。

　老後の安泰な生活を目指して、のんびりと金儲けに勤しむはずが、どうしてこうなった！

　そして、領地の発展のために王都で奔走するミツハ。

　領地経営に専念しようとしたのに、まさかのバックアタックががが！




ミツハ「バックアタックは、バレーボールだけで充分だよ！」




　３巻（きっと出る。……多分出る。……出るといいなぁ……。全ては、この２巻の売れ行き次第！）での、ミツハの活躍に御期待下さい！

　そして、この書籍２巻と同時に、モトエ恵けい介すけさんによる、本作品のコミックス第１巻が発売！

　今すぐ、コミックスの売り場にＧＯ！

　また、ｗｅｂコミック誌『水曜日のシリウス』にて好評連載中の、コミカライズ最新話の方も、是非よろしく！（http://seiga.nicovideo.jp/manga/official/w_sirius/）

　毎月、第２・第４水曜日に更新です（『ポーション頼みで生き延びます！』は、第１・第３水曜日更新）。




　担当編集様、イラストレーターの東とう西ざい様、装丁デザイナー様、校正・校閲様、その他、印刷・製本、流通、書店等の皆様、小説投稿サイト「小説家になろう」の運営様、感想欄で誤記の指摘やアドバイスを下さった皆様、そしてこの本を手に取って下さいました皆様に、心から感謝致します。

　ありがとうございます！

　引き続き、小説、コミックス共に、よろしくお願い致します。

　そして、次巻でまた、お会いできますように……。




ミツハ「私の野望は、これからだよ！」

サビーネちゃん「宇宙を手にお入れ下さい、ミツハ姉様」

ミツハ「ＤＶＤの観み過ぎで、サビーネちゃんに変な影響が出てるうぅ～～!!」
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本作品は、二〇一七年一一月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

老ろう後ごに備そなえて異い世せ界かいで８万まん枚まいの金きん貨かを貯ためます２




二〇一七年一二月一日発行

ＦＵＮＡふな

©Funa 2017


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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		書き下ろし　謎の少女
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